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清らかな長良川が市域を南流し、「関の刀鍛冶」として独自の鍛刀法を確立

し、全国的に刀剣生産の名声が高い関市は、豊かな景観に恵まれ、堂々たる歴

史を物語る町です。そして、今なお情緒ある町並みがいたるところに残ってお

り、人々の暮らしの中にも風情と人情が感じられます。

このたび、岐阜県基盤整備部による一般国道２４８号関バイパス道路改良工事

に伴い、工事予定地内の埋蔵文化財の記録保存を図るため、関市大杉に所在す

る大杉西遺跡の発掘調査を実施しました。

今回の調査では、縄文時代中期と弥生時代後期～終末期の掘立柱建物跡、竪

穴住居跡などを検出し、縄文土器、弥生土器、石器などの当時の様相の分かる

遺物が出土しました。特に縄文時代中期の掘立柱建物跡や、弥生時代後期～終

末期の方形周溝墓は県内の検出事例が少なく、貴重な資料となりました。本報

告書が埋蔵文化財に対する認識を深めるとともに、当地の歴史研究の一助とな

れば幸いです。

最後となりましたが、発掘調査及び出土品の整理・報告書作成に当たりまし

て、多大な御支援・御協力をいただいた関係諸機関並びに関係者各位、関市教

育委員会、地元地区の皆様に深く感謝申し上げます。

平成１８年３月

財団法人岐阜県教育文化財団

理事長 日比 治男



例 言

１ 本書は、岐阜県関市大杉地内に所在する大杉西遺跡（岐阜県遺跡番号２１２０５―１０１３２）の発掘調査

報告書である。

２ 本調査は一般国道２４８号関バイパス道路改良工事に伴うもので、岐阜県基盤整備部道路建設課か

ら岐阜県教育委員会が委託を受けた。発掘調査及び整理作業は、財団法人岐阜県教育文化財団文化

財保護センターが実施した。

３ 発掘調査は、八賀晋三重大学名誉教授の指導のもとに、平成１５年度に実施した。整理作業は１６年

度に実施した。

４ 発掘調査及び整理作業の担当などは、本書第１章第２節に一括掲載した。

５ 本書の執筆分担は目次に示した。編集は小野木が行った。

６ 発掘調査における作業員雇用、現場管理、掘削、地形測量・空中写真測量などの業務は株式会社

帝国建設コンサルタントに委託して行った。

７ 遺物の写真撮影は、アートフォト右文に委託して行った。

８ 自然科学分析は株式会社パレオ・ラボに委託して行った。その結果は第４章に掲載した。

９ 発掘調査及び報告書の作成に当たって、次の方々から御指導・御協力をいただいた。記して感謝

の意を表する次第である。（敬称略・五十音順）

赤塚次郎、石黒立人、泉拓良、篠原英政、田中弘志、長屋幸二、松岡千年、渡邉博人

１０ 本文中の方位は、世界測地系第Ⅶ系の座標北を示している。

１１ 土層及び土器類の色調は、小山正忠・竹原秀雄１９９８『新版 標準土色帖』（日本色研事業株式会

社）による。

１２ 調査記録及び出土遺物は財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センターで保管している。
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第１章 調査の経緯

第１節 調査に至る経緯

大杉西遺跡は、岐阜県関市大杉地内に所在し、関市南東部から美濃加茂市加茂野町、加茂郡坂祝町

にかけて広がる台地の西端近くに位置している。

岐阜県基盤整備部美濃建設事務所では、一般国道２４８号関バイパス道路改良工事を計画し、この工

事に先立ち、平成１４年１１月に岐阜県基盤整備部美濃建設事務所から岐阜県教育委員会に工事計画等が

示された。そして、道路建設予定地内に周知の埋蔵文化財包蔵地として『改訂版岐阜県遺跡地図』（岐

阜県教育委員会１９９０）に登録されている大杉遺跡が所在することを確認した。

その後、岐阜県教育委員会が遺跡の広がりと遺構面数、深さ等を確認するために平成１４年１２月１６～

１８日に試掘確認調査を実施した。道路建設予定地内の試掘確認調査対象面積約５，１００㎡に対して、１９５

㎡をトレンチ掘削により調査し、遺構・遺物の有無と遺跡の範囲について検討を行った。調査の結果、

竪穴住居跡１、方形周溝墓１、土坑、溝などが確認できた。また、これらの遺構埋土中から弥生土器

が出土することから、弥生時代の遺構が段丘上の平坦面から斜面に広がる可能性があると判断した。

これらの結果を踏まえて、平成１４年１２月２０日に平成１４年度岐阜県埋蔵文化財発掘調査検討委員会が行

われ、遺構・遺物があると判断された１，０００㎡の本発掘調査を平成１５年度に実施することとなり、そ

れらが確認できなかった丘陵下部の平坦面は本発掘調査対象外となった。

なお、周知の大杉遺跡は県道３４５号坂祝・関線をまたいで東側と西側に広がっている。県道の東側

では関市教育委員会が調査を実施しており、弥生時代～古代の集落跡と位置付けられている。しかし、

当センターの調査で縄文時代の遺構を確認したことにより、県道の西側と東側では遺跡の性格が異な

ることが分かった。岐阜県教育委員会では関市教育委員会との協議に基づき、県道西側を別の遺跡と

判断して「大杉西遺跡」と命名し、岐阜県遺跡番号２１２０５―１０１３２として平成１５年１０月２２日に登録した。

図１ 調査地位置図

第１節 調査に至る経緯 １



第２節 調査の経過と方法

１ 調査期間

平成１５年５月７日～平成１５年９月３０日

２ グリッド設定方法

調査開始前に行った地形測量終了後、世界測地系第Ⅶ系を基準として５m×５mのグリッドを設定

した（図２）。グリッドの名称は北西端を基準とし、北から南に向かって A～F、西から東に向かっ

て１～１３とした。

３ 調査の経過

調査に先立ち、平成１５年４月２１・２２日に現況地形測量を行った。調査区は台地の北西斜面に位置し、

南～南東側には台地上の平坦面が広がり、西側は津保川の支流である蜂屋川に南から合流する大杉川

右岸の比高約３mの急崖に接する。遺跡は南～南東側の台地上平坦面に続くと予想し、地形測量は

調査区１，０００㎡及びその周辺地域を対象に実施した（図２）。

発掘調査は試掘確認調査で確認した層位を基に、基本層序としてⅠ層からⅢ層までを設定した（第

３章第１節に詳述）上で、５月７日から重機による表土除去作業を開始した。調査区東半は栗畑とし

て使用されていたため、伐採済みの樹木の根が多く見られた。そのため、遺構を傷つけることがない

よう重機での伐根作業は慎重に行ったが、伐根せずに株を残したところもある。一方、調査区西端は

B３～F３グリッドから西側の大杉川沿いの崖にかけて雑木林が広がっていたため、地形測量後、重

機掘削前に伐採作業を行った。試掘確認調査時に弥生時代以降の包含層の可能性があるとされたⅡ層

の上面までは重機を用いて除去したが、表土（耕作土）であるⅠ層の下にⅡ層をはさまないで、Ⅲ層

（地山）を検出することが多かった。これは、調査区周辺が畑地として使用された期間が長く、耕作

による掘削がⅡ層まで及んでいた結果だと推定される。さらに調査の過程でⅢ層の下の亜角礫混じり

の褐色土層にまで下端が達する遺構を確認したので、この褐色土層をⅣ層と位置づけた。表土除去作

業後、世界測地系をもとに５�区画でグリッドを設定し、５月１９日より人力による掘削作業を開始し

た。遺物包含層がほとんど認識できなかったため、当初から遺構検出作業を中心に実施し、並行して

遺跡全体の略測図を作成した。

出土遺物は、原則としてトータルステーションにより出土位置を測定して取り上げた。遺物が集中

している部分は、出土状況図を１／１０の縮尺で図化した。遺構はすべて半割して土層を分け、写真記

録を残して土層断面図を作成した。その後遺構を完掘し、完掘状況の実測と写真撮影を行った。９月

初頭にほぼ完掘作業を終え、９月９日にラジコンヘリコプターによる空中写真測量・写真撮影を実施

し、１３日に現地説明会を行った。竪穴住居跡については、すべて最後に断ち割りを行い、下部遺構の

調査を行った。また掘立柱建物跡の柱穴についても必要を認めたものについては、断ち割り調査を

行った。
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（S＝１／４００）

図２ グリッド設定及び地形測量図
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以下，発掘調査日誌から抜粋して、週毎の調査経過を記述する。

調査日誌抄

第１週（５．７～５．９） 重機による表土掘削開始。

第２週（５．１２～５．１６） 重機による表土掘削完了。SB１及び SZ１検出。排土置場設営、排水溝掘

削。

第３週（５．１９～５．２３） 発掘作業員による人力掘削開始。遺物取上げ開始。調査区南壁土層図作成。

遺構検出作業（西端の A１～F２グリッドを終えた後、東端の E１３グリッ

ドへ）及び略測図作成開始。SB３検出。

第４週（５．２６～５．３０） C８～E８グリッド以東では遺構密度が高くなる。また東南東－西北西に

延びる平行する２本の溝（SD１６・１８）を確認。SB１は北側に調査区を拡

大してプラン確定。SB２、SZ２・３検出。SZ３に隣接して埋設土器（SK

８８）を検出。

第５週（６．２～６．６） 遺構検出作業終了。遺構半割作業開始。上部平坦面では柱穴の可能性のあ

るピットを複数確認。SB１床面調査開始。

第６週（６．９～６．１３） SK８８埋設土器掘削、実測作業開始。

第７週（６．１６～６．２０） SZ１掘削開始。

第８週（６．２３～６．２７） SH１柱穴列確認。SK８８埋設土器取上完了。

第９週（６．３０～７．４） SB２床面調査開始。

第１０週（７．８～７．１１） SB２内の土坑から遺物まとまって出土。SB３床面調査開始。

第１１週（７．１４～７．１８） SB４の北側の調査区を拡大してプラン確定。

第１２週（７．２１～７．２５） 遺構の半割作業をほぼ終了。完掘作業開始。

第１３週（７．２８～８．１） 羽島高校発掘体験（７．２８）。出土遺物洗浄開始。

第１４週（８．４～８．８） 指導調査員（三重大学名誉教授八賀晋氏）現地指導。

第１５週（８．１８～８．２２） SB４床面調査開始。SB１～３完掘。

第１６週（８．２５～８．２９） SB４を除き遺構掘削ほぼ終了。

第１７週（９．１～９．５） 空中写真測量準備。

第１８週（９．８～９．１３） 空中写真測量実施（９．９）。記者発表（９．９）。現地説明会（９．１３）。

第１９週（９．１６～９．１９） 追加掘削調査及び断ち割り作業開始。４基の竪穴住居跡の貼床構造等確認。

セクションピン座標取付。エレベーション図作成。遺構実測作業終了。

第２０週（９．２２～９．２６） 埋め戻し作業。現場事務所等撤去作業。

第２１週（９．２９～９．３０） 現地調査終了。県基盤整備部美濃建設事務所へ引き渡し（９．３０）。

４ 遺跡・遺物公開

平成１５年９月９日に記者発表を行い、平成１５年９月１３日に現地説明会を開催し、１１９名の参加をみ

た。
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５ 遺物・調査記録の整理作業

発掘現場での調査終了後、三田洞整理所において、平成１５年１０月～平成１６年３月に一次整理を実施

した。さらに引き続き、平成１６年４月～平成１７年３月に二次整理を実施した。

６ 発掘調査及び整理作業の体制は以下のとおりである

平成１５年度 平成１６年度

理事長 日比 治男 日比 治男

副理事長 高橋 宏之 高橋 宏之

副理事長 平光 明彦 平光 明彦

常務理事兼センター所長 福田 安昭 福田 安昭

調査部長 武藤 貞昭 川部 誠

調査課長 藤岡比呂志 藤岡比呂志

担当調査員 總山 俊行 小野木 学

整理作業従事者 小木曽美智、後藤悦子、酒衛成功、菅原祐子、竹部 泉、長屋和子、

野尻みどり

調査前風景 作業風景

実測風景 現地説明会風景

写真１ 調査風景
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第２章 遺跡の環境

第１節 地理的環境

当遺跡は、美濃加茂市加茂野町、加茂郡坂祝町にかけて広がる標高７０～８０�の台地の西端近くに位

置している。

周辺を見ると、当遺跡も含めて東南東―西北西方向に台地やそれよりやや低い平地が広がり、関市

街地へと続いている。南西及び北西には山地が見られ、特に南西の山地は東南東―西北西方向に連

なっている。また、津保川の支流である蜂屋川が北方０．４㎞のところを東から西に流れている（図３）。

当遺跡のある台地は、南西約１０㎞に東西に長く広がる各務原台地に対比される台地で、東方はやや

高く、西方に向かって高度が低くなっている。この台地は、当遺跡の東南東約３．２㎞の坂祝町黒岩か

らほぼ連続してつながっているが、東南東―西北西方向に延びる何本かの凹地が見られる。

このように、当遺跡は東南東―西北西方向に延びる台地の縁に存在し、遺跡の北東にはやや低い平

地が広がる。このような地形は地質を反映しているため、以下に周辺の地質の概要を述べる。

周辺の地質としては、山地部は主に美濃帯堆積岩類からなり、チャート、砂岩、泥岩などである。

平地部は、各務原層に対比される段丘堆積物が台地を形成し、それを開析して小河川による礫、砂及

び泥が堆積している。

山地は前述したように、南西部のものは東南東―西北西方向に連なっているが、それは次の２つの

地質現象が大きく作用している。

・当遺跡より南南西へ４．５㎞ほどのところに、坂祝向斜と呼ばれる褶曲の軸が東南東―西北西方向に

存在する。

・周辺の美濃帯堆積岩類は、砂岩主体の地層とチャート主体の地層の繰り返しからなっている。

この周辺の山地の方向は坂祝向斜によって規制されており、その軸の方向に同じ地質で同程度の高

さの山地が分布することになる。また、山地をつくるチャートと砂岩は、物性がかなり異なる。チャー

トは浸食風化に強いため急崖をなす山体を形成し、砂岩層は浸食風化に弱いため比較的なだらかな山

体を形成する。そのような特徴を持っているため、東南東―西北西方向に急崖をなす山体と比較的な

だらかな山体が交互に配列することになる。そして特に、山地部の北側２．５㎞ほどは砂岩層のため２００

�未満のやや低い山地が続いている。台地は各務原層に対比される段丘堆積物からなる。各務原層は、

御嶽火山起源の御嶽火山第一軽石層、御嶽火山第三軽石層をはさむという特徴をもつ砂礫層及び砂層

である。当遺跡のある台地の段丘堆積物においても、当遺跡から東南東へ約６００�の台地の縁の南斜

面で御嶽火山の軽石を含んだ砂層を確認している。現在、形成時期については、９～６万年前頃とい

う考えとそれより古くなるという考えがある。台地より低い低地は、各務原層に対比される段丘堆積

物を浸食して形成したものである。小河川によって削られ、礫、砂及び泥が堆積してできた何本かの

凹地が東南東－西北西方向に見られ、浸食されていない部分が台地として残っている。

参考文献 吉田史郎・脇田浩二１９９９「岐阜地域の地質．地域地質研究報告（５万分の１地質図幅）」

地質調査所 ７１p
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図３ 周辺の地形
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第２節 歴史的環境

当遺跡周辺には周知の遺跡が数多く存在しており（図４・表１）、発掘調査によってその内容が明

らかとなった遺跡も多い。ここでは、それらの遺跡を中心に時代順に概略を述べる。なお、図４は『改

訂版岐阜県遺跡地図』（岐阜県教育委員会２００２）を基に作成し、遺跡の説明は関市教育委員会１９９４・

２００２、�岐阜県文化財保護センター２００２を参考とした。

旧石器時代の遺跡は、津保川による段丘上に位置する関市東部の唐鋤遺跡（１７）、平井遺跡（２７）、

野田遺跡（３２）の一群と、富加町の丘陵上に位置する海老山遺跡（７）、北野遺跡（９・１０）、鷹之巣

駅西遺跡（１１）の一群に分かれる。海老山遺跡は昭和４１年に南山大学人類学教室により、小規模な発

掘調査が行われている。北野遺跡では、ナイフ形石器や台形石器が表面採集されている。

縄文時代の遺跡は、旧石器時代の遺跡の立地をほぼ踏襲しているが、戸尻遺跡（２３）、大杉遺跡（２８）、

稲辺遺跡（３１）などは山地や丘陵以外の平坦地に位置している。海老山遺跡（７）では、前期後半の赤

彩された北白川下層Ⅱ式の土器や抉状耳飾、部分磨製石鏃などが採集されている。なお、図４の範囲外

（当遺跡から北西約８㎞）にある長良川沿いに位置する関市塚原遺跡では、中央の広場を囲むようにし

て円形に配置された掘立柱建物と、その外側に竪穴住居が配置された中期の遺構が検出されている。

弥生時代の遺跡は、縄文時代から引き続き同じ場所に位置するものが多い。海老山遺跡（７）では、

条痕文系土器が採集されている。大杉遺跡（２８）では、昭和３０年代の前半に関高等学校社会研究部な

どにより、中期の土器片や石包丁、扁平片刃石斧などが採集されている。また、当遺跡は関市教育委

員会が発掘調査を継続しており、第１次調査と第５次調査で竪穴住居跡を各１軒検出している。

古墳時代の遺跡は、その多くが古墳そのもので、集落遺跡は少ない。愛宕古墳（８）は全長約２３�

の前方後円墳で、埋葬施設は横穴式石室と考えられている。高畑２号古墳周辺では、弥生時代末～古

墳時代初頭の土器が採集されている。大杉遺跡（２８）では、平成１４年１０月までの発掘調査で竪穴住居

跡を３９軒検出しており、焼失住居もある。また、古墳時代の区画施設と考えられる溝も発見されてお

り、注目される。

古代の遺跡として、大杉廃寺跡（２９）とその南に位置する粟倉遺跡（３０）がある。大杉廃寺跡は昭

和３１年と５０年に発掘調査が行われており、一辺７�前後の基壇を検出している。出土遺物は、軒丸瓦、

軒平瓦、須恵器、角釘などがある。

番号 遺跡名 時 代
１ 大杉西遺跡 縄文・弥生
２ 門田石塚遺跡 不明
３ 笠屋石塚 不明
４ 柳畷石塚 不明
５ 立岩遺跡 縄文
６ 北野古墳 古墳
７ 海老山遺跡 旧石器～弥生
８ 愛宕古墳 古墳
９ 北野遺跡 旧石器～弥生
１０ 北野遺跡 旧石器
１１ 鷹之巣駅西遺跡 旧石器
１２ 春日古墳 古墳
１３ 高畑２号古墳 古墳
１４ 樫塚古墳群 古墳
１５ 西浦古墳 古墳
１６ 於前屋敷跡 江戸
１７ 唐鋤遺跡 旧石器～古墳

番号 遺跡名 時 代
１８ 市橋遺跡 縄文・弥生・奈良
１９ 法幢寺１号古墳 古墳
２０ 大塚古墳 古墳
２１ 西今泉古墳 古墳
２２ きつね塚１号古墳 古墳
２３ 戸尻遺跡 縄文
２４ 長洞古墳群 古墳
２５ 桧洞古墳群 古墳
２６ 宮洞古墳 古墳
２７ 平井遺跡 旧石器
２８ 大杉遺跡 縄文・弥生
２９ 大杉廃寺跡 奈良
３０ 栗倉遺跡 弥生～平安
３１ 稲辺遺跡 縄文
３２ 野田遺跡 旧石器
３３ 輪形古窯跡 平安
３４ 南大洞古墳 古墳

表１ 周辺遺跡一覧表
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図４ 周辺遺跡位置図
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当遺跡が所在する大字大杉周辺の地籍図のうち、最も古いものは明治時代まで遡る。明治時代の地

籍図の地割はそれ以前の旧地形を反映していることがあり、調査で検出した遺構と関連付けられる場

合がある。また、当時の遺跡周辺の土地利用や字境などがわかることから、ここで当遺跡周辺の明治

時代の地籍図を掲載し、概要を説明する。

地籍図は岐阜地方法務局関出張所所蔵のものを利用した。しかし、これは１／１，０００の縮尺で小字

毎に分割して作成されており、若干の歪みがある。そのため、関市役所都市整備課所蔵の現在の都市

計画図（縮尺１／１，０００）を参照して歪みを補正し、トレースした（図５）。

当遺跡は字「西屋敷」の北端に所在する。字「西屋敷」の南側の台地上には、字「東屋敷」、「宮前」、

「粟倉屋敷」、「香林庵」などの屋敷地名があり、低地部には字「芝田」、「八反田」、「向田」などの耕

作地に由来する地名がある。「西屋敷」の地名は、「粟倉屋敷」の西方にある屋敷であることに由来し、

粟倉屋敷には土堤で囲まれた屋敷があったとされている（関市教育委員会１９９６）。

当遺跡周辺の明治年間の土地利用状況をみると、台地上は現在の県道坂祝・関線を挟んで西側が林

や薮地、東側が畑地であり、当遺跡西側の低地部には水田が広がっている。図５では、屋敷地特有の

方形区画はみられず、台地端の斜面は地形に沿った地割がみられ、平坦部は不定形な地割が展開して

いる。西屋敷の地名の由来となった屋敷地は図５の南端の平坦地に展開しており、調査区周辺は林な

いし薮地で、地割にも際立った単位が認められない。

図５ 明治時代の土地利用図
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また、試掘確認調査では本調査範囲外の情報も得ることができたので、ここでその概要を述べる（図

６・表２）。

試掘坑は７箇所（TR１～７）に設定され、その層序は以下のとおりであった。

Ⅰ層：表土層。暗褐色（７．５YR２／３）シルト。粘性あり、しまりなし。

Ⅱ層：盛土層。黒色（１０YR２／１）シルト。黄褐色礫を含む。粘性・しまりややあり。

Ⅲ層：盛土層。黒色（２．５YR２／１）シルト。粘性・しまりややあり。

Ⅳ層：遺物包含層。黒色（１０YR１．７／１）シルト。粘性・しまりなし。

Ⅴ層：地山層。暗灰黄褐色（２．５Y５／２）～褐色（７．５YR４／３）シルト。直径３０～５０㎜の円礫を含む。

調査の結果、TR４・５・７において、竪穴住居跡、方形周溝墓、土坑、溝などを検出し、弥生土

器７８点、縄文土器２点、石器２点が出土したため、図６のような本調査範囲１，０００㎡が設定された。

一方、TR１～３・６の斜面及びその裾部では遺構が確認できず、遺物の出土もなかった。このこと

から、大杉西遺跡で検出できた縄文時代から弥生時代の集落は、調査区の南側の平坦地に展開し、北

側の斜面は縄文時代から近世に至るまで居住域として使用された可能性は低く、近代以降に栗林とし

て活用されたと思われる。

試掘坑 Ⅰ層 Ⅱ層 Ⅲ層 Ⅳ層 Ⅴ層 出土遺物数 検出遺構数

TR１ ○３０㎝ ○１０㎝ ○１０㎝ ○３０㎝ ○ 無 無

TR２ ○３０㎝ ○３０㎝ × × ○ 無 無

TR３ ○５０㎝ × × × ○ 無 無

TR４ ○４０㎝ × × ○１０㎝ ○ 弥生５９・縄文２・石器２ 土坑２１・溝４

TR５ ○６０㎝ × × ○１０㎝ ○ 弥生１５ 竪穴住居跡１・土坑４・溝４

TR６ ○２０㎝ ○２０㎝ × ○２０㎝ ○ 無 無

TR７ ○６０㎝ × × ○１０㎝ ○ 弥生４ 方形周溝墓１

図６ 試掘抗位置図
表２ 試掘確認調査の結果

※各層の数値は最大層厚を示す

第２節 歴史的環境 １１
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第３章 調査の結果

第１節 基本層序

当遺跡は津保川に合流する蜂屋川の左岸に広がる、標高７０～８０�の台地の北西端に位置する。この

台地面上には、大杉川・蜂屋川の下刻作用が進んだ後は新たな堆積作用が大規模に行われることはな

く、古木曽川の中位段丘面に比定される段丘堆積物のさらに上面に見られる地層の層厚は非常に薄い。

また、発掘前の調査区域現況は畑地・栗畑であり、耕作による削平等が広範囲にわたり行われており、

地山にまで掘り込みが進み、改変を受けている場所も確認できた。

当遺跡の基本層序は、試掘確認調査と本調査における観察結果を加味して、Ⅰ層～Ⅳ層に分層した。

Ⅰ層は近代以降の農作業等の過程で形成された耕作土である。Ⅱ層が縄文時代・弥生時代の遺物を含

む包含層と考えられるが、調査区全域に分布するのではなく、地形の凹部等ごく一部に確認されるだ

けであった。つまり、調査区の大半の範囲でⅠ層直下からⅡ層をはさまずⅢ層に移行している。この

Ⅲ層上面が遺構検出面であり、各遺構はⅢ層を掘り込んだ状態で検出した。調査区南側ではⅢ層の層

厚は厚く、最大深度が６０㎝以上ある SZ１の周溝下面でもⅣ層が検出されることはなかったが、台地

斜面を調査区北側へ下るにつれて、Ⅲ層に掘り込まれた遺構の底面で礫混じりのⅣ層が検出されるよ

うになり、最も標高が低い調査区北東の B８～C１１グリッド付近や、SB１西側の A４～B５グリッド

付近、さらに F３グリッドから北北東方向へ延びる谷筋では、Ⅲ層をほとんどはさまずⅠ層下面から

直接Ⅳ層を検出する場所もあった。これらの区域ではⅢ層が浸食等によって失われているものと考え

られる。また、E４グリッド北に広がる現代の土採取の跡と思われる攪乱坑でのⅣ層検出状況や、比

較的深い遺構の底部でのⅣ層検出状況なども加味すると、Ⅲ層の層厚は調査区南東端では６０～７０㎝程

度あるものの、北北西方向に進むにつれ地形の傾斜に応じて薄くなっていると思われる。

以下、基本層序のⅠ層から順に説明を行う。

Ⅰ層：７．５YR３／２ 黒褐色シルト

試掘確認調査のⅠ～Ⅲ層に対応する。調査区の地表を覆う黒褐色の表土層で、栗畑・畑地として利

用されていた時に形成された整地土・耕作土と考えられる。調査区西端部分の現況は雑木林であった

が、現地での聞き取り調査でこの部分も３０年ほど前まで畑地として利用された事が判明しており、調

査区東側と同様にⅠ層が広がっている。

Ⅱ層：１０YR２／２ 黒褐色シルト

試掘確認調査のⅣ層に対応する。近代以降の耕作による土壌化を受けていない包含層の残存部分と

考えられる。Ⅰ層をバックホウで除去した後に行った遺構検出時に、Ⅲ層上面の凹地に部分的に残存

しているのが確認できた。なお、試掘確認調査では、Ⅱ層が比較的良好な状態で残存していると認識

していたが、本調査の結果、それらの大半は遺構埋土か、地形の凹部に堆積する土であることが判明

した。

Ⅲ層：１０YR４／４ 褐色粘土

試掘確認調査のⅤ層に対応する。各務原層に対比される段丘堆積物からなる層であり、この遺跡の
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いわゆる「地山」である。前述したように縄文時代・弥生時代の遺物包含層と考えられるⅡ層が遺跡

の大半の地域で確認できなかったため、Ⅰ～Ⅱ層中より掘り込まれていると考えられる縄文時代・弥

生時代・近世～近代のいずれの遺構も、このⅢ層上面が遺構検出面となった。そのため、遺構の時期

比定の根拠として、遺構埋土がⅠ層・Ⅱ層のいずれに近い性質を持つかが重要となった。

Ⅳ層：１０YR４／４ 褐色砂質シルト

主に調査区北側で検出した礫混じりのしまりのある層である。礫は亜角礫が主体で、大きさはいず

れも３０㎝以下である。Ⅲ層と同じく古木曽川の中位段丘面と考えられる。

１

８９ ２１１ １１００
５
６

６６．０m １２

１

６６．０m ２
４４

７５

３６

１２

１ ７．５YR３／２ 黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ５mm以下）がわずかに混じる。�層。
２ ７．５YR３／２ 黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ１０mm以下）が１よりも多い。�層。
３ ７．５YR３／２ 黒褐色シルト しまりなし。SK３８２埋土。
４ ７．５YR３／２ 黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ１０mm以下）がわずかに混じる。SD１埋土。
５ １０YR２／２ 黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ２mm以下）がわずかに混じる。SD１埋土。
６ １０YR２／２ 黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ２mm以下）が粒状に多く混じる。SD１埋土。
７ １０YR４／４ 褐色土 粘性あり。しまりなし。SD１埋土。
８ ７．５YR３／２ 黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ４０mm以下）が不均等に混じる。SZ１盛土。
９ ７．５YR３／２ 黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ２０mm以下）が均等に混じる。SZ１盛土。
１０ ７．５YR３／２ 黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ１０mm以下）が均等に混じる。SZ１盛土。
１１ １０YR２／２ 黒褐色シルト しまりあり。�層。
１２ １０YR４／４ 褐色粘土 しまりあり。�層。

０ ２m

（S＝１／５０）

図７ 基本層序（調査区南壁）

黒褐色シルト（�層）直下に、褐色粘土（�層）が
位置する。写真中央下には、黒褐色シルト中に褐色
粘土ブロックが混じる。方形周溝墓（SZ１）に伴
う盛土である。

写真２ 基本層序
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第２節 遺構・遺物概要

１ 遺構概要

今回の調査では、縄文時代中期と弥生時代後期～終末期、近世～近代を中心とする遺構を検出した。

遺構は調査区南側の平坦地に密に分布し、北側の斜面は比較的希薄である（図９）。いずれの時代の

遺構も検出面はⅢ層上面であり、遺構埋土は縄文時代～古墳時代のものは類似し、近世～近代のもの

は明らかに色・質ともに異なっていた。

遺構種類は、竪穴住居跡（SB）、掘立柱建物跡（SH）、柱列跡（SA）、柱穴（P）、土坑（SK）、焼

土（SC）、溝（SD）、方形周溝墓（SZ）に分けた。柱穴は竪穴住居跡内にある小穴と掘立柱建物跡・

柱列跡を構成する小穴のみとした。土坑は竪穴住居跡、柱穴、焼土、溝以外の穴をすべて対象とした。

検出した遺構数は表３のとおりである。時期区分は①縄文時代、②弥生時代、③縄文～弥生時代、④

近世～近代の４期区分とした。時期決定の根拠は、近世～近代の遺構は主に遺構埋土、縄文・弥生時

代は遺物出土状況ないしは遺物の最新時期とし、縄文～弥生時代としたものは、基本的に縄文土器・

弥生土器などが出土していない近世～近

代以外の遺構が該当する。縄文・弥生時

代の主要遺構の配置は、竪穴住居跡が調

査区中央～北西側の平坦面から斜面に、

掘立柱建物跡が調査区中央の平坦面に、

方形周溝墓が調査区南側の平坦面にある

ことがわかる（図１０）。

検出した遺構のうち、土坑の大半は性格不明であるため、その平面図と断面図をなるべく掲載する

ように心掛けた。また、土坑の中には断面形態や堆積状況から柱穴の可能性がある遺構が幾つかあり、

それらの分布図を作成した（図１１）。その結果、調査区の中央北寄りの平坦面に集中していることが

判明した。第２章第２節で述べたように縄文・弥生時代の集落が調査区南側から調査区外へと続く台

地上に展開していると仮定すると、調査区内においても本報告に掲載する以外に建物跡が存在してい

た可能性もある。また、各遺構の検出面の平面形態、底部の断面形態、埋土の堆積状況の３項目を分

類した（図８）。この分類項目ごとの多寡については、各時代の遺構概要で記載する。

時 代
種 類 縄 文 弥 生 縄文～

弥生
近世～
近代 合 計

竪穴住居跡 １ ３ ０ ０ ４
掘立柱建物跡 １ ２ ０ ０ ３
柱列跡 ０ １ ０ ０ １
方形周溝墓 ０ ３ ０ ０ ３
柱 穴 ２３ ５９ ０ ０ ８２
土 坑 ９３ ２５ １９６ ５６ ３７０
焼 土 １ １ ０ ０ ２
溝 ０ １１ ０ ８ １９

表３ 検出遺構一覧

図８ 遺構分類模式図
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図９ 遺構全体図

図１０ 主要遺構配置図

図１１ 柱穴の可能性のある土抗配置図
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２ 遺物概要

今回の調査では、縄文土器、弥生土器、須恵

器、近世～近代陶磁器、石器、金属製品、その

他（炭化物など）が出土した。その内訳は表４

のとおりである＊１。

各土器の時期幅は、縄文土器が縄文時代中期

中葉～末、弥生土器が弥生時代中期後葉～終末

期、須恵器が古代、近世～近代陶磁器が江戸時

代後期～現代までである。

時代呼称は以下のように、土器様式に対応す

る用語を用いた。なお、須恵器は土器様式のわかる破片が出土していない。

縄文時代中期中葉：船元Ⅲ式併行期

中期後葉：咲畑・醍醐式第１様式併行期

中期末 ：咲畑・醍醐式第２～３様式併行期

弥生時代中期後葉：高蔵式併行期

後期前葉：八王子古宮式併行期

後期中葉：山中Ⅰ式併行期

後期後葉：山中Ⅱ式併行期

終末期 ：廻間Ⅰ式併行期

江戸時代後期 ：江戸時代瀬戸美濃窯第３段階併行期

なお、実測図を掲載した土器について、縄文土器は京都大学教授泉拓良氏に、弥生土器は愛知県埋

蔵文化財センター赤塚次郎氏に、それぞれ器種名と土器様式名を指導していただいた。しかし、文責

はすべて執筆者にある。また、土器様式名を知る上で参考とした文献は、縄文土器が泉１９８８a、泉１９８８

b、弥生土器が赤塚１９９０・１９９２、石黒２００３、近世～近代陶磁器が藤澤１９９８、多治見市教育委員会１９９３

である。また、石器の石材鑑定は藤岡比呂志による。

以下に、各遺物について記載する。

（１）縄文土器

出土した器種は大半が深鉢であり、他に浅鉢、壺、釣手土器などがある。小破片が多いためにすべ

ての破片の器種分類は不可能であるが、少なくとも浅鉢、壺、釣手土器は各１個体ずつ確認した。

土器の分類は最も数の多い深鉢を対象とした。そして、口縁部が残っている破片を中心に行い、胴

部と底部は基本的に分類項目を設定しなかった。なお、分類は器形を主とし、器形の大分類をアルファ

ベットの大文字、小分類を算用数字とし、文様はアルファベットの小文字を用いた（図１２）。

A類：極端なキャリパー形口縁を呈するもの。

１類：口縁端部が長く立ち上がるもの。

２類：口縁端部が短く立ち上がるもの。

３類：口縁端部が立ち上がらないもの。

計測方法

種 別

接合前
破片数
（点）

接合後
破片数
（点）

口縁部
残存率
（X／１２）

縄文土器 ２２２６ １７０２ ８２．２

弥生土器 １１５８ ８２０ ４２．４

須恵器 ３ ３ ０．０

近世～近代陶磁器 ３２ ２８ １０．５

石 器 ９３ ８９ ―

金属製品 １２ １２ ―

その他 ６５ ６５ ―

合 計 ３５８９ ２７１９ １３５．１

表４ 出土遺物点数
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B類：緩やかなキャリパー形口縁を呈するもの。

C類：キャリパー形口縁を呈しないもの。

１類：口縁部と胴部の境を外面へ肥厚させるもの。肥厚部を縄文帯とするもの（a）、無文帯とする

もの（b）がある。

２類：１類以外のもの。

このうち、A類は咲畑・醍醐式第１様式に該当し、中期後葉とした。また、B・C類は咲畑・醍醐

式第２～３様式併行期に該当し、中期末とした。

これらの時期区分に従い、出土した土器１７０２点（接合後破片数）を分けた結果、中期中葉１点、中

期後葉１３５点、中期末２９０点、時期不明１２７６点であった＊２。なお、中期中葉の土器は胴部破片であり、

船元Ⅲ式の土器である。それらの出土位置は図１３のとおりであり＊３、同一遺構内でも中期後葉の土器

と中期末の土器が混在していることが多く、全体的には時期別の出土位置の傾向などが看取できな

かった。

図１２ 縄文土器の分類

図１３ 縄文土器の時期別の出土位置図
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出土した土器に施されている文様は、過去の研究（佐原１９８１、泉・家根１９８５など）を参考として写

真３のような用語を用いた。そのうち、押引沈線文と押引沈線状の刺突は、刺突の上端が沈線の上端

より低いものを前者、同じ高さのものを後者とした。また、文様の施文工具も過去の研究（内堀１９９５

など）を参考として図１４のように分類したが、一つの文様でも数種類の工具を想定できる場合が少な

くなかったため、工具 Bないし Cの可能性が想定されるものは工具 B（C）と記載した。

図１４ 縄文土器施文工具模式図

工具 Aによる
連続刺突文（７）

工具 Aによる
連続刺突文（３９）

工具 Aによる
押引き沈線文（１０４）

工具 A（B・C）による
短直線文（１６）

工具 A（B・C）による
沈線文（渦巻文）（４）

工具 A（B・C）による
沈線文（波状文）（４７）

工具 Bによる
刺突文（８２）

工具 Cによる
交互刺突文（３）

工具 Dによる
連続刺突文（１０５）

工具 Dによる
沈線文（１０８）

工具 E（F）による
押引沈線状の刺突文（６）

工具 E（F）による
沈線文（７７）

※写真はすべて原寸大。
カッコ内は掲載番号を示す。写真３ 縄文土器の文様分類
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（２）弥生土器

出土した器種は甕、壺、高杯、器台、鉢など

である。その内訳は表５のとおりであり、接合

前の破片数では甕が最も多いが、口縁部残存率

では鉢を除く各器種の量はほぼ近似している。

これらの出土位置は図１５のとおりである。方形

周溝墓には供献土器である壺や高杯、器台の分

布が密になるというように、各器種の分布状況

と遺構の性格が連動するのではないかと予想し

たが、結果的には明確に器種による分布状況の

偏りは看取できなかった。なお、器種分類と名称、器種内の細分は、先述した土器様式名を知る上で

参考とした文献にすべて従った。

（３）須恵器

蓋の天井部破片１点と、甕の体部破片２点、合計３点が出土した。いずれも美濃須衛産であり、時

期は８世紀代である。

出土位置（図１６）は遺構内２点、包含層内１点であるが、遺構内は近世～近代の遺物も出土してい

ることから須恵器はいずれも混入品である。

（４）近世～近代陶磁器

近世陶器は擂鉢４点、練鉢２点、土瓶１点、合計７点（接合後破片数）が出土した。いずれも瀬戸

美濃産であり、時期は１９世紀前半である。近代～現代にかけての陶磁器は合計２１点出土したが、いず

れも図化していない。素地に灰釉を塗りその上に鉄で文字が描かれる徳利、摺絵型紙ないしは銅版転

写により呉須で文様が描かれた碗や瓶、鉄と呉須で横線が引かれた型打皿などが出土している。

出土位置（図１６）は遺構内１８点、包含層内１０点であり、遺構出土の遺物が多い。全体的には調査区

の西側に偏っている。

計測方法

器 種

接合前
破片数
（点）

接合後
破片数
（点）

口縁部
残存率
（X／１２）

甕 ５０３ ３２６ １３．５

壺 ４１３ ２９９ １２．９

高杯・器台 ２３８ １９２ １６．０

鉢 ４ ３ ０．０

合 計 １１５８ ８２０ ４２．４

表５ 弥生土器の器種別破片数

図１５ 弥生土器の器種別の出土位置図
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（５）石器

出土した石器８９点（接合後破片数）の器種と石材の内訳は表６のとおりであり、その多くは縄文～

弥生時代の遺構から出土している。分類は既存の研究（町田１９９５・１９９６、国立歴史民俗博物館１９９７）

に概ね従ったが、剥片類は連続する剥離痕を有する剥片（UF）、微細な剥離痕を有する剥片（RF）、

その他の剥片の３種類に分けた。出土点数は剥片類が最も多く、その石材は遺跡付近の山地部にみら

れるチャートの比率が高いものの、黒曜石や下呂石など遠隔地の石材も数点出土している。出土遺物

のうち確実に弥生時代に含まれるものは、磨製石鏃、石包丁、砥石などであり、いずれも泥岩の使用

頻度が高い。

なお、石器は大半が縄文～弥生時代の遺構から出土しているが、個別の時代区分は行わず、遺構出

土の共伴土器から時期を想定した。また、火打ち石などのような近世～近代の石器と想定されるもの

は認められなかった。その分布図は本章第３・４節を参照されたい。

石 材
器 種

チャート 安山岩 泥 岩 砂 岩
ホルン
フェルス

黒曜石 下呂石 凝灰岩
溶 結
凝灰岩

珪化木 合 計

打製石鏃 １ １ ２

磨製石鏃 ５ ５

石 錐 １ １

石 錘 １ １

石包丁 １ １

打製石斧 １ ４ １ ６

敲 石 １ １

砥 石 ２ １ ３

スクレイパー １ １

UF ８ ８

RF ４ １ １ ６

その他の剥片 ３１ １ ２ ４ ４ １ ４３

器種不明 ３ １ ５ １ １ １１

合 計 ４６ ５ ９ １１ ６ ５ ４ １ １ １ ８９

表６ 石器出土点数

図１６ 古代以降の遺物出土位置図
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（６）金属製品

金属製品は釘や留金具、容器の蓋、用途不明品などが１２点出土している。釘はすべて頭部が円形で

あり、明治時代以降のものである。

出土位置（図１６）はすべて遺構内である。

（７）その他

炭化物、種子、ガラス、粘土塊などが合計６５点出土している。炭化物は包含層であるⅡ層からの出

土が多いが、竪穴住居跡などの遺構からの出土も一定量認められる。遺構出土の炭化物は材として残っ

ておらず、大半は長さ１㎝以下の細片である。粘土塊は F５グリッドにてⅡ層中より１０片が出土した。

いずれも長さ１．５㎝以下の小片である。

なお、本書における土器の実測図は図１７のような表記方法を採用した。その留意点は２点ある。１

点は③・⑤のような胴部と隆帯の接合痕の破線を、隆帯の両下端部から中央に向かって２本のみ描い

たことである。通常は破線を連続するが、当遺跡では土器の表面と断面を観察しても粘土の接合痕が

確認できなかったり、隆帯が潰れて隆帯か否かの判断ができない破片が多く、土器の破片のみから粘

土紐を貼り付けたとの確証を得られなかったためである。もう１点は⑦のようないわゆる擬口縁の表

現である。粘土紐の接合部分で土器が剥がれ擬口縁となっている破片の断面は、擬口縁部分の形状を

そのまま図化し、通常の割れ面と区別するために土器の復元ラインを記した。これは、擬口縁の形状

が土器製作に関わる重要な要素であると判断したためである。

＊１ 口縁部計測方法は宇野１９９２に従い、１／１２以下の破片は１／１２に切り上げた。

＊２ 遺構の時期が特定できても、その遺構出土の土器の中に時期不明の破片がある場合は、その破片は「時期不明」

として計算している。

＊３ 土器の取り上げに際し、土器１点が単独で出土した場合は土器１点に対し１つの座標を、まとまって出土した

場合は数点をまとめて１点として座標を付加して取り上げた。そのため、本報告書で示した遺物出土分布図の

ドット数は土器の出土破片数と対応していない。

図１７ 土器の実測図の表記方法
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第３節 縄文時代の遺構と遺物

縄文時代の遺構として、竪穴住居跡１軒（柱穴１４基、焼土１基を含む）、掘立柱建物跡１棟（柱穴

９基で構成される）、土坑９３基を検出した。本節では遺物が多数出土した竪穴住居跡と掘立柱建物跡、

土坑５基の平面図と土層図を提示し、残りの土坑８８基は土層図の記録を残した遺構のみ土層図を提示

する（平面図は図７５参照）。

縄文時代の遺構は、調査区中央付近から東側に展開する遺構群と、西側に展開する遺構群がある（図

１８）。前者の遺構群の南側は平坦面上にあり、比較的小規模な土坑が多く、中央付近に SH３が位置

する。北側は斜面上にあり、SK１７９・２８０・３４９のような大規模な土坑はあるが、遺構密度は低い。後

者の遺構群の東端には比較的規模の大きな土坑（SK２４・２６・３５・４５）が４基南北に並び、西端には

SB４が位置する。

各遺構の分類毎の数量は表７のとおりである。平面形は楕円形状のもの（b）が多く、縄文か弥生

時代の時期の特定ができない遺構（以下「縄文～弥生時代の遺構」とする）でも楕円形状のものが多

い。底部断面は平らなもの（B）が多いが、縄文～弥生時代の遺構では丸いもの（A）と平らなもの

（B）がほぼ同じ比率である。土の堆積状況は、単層のもの（１）と中央に凹部をもつもの（３）が

多い。

縄文土器は接合前破片数が２，２２６点、接合後破片数が１，７０２点であり、５２４点が接合した。２，２２６点の

時 代 遺構種類
平面形 底部形態 堆積状況

a b c d A B C １ ２ ３ ４ ５

縄文時代

SB １ １ １

P ３ １７ ３ ６ １７ ７ ３ ８ ３ ２

SK １６ ６５ １２ ２８ ５３ １２ ３４ １７ ２８ １２ ２

SC １ １ １

縄文～弥生時代 SK ５２ １２６ １ １７ ８２ ８８ ２６ ９５ ２５ ４６ ２２ ８

合 計 ７１ ２０８ ２ ３３ １１６ １５９ ３９ １３６ ４６ ８３ ３７ １２

図１８ 縄文時代の遺構位置図

表７ 縄文時代の遺構分類毎の数量
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うち、まとまって出土した土器を１点として座標を与えて取り上げ、合計５８６点の分布図（図１９）を

作成した。その結果、縄文土器の分布は遺構位置図と同様に調査区中央付近から東側に展開する遺物

群と、西側に展開する遺物群に分けられる。さらに調査区南側ではドットが散在しているのに対し、

北側の斜面では数箇所に分かれてドットが集中する傾向にある。また、弥生時代の竪穴住居跡や方形

周溝墓、溝などからの出土も多く、廃棄後にかなり遺物が移動している可能性がある。土器の接合状

況は、同一遺構内では SB４が圧倒的に多く、遺構外接合が認められたのは弥生時代の竪穴住居跡で

ある SB１出土のものと包含層出土のものの１個体のみである。他はすべて同一の取り上げ地点同士

の接合であり、図１９には線で表現していない。

石器は９３点出土し、縄文土器と同様の方法で取り上げ、合計４５点の分布図（図２０）を作成した。分

布は、SB４と SB１（弥生時代）の２箇所に集中し、他は極めて希薄である。なお、縄文時代と弥生

時代の石器の識別ができないので、図２０では出土した石器をすべて掲載している。

以下、「１竪穴住居跡」、「２掘立柱建物跡」、「３土坑」の順に遺構を説明し、「４出土遺物」として

遺構毎に出土遺物の説明を行う。

図１９ 縄文土器の出土位置図

図２０ 石器の出土位置図
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１ 竪穴住居跡

SB４（図２１～２３）

検出状況 A１～B２グリッドで検出した。南東隅のプランは明瞭であったが、西側は漸移的に不明

瞭となる。これは、本遺構が北西に傾斜する斜面に位置するため、埋土及び床面が流失したためと思

われる。全体のプランは方形であるが、正方形か長方形かは判断できない。周溝の検出本数から２回

以上の重複があったといえる。

壁 東壁の残りがよく、検出面から０．２５�掘り込んでいる。周溝壁面はほぼ直立しているが、住居跡

の壁面は傾斜している。

周溝 東壁側と南壁東側にて３条検出したため、ここでは仮に内側を SD１、真ん中を SD２、外側

を SD３とする。SD３は土層図（図２１）の２層上で検出し、SD１・２は２層掘削後に検出できたこ

とから、SD３は SD１・２の埋没後に構築されているといえる。SD１は最大幅０．３３�、深さ０．０５�

であり、P２８・３４に切られる。P３６が浅くて細長い形状を呈するため、P３６も SD１と一連の遺構であ

る可能性もある。SD２は最大幅０．３８�、深さ０．０３�であり、P３５と SD３に切られる。南東隅のコー

ナー部は弧状を呈する。SD３は最大幅０．３０�、深さ０．１２�であり、SD２を切る。南東隅のコーナー

部は角状を呈する。埋土はいずれも単層であり、SD３の埋土は住居跡の埋土と色調が異なっていた

が、SD１・２はその差を識別できなかった。なお、SD１・２の先後関係は不明である。

埋土 基本的に水平堆積であるが、埋土上層では皿状の堆積がみられる。図２１の２層が SD１・２に

伴う竪穴住居跡の埋土で、それ以外の土層は SD３に伴う竪穴住居跡の埋土である。なお、２層が人

為的に埋められたか否かは判断できなかった。

床 床面はほぼ水平であるが、北西方向は地形に沿ってわずかに傾斜している。

柱穴 床面では１４基の小穴を検出した。そのうち P２４・２５・２６・２８・２９・３０・３２は穴の断面形態や底

面中央付近に円形の平坦面があることから、柱穴として機能していた可能性がある。しかし、どの柱

穴同士が同時期に機能していたかは判断できなかった。

炉 床面中央付近に位置する。竪穴住居跡検出時においてすでに炭化物の面的な広がりが確認でき、

数㎝掘削すると多数の土器が横位で出土した。その多くは図２２の３層直上に位置し、主に南東方向か

らの廃棄が予想される。炉の平面形は不定形を呈し、底面東側の円形状の窪み内に焼土が面的に確認

できた。底面付近には焼土ブロックを含む層があり、その直上に焼土粒を含む層が堆積している。そ

のため、底面付近で火を使用していたと思われるが、竪穴住居の床面から約０．６�下に位置すること

から、炉以外の機能も想定すべきかもしれない。図２２の１・２層を上層、３層以下を下層とすると、

上層出土の遺物が圧倒的に多く、上下層間の接合はない。

出土遺物 縄文土器１００３点、弥生土器４点、石器２６点、近世～近代陶磁器３点が出土した。遺物分布

（図２３）は SC２と P２８周辺に集中する。縄文土器のうち、縄文中期後葉の土器は SD１より内側にあ

り、中期末の土器は SD１より外側まで分布している。しかし、出土標高は両者が混在している。遺

物は SC２を中心として住居跡中央付近出土のものが多く接合しているが、東側は遺物が比較的多く

出土しているにも関わらず、離れた場所の接合は少ない。

時期 縄文中期後葉と末の土器が混在して出土しており、２回以上の重複があることから、本遺構の

時期を縄文中期後葉から末とする。
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１ ７．５YR２／３黒褐色シルトP２５
P２６

１ １０YR３／４暗褐色シルト
亜角礫（長さ１０mm以
下）が混じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト
亜角礫（長さ５mm以下）
が混じる。しまりなし。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
２ １０YR３／４暗褐色シルト
亜角礫（長さ１０mm以下）
が混じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
亜角礫（長さ１５mm以下
の）が混じる。

W E W E W E W E N S
１

６５．６m ６５．５m ６５．７m ６５．７m ６５．６m １P３３１ １ ２３P３１ １ P３４ P３７
１ １０YR３／３暗褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ１０
mm以下）が多く混じ
る。

P３２
１ １０YR４／４褐色シルト

暗褐色シルトブロック
（φ５mm以下）が混じる。

２ １０YR４／４褐色粘土
しまりなし。亜角礫（長
さ１０mm以下）を含む。

３ １０YR４／４褐色粘土
しまりあり。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
しまりなし。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ１０
mm以下）が混じる。

１ １０YR４／４褐色シルト
亜角礫（長さ２０mm以下）
が混じる。しまりなし。

０ ２m

（S＝１／５０）

図２１ SB４（１）



２６ 第３章 調査の結果

６０
土器 S＝１／６６３

B
′

B
′

５

６２

４A A′

３ ６

４１

４

６５
．８
mB B

１ １０YR２／３黒褐色シルト しまりなし。炭化物
（φ３mm以下）が混じる。

２ １０YR２／３暗褐色シルト 亜角礫（長さ１５mm
以下）と炭化物（φ３mm以下）がわずかに混
じる。

３ １０YR３／４暗褐色シルト 焼土粒（φ５mm以
下）がわずかに混じる。

４ １０YR３／３暗褐色シルト 焼土粒（φ５mm以
下）と焼土ブロック（焼土：７．５YR３／４～５YR
３／４）が混じる。

５ １０YR３／３暗褐色シルト しまりあり。褐色シ
ルトが混じる。

６ １０YR３／４暗褐色シルト 焼土ブロック（焼
土：１．５YR３／４～５YR３／４）が混じる。

A A′
６５．８m

遺物ドット凡例
●：縄文土器 ▲：石器・石製品

０ １m

（S＝１／２０）

図２２ SB４（２）



第３節 縄文時代の遺構と遺物 ２７

図２３ SB４遺物出土位置図・接合図



２８ 第３章 調査の結果

２ 掘立柱建物跡

SH３（図２４～２６）

検出状況 C６～D７グリッドで検出した。北西隅の P５８は弥生時代の SK１０８と SD１４に切られており、

それらを掘削した後、P５８の底面を確認した。P５９は弥生時代の P４７に、P５４は近世～近代の SD１８にそ

れぞれ切られている。なお、検出面において、掘立柱建物跡の柱穴以外に焼土の広がりや硬化面は確

認できなかった。

SK１０８

B
′

B
′

SD
１４ P５６

（２．１５）（１．８３）

P５７

P５５

P５８

（
２
．５
５
）

（
２
．２３
）

SK１１９

P４７

SD１８P５９

P５４

（
２
．５
８
）

（
２
．４３
）

A （２．００）
（２．４３）

A′
P５２P５１

P５３

６６
．６
mB

A′A 柱痕跡
６６．６m

０ ２m

（S＝１／５０）

図２４ SH３（１）



第３節 縄文時代の遺構と遺物 ２９

規模 桁行２間×梁行２間の北西―南東方向を主軸とする掘立柱建物跡であり、規模は桁行約４．２１�、

梁行約４．８１�、床面積２２．６㎡である。

形態 北西―南東方向の軸上に位置する柱穴（P５１～５３と P５５～５８）の柱痕跡は線的に並んでいるが、

北東―南西方向の軸上に位置する柱穴（P５３～５５と P５１・５８・５９）のうち中間の柱痕跡は、軸線上よ

り外側に位置する（P５４が約０．３５�、P５９が０．４８�外側にずれる）。そのため、本建物跡は北西―南東

方向を主軸とする近接棟持柱建物跡（宮本長二郎１９９６）であるといえる。なお、建物跡はほぼ等高線

に沿って存在している。

柱穴 ８基の柱穴から成る。その平面形は楕円形状を呈するものが多く、主軸は北西―南東方向のも

のが大半である。また、その断面形はいずれも柱穴上半の一側面が傾斜している点が共通しており、

１ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土ブ
ロック（φ５mm以下）が不均等に混じ
る。

２ ７．５YR３／２黒褐色シルト 褐色粘土ブ
ロック（φ２０mm以下）が不均等に混じ
る。

３ ７．５YR３／２黒褐色シルト しまりなし。
褐色粘土ブロックが２より多く混じ
る。

４ １０YR４／４褐色シルト しまりなし。
５ ７．５YR３／２黒褐色と１０YR４／４褐色が均
等に混じるシルト しまりなし。

６ １０YR４／６褐色粘土 強くしまる。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
２ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土ブロック
（φ５mm以下）が混じる。

３ １０YR３／３暗褐色シルト しまりなし。亜角礫
（長さ１０mm以下）が混じる。

４ １０YR４／４褐色シルト しまりなし。暗褐色シ
ルトが不均等に混じる。亜角礫（長さ１５mm
以下）が混じる。

５ １０YR３／４暗褐色シルト 褐色粘土が不均等に
混じる。亜角礫（長さ５mm以下）がわずかに
混じる。

６ １０YR４／４褐色粘土

W E N S
６６．５m６６．５m

１２
４１ ３４

５
２ ５５ ６
３ ６

P５２
P５１

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト 褐色粘土ブロッ
ク（φ５mm以下）が混じる。

２ １０YR３／３暗褐色シルト 褐色粘土ブロッ
ク（φ１０mm以下）が不均等に混じる。

３ １０YR２／３黒褐色シルト しまりなし。
４ １０YR４／３にぶい黄褐色粘土 しまりあり。
５ １０YR３／３暗褐色シルト しまりなし。褐
色粘土ブロック（φ２０mm以下）が多量に
混じる。

６ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土が混じ
る。

１ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土
ブロック（φ２０mm以下）が混じ
る。

２ １０YR３／４暗褐色シルト 褐色粘土
が不均等に混じる。

３ １０YR２／２黒褐色シルト 褐色粘土
ブロック（φ８mm以下）が細粒状
に混じる。

４ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土
ブロック（φ８mm以下）が細粒状
に混じる。３より多い。

５ １０YR４／６褐色粘土 しまりあり。

N S W E２６
６６．３
m

６６．６m
１１ ３

２ ４４
５５４

３
P５４

５

P５３

N S
１ １０YR２／３黒褐色シルト しまりなし。亜角礫（長さ４０mm以下）と褐色粘土ブロック（φ５mm以下）が混じる。
２ １０YR２／２黒褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ５mm以下）が１よりやや多く混じる。
３ １０YR２／３黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ５０mm以下）が多量に混じる。
４ １０YR２／２黒褐色シルト しまりなし。２よりわずかに濃い。褐色粘土が粒状に混じる。
５ １０YR２／３黒褐色シルト しまりなし。３に近いが、粒状に褐色粘土が混じる。
６ １０YR２／３黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土（φ２mm以下）が粒状にわずかに混じる。
７ １０YR３／３黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ５mm以下）が混じる。１よりも多い。
８ １０YR４／６褐色粘土 強くしまる。黒褐色シルトが不均等に混じる。

６６．２m
７ １

８ ２

３
４４６ P５５

P５６
５

１ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ２０mm以下）が混じる。３よりしまりあり。
２ １０YR３／３暗褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ４０mm以下）が多量に混じる。
３ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ１０mm以下）が混じる。しまりなし。
４ １０YR２／３黒褐色シルト １に似るが、褐色粘土ブロックが非常に少なく小さい。
５ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ５mm以下）が混じる。
６ １０YR２／３暗褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ１０mm以下）が混じる。
７ １０YR４／６褐色粘土 にぶい黄褐色粘土が多量に混じる。しまりあり。黒褐色シルトがわずかに混じる。
８ １０YR２／３黒褐色シルト しまりなし。
９ １０YR４／４褐色シルト しまりあり。暗褐色シルトブロック（φ２０mm以下）が混じる。

W E
６６．１
m

６

１ １３
９ ２

４ ７４５
８

P５８

１ １０YR２／２黒褐色シルト しまりなし。
褐色粘土ブロック（φ１０mm以下）が混
じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土ブ
ロック（φ８mm以下）が混じる。

３ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土ブ
ロック（φ３０mm以下）が多量に混じ
る。しまりあり。

４ １０YR４／６褐色粘土 亜角礫（長さ１５
mm以下）が混じる。

１ １０YR２／２黒褐色シルト しまりあり。
褐色粘土（φ２mm以下）が粒状に混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト しまりなし。
褐色粘土（φ２mm以下）が粒状に混じる。

３ １０YR４／６褐色粘土 強くしまる。

N S N S
６６．２m ６６．１

m １２
２３ １
３

０ ２m４
P５７

P５９ （S＝１／５０）

図２５ SH３（２）



３０ 第３章 調査の結果

これは、柱の設置ないしは抜き取りの際の痕跡と思われる。しかし、例外として P５７のみ壁面がほぼ

垂直である。四隅の柱穴である P５１・５３・５５・５８の法量の平均値は長さ１．２５�、深さ０．８４�で、その

中間に位置する P５２・５４・５７・５９の法量の平均値は長さ０．５６�、深さ０．６９�である。つまり、前者は

法量が大きく、後者は前者に比べて小さい。埋土は単層にしか分けられないものから多数に分層可能

なものまである。土層で明確に柱痕跡が確認できる柱穴は P５１・５８であり、掘形埋め戻し土は柱痕跡

の両側にある。P５５・５６は検出時に土質が異なったため別遺構と判断したが、その底面の標高が同じ

であることや土層の堆積状況から、P５６は P５５の掘形埋め戻し土の可能性が高い。柱穴底面では、い

ずれも円形ないしは不定形を呈する硬化面を確認したが、根石や支え石などはなかった。そのため、

柱穴掘形に直接柱を設置していたといえる。なお、柱間距離の平均値は桁行が２．１０�、梁行が２．４５�

である。

出土遺物 柱穴内より縄文土器１３０点、弥生土器３点、石器２点が出土した。特に P５３と５６からの出

土が多い。SH１周辺には縄文土器が散在しているが、特に SH３を含む調査区南側の平坦面の東側に

多く、北側の斜面には少ない。また、弥生時代の遺構である SD１４からは比較的多くの縄文土器が出

土している。

時期 柱穴出土の土器より、縄文時代中期末と考えられる。

図２６ SH３周辺遺物出土位置図



第３節 縄文時代の遺構と遺物 ３１

３ 土坑（図２７～３０）

ここでは、遺物が１５点以上出土した土坑の平面図と断面図を掲載し、それ以外の土坑は頁数の都合

上、土層図のみの掲載とする（平面図は図７５参照）。

SK２２（図２７）

検出状況 D２グリッドで検出した。平面は円形状、断面は逆台形状を呈し、底面は平らである。遺

構検出時より土器が散在しており、約１０㎝の深度までに大半の土器が出土した。他の土坑と比較して、

出土土器の破片が大きい。

B
′

B
′

１A A′

６６．６m

２

１
B

６５
．０ mB

A′A２
６５．０
mSK２２

１２
１ １０YR３／３暗褐色シルト

亜角礫（長さ３０mm以下）が混じる。
２ １０YR３／４暗褐色シルト

SK３４９

１ １０YR２／２黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ５mm以下）がわずかに混じる。
２ １０YR２／３黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ４０mm以下）が不均等に混じる。

０ １m

（S＝１／２０）

６５．８m

１
２ SK３０２

１ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土ブ
ロック（φ１０mm以下）が混じる。

２ １０YR４／４褐色シルト １がブロック状
（φ１０mm以下）に混じる。

３ １６６．０
m ２

SK３４５
１ １０YR２／２黒褐色シルト 褐色粘土ブロック
（φ３mm以下）がわずかに混じる。

２ １０YR３／３暗褐色シルト 褐色粘土ブロック
（φ５mm以下）が混じる。

３ １０YR３／３暗褐色シルト 褐色粘土ブロック
（φ５mm以下）が混じる。２より多い。

図２７ 縄文時代の土坑（１）



３２ 第３章 調査の結果

埋土 ２層に分層した。ほぼ水平堆積である。

出土遺物 縄文土器１３０点、石器３点が出土した。縄文時代中期後葉～末の土器が同一層位より出土

している。

時期 出土遺物から縄文時代中期後葉～末と考えられる。

SK２８０（図２７）

検出状況 B９グリッドで検出した。平面は不定形状、断面は皿状を呈する。検出時に黒褐色シルト

が遺構周縁部にみえ、中央やや東寄りには亜角礫を含む褐色粘土が楕円形状に広がっていた。３㎝程

掘削すると主に黒褐色シルトより縄文土器が多数出土し始めたが、褐色粘土からの出土は少なかった。

なお、底面では小穴（SK２８３～２８５）を検出した。

埋土 土層断面図を作成していないが、検出時にみられた褐色粘土は基本層序のⅣ層であり、その下

に黒褐色シルトが帯状にあることから、土層堆積が逆転していることは明らかである。そのため、本

遺構は風倒木痕である可能性が極めて高い。しかし、出土遺物が多いことや底面で小遺構を確認した

ことなどから、風倒木痕が縄文時代の遺構を破壊している可能性がある。

出土遺物 縄文土器２１６点、石器４点が出土した。遺構全域から散在して出土しており、特に中央付

近に多い傾向がある。縄文時代中期後葉～末の土器が出土しているが、出土位置にまとまりはなく、

混在している。

時期 出土遺物から縄文時代中期後葉～末と考えられる。

SK３０２（図２７）

検出状況 D９グリッドで検出した。平面は不定形状、断面は皿状を呈する。

埋土 ２層に分層し、上層は中央が窪む堆積である。

出土遺物 縄文土器４４点、石器２点が出土した。

時期 出土遺物から縄文時代中期後葉～末と考えられる。

SK３４５（図２７）

検出状況 E１０グリッドで検出した。平面は楕円形状、断面は皿状を呈し、底面は丸い。

埋土 ３層に分層した。いずれも中央付近が窪む堆積状況である。

出土遺物 縄文土器１５点が出土した。

時期 出土遺物から縄文時代中期後葉～末と考えられる。

SK３４９（図２７）

検出状況 C１１グリッドで検出した。平面は不定形状、断面は皿状を呈し、検出時より土器が散在し

ていた。南側のプランは明瞭であったが、北側は漸移的に不明瞭となった。底面は地山であるⅣ層で、

直径１０㎝強の亜角礫が露出していた。

埋土 ２層に分層し、上層は中央が窪む堆積である。遺物の大半は上層から出土した。

出土遺物 縄文土器３７点、弥生土器１点、石器１点が出土したが、いずれも細片である。

時期 出土遺物から縄文時代中期後葉～末と考えられる。



第３節 縄文時代の遺構と遺物 ３３

その他の土坑として、出土遺物や遺構の重複関係から縄文時代の遺構と判断できる土坑を以下に報

告する。該当する土坑は８８基あり、調査区中央南側の平坦面から斜面にかけてに多く分布する。平面

形は円形状若しくは楕円形状が多く、規模の平均値は長軸０．４３�、短軸０．３５�、深さ０．１６�である。

しかし、SK１７９や SK２３８のように長軸が１�を超える大型土坑が８基存在し、その性格は検討を要す

る。また、SK３１や SK３０４のように柱穴の可能性もある土坑もある。

N S SW NEW E W E
６６．３m６６．４m ６６．８

m
６６．６
m

２２３ １
１ ２ ２ SK２１１SK４

SK６
２

１ １０YR３／３暗褐色シルト
２ １０YR３／４暗褐色シルト

SK２４
SK２５

１SK１５
SK１７

３

１ １０YR３／４暗褐色シルト しまり
なし。円礫～亜角礫（φ１０mm
以下）が混じる。

２ １０YR４／４褐色シルト 円礫～亜
角礫（φ１０mm以下）が混じる。

３ １０YR３／４暗褐色シルト 褐色粘
土ブロック（φ２０mm以下）が混
じる。亜角礫（長さ５mm以下）
が混じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト しまりなし。
褐色粘土ブロック（φ４０mm以下）が多量
に混じる。亜角礫（長さ５mm以下）が混
じる。

２ １０YR３／４褐色シルト しまりなし。
褐色粘土ブロック（φ１５mm以下）が１よ
り少なく混じる。

３ １０YR４／６褐色シルト しまりなし。亜角
礫（長さ２０mm以下）が混じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト
亜角礫（長さ２０mm以下）
が混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
亜角礫（長さ５mm以下）
が混じる。

W E
４６６．３

m １
２ ４３

SK３１
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ５
mm以下）がわずかに混
じる。

２ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ１０
mm以下）が混じる。

３ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土ブ
ロック（φ５mm以下）が
混じる。

４ １０YR３／４暗褐色シルト
褐色粘土ブロックが不均
等に混じる。

W E
６６．３mW E N S

１ ３６６．５
m

６６．２
m

２１ １ SK３６
SK３８

２SK２７ ４SK３５
１ １０YR３／４暗褐色シルト

亜角礫（長さ１５mm以下）
が混じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト しまりあり。
２ １０YR４／４褐色シルト しまりあり。

φ１５mm以下の円礫が混じる。
３ １０YR３／４暗褐色シルト 褐色粘土ブ
ロック（φ３０mm以下）が多量に混じ
る。

４ １０YR２／２黒褐色シルト

１ １０YR３／２暗褐色シルト 褐色
粘土ブロック（φ５mm以下）が
混じる。

２ １０YR４／４褐色シルト しまりあ
り。暗褐色粘土ブロック（φ３
mm以下）が混じる。

W E W E N SW E
１ １６６．３m ２６６．３m ６６．３m ６６．５m１

１ １ SK４０ SK４３４ ２３ ３２２ SK３７ SK３９ １ １０YR３／４暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ５
mm以下）が混じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト
２ １０YR４／４褐色シルト

しまりあり

１ １０YR３／３暗褐色シルト 褐色粘土ブ
ロック（φ１０mm以下）が混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト 褐色粘土ブ
ロック（φ１０mm以下）が混じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト 炭化
物（φ２mm以下）がわずかに
混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
１よりやや明るい。

３ １０YR４／３にぶい黄褐色シルト
４ １０YR３／４暗褐色シルト しま
りなし。中央に根の一部が残
る。

N S SW NEW E
２６６．２m ６６．４m６６．１m

１１ １SK６７W E ２ SK７９１ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
が不均等に混じる。

２ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。

１
SK６６６６．５m １ １０YR２／３黒褐色シルト

４暗褐色粘土ブロック
（φ３０mm以下）が不均
等に混じる。

W E
１ １０YR２／２黒褐色シルト

しまりなし。褐色粘土ブロッ
ク（φ３０mm以下）が混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土ブロッ
ク（φ３０mm以下）が混じる。

２
６６．５
m

１SK４５ ２
１ １０YR３／４暗褐色シルト
２ １０YR４／４褐色シルト
しまりあり。円礫（φ１０
mm以下）が混じる。

SK４６
１ １０YR３／４暗褐色シルト
２ １０YR４／４褐色シルト
亜角礫（長さ２０mm以下）
が混じる。 １ １０YR２／３黒褐色シルト しま

りなし。
２ １０YR４／４褐色シルト 黒褐色
シルトが混じる。しまりなし。

３ １０YR３／３暗褐色シルト 褐色
シルト（φ３mm以下）が粒状
に混じる。

W E
NW SE W E SW NE６６．８m １

６５．４
m

６６．８
m

６６．８
m

１１ SK１０６
SK１０７

３１ SK９８２２ ２２SK８０２２
１ ７．５YR３／２黒褐色シルトSK８１

１ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。

２ １０YR３／４暗褐色シルト

０ ２m
１ １０YR３／４暗褐色シルト
２ １０YR３／３暗褐色シルト

（S＝１／５０）

図２８ 縄文時代の土坑（２）



３４ 第３章 調査の結果

W E W EN S NW SE W E１ ２１ ３
１６６．２

m
６６．７
m

６６．７m６６．４
m

２６６．１
m

１２ SK１３６
SK１３７

２ SK１４５
SK１４７

２SK１２５ ３ １SK１１８ １３
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
２０mm以下）が混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
暗褐色シルトが不均等
に混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
黒褐色シルトが不均等
に混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりあり。

２ １０YR３／３暗褐色シルト
３ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

SK１６０
１ １０YR３／３暗褐色シルト
２ １０YR２／４暗褐色シルト

褐色粘土ブロックが混
じる。

３ １０YR２／３黒褐色シルト

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ１５
mm以下）が混じる。亜
角礫（長さ８mm以下）が
混じる。

２ １０YR４／４褐色粘土と７．５
YR３／２黒褐色シルトが
不均等に混じる。

３ 樹木根 しまりなし。

W E

６５．３m １
W EN S３３１

３ ２１６６．５
m

６５．５mSK１６２２ ４４ SK１７６
１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
２ １０YR３／３暗褐色シルト
３ ７．５YR３／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ５
mm以下）が混じる。

SK１７４
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ８mm
以下）がわずかに混じる。

２ １０YR２／２黒褐色シルト
１にくらべしまりがない。

３ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ３０mm
以下）が混じる。

４ １０YR２／２黒褐色シルト
２と似てややしまりがない。

W EW E
１ １０YR２／２黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
８mm以下）が混じる。

６５．０m １６５．６m

SK１８４１
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土が不均等に混
じる。

SK１７９
１ １０YR２／２黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ３mm
以下）が混じる。

W E NW SE
６６．０
m

６５．３m
１

１１ ５ SK１８５２２ ２３３ ６４４ SK１８０ W E N E SW NE１ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ８mm以
下）がわずかに混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が１よ り
多く混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ８mm
以下）がわずかに混じる。

２ １０YR２／２黒褐色シルト
１にくらべしまりがない。

３ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ３０mm
以下）が混じる。

４ １０YR２／２黒褐色シルト
２と似てややしまりがない。

５ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ１０mm
以下）が多く混じる。

６ １０YR３／３暗褐色シルト
しまりなし。

１６６．０
m

６６．３m ６６．３m １１
SK２０３１ ２２２ SK１９０

SK１９２
３

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が混じる。

３
４４ SK１９３

１ １０YR３／４暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト
３ １０YR３／４暗褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
４０mm以下）が多く混
じる。

４ １０YR３／４暗褐色シルト

１ １０YR２／２黒褐色シルト
２ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
３０mm以下）が少量混
じる。

３ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。

W E
６６．３m １

３２２ N S４４
SK２０１ NE SW ３６６．７

m
１ ２

１ ７．５YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土ブ
ロック（φ８mm以下）が
混じる

２ ７．５YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土ブ
ロック（φ２５mm以下）が
多量に混じる。

３ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土ブ
ロック（φ５mm以下）が
混じる。

４ １０YR３／３暗褐色シルト
しまりあり。褐色粘土ブ
ロック（φ１０mm以下）が
３より多く混じる。

６６．６m
１２W E ４ SK２２４

SK２２５
SK２１０W E ６６．６m

１ １０YR２／３黒褐色シルト
２ １０YR２／３黒褐色シルト

１よりしまりなし。炭
化物含む。

１４ ３ ３１６６．２m
１ １０YR２／３黒褐色シルト

しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ５mm以
下）と炭化物（φ５mm
以下）が混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。

３ １０YR３／３暗褐色シルト
しまりなし。

４ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
３０mm以下）が混じる。

２
２２ ４ SK２０７

SK２２２
１

SK１９４
１ １０YR２／２黒褐色シルト

しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ１０mm以
下）が混じる。

２ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土が不均等に混
じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
が粒状に混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
３ １０YR３／３暗褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

４ 樹根あと

W E
６６．７
m

１
SK２１１

１ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。

W EN S N S W E
６５．０m６４．９m ６５．６

m
１ ６５．３m ２３ ２ １１ SK２３８

SK２３９
SK２３３
SK２３４

SK２４１SK２３２ １
１ １０YR２／２黒褐色シルト

しまりなし。
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）と円礫（φ
１５mm以下）が混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト しまりなし。褐色粘
土ブロック（φ５mm以下）が混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト しまりなし。褐色粘
土ブロック（φ２０mm以下）が混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）がわずか
に混じる。

２ １０YR４／４褐色シルト
しまりあり。

３ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

W E
W E １６６．３m１

６５．５
m SK２４９SK２４３

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土ブロッ
ク（φ５mm以下）が混じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロックが不
均等に混じる。

０ ２m

（S＝１／５０）

図２９ 縄文時代の土坑（３）



第３節 縄文時代の遺構と遺物 ３５

W E N S W E NW SE NW SE１２ １６５．６
m

６６．２m １６６．２m ６６．０m ６６．０
m

２ ２２１ SK２５５１２ SK２５１
SK２９２

SK２４０ SK２５２
SK２５３ １ １０YR３／２暗褐色シル

ト しまりなし。褐
色粘土ブロック（φ
５㎜以下）がわずか
に混じる。

２ １０YR４／４褐色シルト
しまりあり。

４４ SK２５４３
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
２０㎜以下）が混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土が不均等に混
じる。

１ ７．５YR３／２黒褐色シ
ルト 褐色粘土ブ
ロック（φ１０㎜以下）
が混じる。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５㎜以下）がわずかに
混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
２０㎜以下）が混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
３㎜以下）が粒状に混
じる。

２ ７．５YR３／２黒褐色シル
ト しまりなし。褐色
粘土ブロック（φ１０㎜
以下）が混じる。

３ １０YR３／３黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ３０㎜以下）
が混じる。

４ １０YR３／４暗褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ５㎜以下）
が混じる。

NW SE N S N S
１６６．１

m
２６６．６m ６５．２mW E１ SK２７６
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１ １０YR３／３暗褐色シル
ト 褐色粘土ブロッ
ク（φ８㎜以下）が混
じる。

２ １０YR３／４暗褐色シル
ト 褐色粘土が不均
等に混じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト
褐色粘土が不均等に混
じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ３㎜
以下）がわずかに混じる。

２ １０YR３／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ５㎜
以下）が混じる。

３ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ３㎜
以下）がわずかに混じる。

１
SK２５９２

１ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。

２ １０YR３／２黒褐色シルト
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１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
２０㎜以下）が混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０㎜以下）が混じる。

２ SK２９７
SK２７８

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１５㎜以下）が混じる。

２ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５㎜以下）が混じる。

３ １０YR４／３にぶい黄褐色
シルト ２がわずかに
粒状に混じる。
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６５．３m １ １０YR２／３黒褐色シルト

しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ５mm以
下）がわずかに混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１５㎜以下）が多く混じ
る。
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１ １０YR３／３暗褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
５㎜以下）が混じる。

１ ７．５YR３／２黒褐色シル
ト しまりなし。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
３０㎜以下）が不均等に
混じる。
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褐色粘土ブロック（φ
３㎜以下）が混じる。

２ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５㎜以下）が混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
８㎜以下）がわずかに
混じる。

２ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１５㎜以下）が混じる。
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１ １０YR２／２黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
３㎜以下）が混じる。

２ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土が不均等に混
じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０㎜以下）が混じる。
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褐色粘土ブロック（φ
１５㎜以下）が混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト

１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１５㎜以下）が混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５㎜以下）が混じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
２ １０YR３／４暗褐色シルト

しまりあり。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
２ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
３０㎜以下）が混じる。
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SK３４２３３SK３４１ １ １０YR３／４暗褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
４㎜以下）が混じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
３㎜以下）がわずかに
混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５㎜以下）が混じる。

３３
１ １０YR２／２黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
３㎜以下）がわずかに
混じる。

２ １０YR２／２黒褐色シルト
３ １０YR３／３暗褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
８㎜以下）が混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色シルトが粒状に混
じる。

２ １０YR４／４褐色シルト

１ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ５㎜以下）
が混じる。

２ １０YR３／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０㎜以下）が多く混じ
る。

３ １０YR３／３暗褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ５㎜以下）
が混じる。

０ ２m

（S＝１／５０）

図３０ 縄文時代の土坑（４）



３６ 第３章 調査の結果

４ 出土遺物（図３１～３６）

SB４（１～６９） １～６３は縄文土器、６４～６９は石器である。

１～５９は深鉢である。１～３は A１類であり、１は口縁端部を外側に折り返し区画内に条線を施し、

３は波状口縁で交互刺突文を施す。４は A２類であり、沈線により渦巻文を施す。５～９は A３類で

ある。口縁端部直下には、横位の沈線文が７は３条、５・６・９は１条施し、８は沈線文がなく、５

と９は押引沈線文である。区画内は６が押引沈線状の刺突、７が連続刺突文をそれぞれ充填する。１０・

１１は B類である。１０は隆帯上面と区画内に縄文を充填する。１２～１６は C１a類である。１２・１５・１６は

口縁部と胴部の境に沈線文を施し、その境を明確に表現している。１６は肥厚部の幅が広く、工具 A（B・

C）により縦位の短直線文を施す。１７～２０は C１b類である。１７・１８は口縁部直下に幅広の沈線文を

施し、胴部は条線地で垂下沈線文を描く。１９・２０は器壁が薄く、折り返しの幅が狭い。２１～２８は C２

類である。２２～２４は波状口縁を呈し、２４は幅広の隆帯を貼り付け、その周囲に縦位の条線を施す。２２・

２３は白色粒を多く含む。２９は山形口縁を呈し、口縁端部に沿って工具 Dによる沈線文を施す。３０～

３２・３５・３６はキャリパー形口縁の立ち上がり部分である。いずれも渦巻文があり、その左右に３６は横

位隆帯と沈線文、３０・３１・３５は横位沈線文をそれぞれ施す。３４は隆帯と沈線文で区画された内部を斜

位の沈線文で充填する。３７は円形刺突と沈線文を施し、外面にベンガラが付着している（ベンガラに

ついては第４章を参照されたい）。３８は工具 Cによる連続刺突文を弧状に配置する。３９は縄文地に工

具 Aにより横位に連続刺突文を配置し、その上部に工具 Aによる平行沈線文を施す。４０は断面台形

の幅広の隆帯上面に縄文を充填する。４１は橋状把手である。粘土紐により縁取りし、部分的に粘土紐

が分かれて渦巻文を形成する。また、工具 E（F）により斜位の押引沈線状の刺突を充填する。４２～

４６は同一個体の可能性が高い。隆帯と沈線により渦巻文を形成し、隆帯間を工具 E（F）による押引

沈線状の刺突で充填する。４２は橋状把手が斜めに付けられ、隣接する場所にも把手の剥離が認められ

る。４７～５１は胴上部に工具 A（B・C）により連弧文沈線を施し、４７のみ波状文と連弧文が並列する。

５６～５９は底部破片であり、いずれも平底である。

６０～６２は壺である。口縁部は外反しており、端部は肥厚し平坦面を有する。橋状把手は幅広の粘土

帯を粘土紐で縁取りしている。６１・６２は６０と同一個体の可能性が高く、隆帯と沈線文により装飾を施

し、部分的に工具 E（F）による押引沈線状の刺突で隆帯間を充填する。

６３は釣手土器である。直径約２㎝の円孔が２箇所につくと思われる。口縁部文様帯は斜行沈線文と

渦巻文を施した粘土帯により三角形状の区画を呈する。区画内には２条の隆帯と押引沈線文、隆帯か

ら分かれる渦巻文を施し、内部を右下がりの集合沈線文で充填する。

６４は石錐で裏面にバルヴァスカーが発達している。基部は肉厚で、刃部は尖る。６８は UFで左右側

縁に細かい剥離がみられるが、その大きさや切り合い関係が不規則であることから、使用による剥離

と思われる。６９は打製石斧であり、素材の剥片の表裏面と側面をほとんど調整せず、刃部に細かい剥

離を施すのみである。

SK２２（７０～７８） いずれも縄文土器深鉢である。７０は A１類である。キャリパー部の平面形は八角

形になると思われ、角の上に続く内彎部に隆帯と押引沈線文で渦巻文を施し、その間を工具 A（B）

により連続刺突文で充填する。口縁部は外反し、渦巻文から縦位に隆帯ないし工具 Bによる刺突文

を施し、その間に横位の隆帯を４本貼り付け、間を３本の押引沈線文で充填する。７１・７２は A２類で
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ある。７１は短直線文、７２は渦巻文と楕円形区画文を施す。７３は口縁端部を肥厚させる土器であるが、

器壁が厚いことから C１a類とした。７５は C２類の口縁部であり、隆帯による区画内を条線により充

填する。７７は工具 A（B・C）による横位の押引沈線状の刺突文と、工具 E（F）による斜行する短直

線文を施す。

SH３（７９～８７） ７９～８６は縄文土器深鉢である。７９・８０は C２類であるが、７９は文様構成が判然と

しない。８１は幅広の隆帯とその内側の沈線文による区画内に、LRの縄文を充填する。８２は楕円形区

画内に、工具 Bにより円形の刺突文を施す。８３は土器の割れ面から穿孔があると判断した。８５は工

具 A（B・C）による垂下沈線文を施す。８６は縦位の隆帯があり、隆帯間は無文である。

８７は敲石である。扁平な円礫を用い、表面中央と下端～右側縁に敲打痕がみられる。全体的に被熱

している。

SK４６（８８） 縄文土器深鉢であり、幅２．５㎝の間に工具 A（B・C）による３本の連弧文を施す。

SK１６５（８９） 縄文土器深鉢 C１a類であり、口縁部に工具 Dによる横位の沈線文を施す。

SK２５９（９０） 縄文土器深鉢であり、胴部に縦位の隆帯を施す。

SK２９７（９１・９２） 縄文土器深鉢であり、いずれも工具 Dにより鋸歯状の文様を施す。このような

文様は、今回の調査ではこの２点のみの出土であった。

SK２９９（９３） 縄文土器深鉢であり、隆帯と沈線文による区画内を短直線文で充填する。なお、胎土

中に白色粒を多く含む。

SK３０２（９５・９６） ９５は縄文土器深鉢であり、A類の口縁部破片である。楕円形区画内を LRの縄文

で充填する。９６は RFで、表面に節理面が残る。

SK３４１（９４） A類の口縁部破片であり、くびれ部直下に工具 E（F）による斜位の押引沈線文を施す。

SK３４９（９７） 弥生土器甕であり、口縁部に指腹による連続押圧突帯が巡る。

SK２８０（９８～１１８） ９８～１１７は縄文土器深鉢、１１８は石器である。９８・９９は A３類である。９８は工具

Aにより口縁部沿いに横位沈線文と楕円形区画を施す。９９は波状口縁で、口縁部に横位隆帯を３本貼

り付け、その間に工具 Aによる押引沈線文を２条施す。その直下には隆帯と工具 Aによる押引沈線

文の渦巻文と楕円形区画があり、区画内は LRの縄文を充填する。１００～１０２は C１a類である。１００は

隆帯により渦巻文を施し、口縁端部直下は肥厚する。隆帯周辺には弱いナデを施し、口縁端部外面に

RLの縄文を充填する。１０１は口縁部を折り返し、LRの縄文を充填する。１０２は口縁端部に渦巻文を

施し、LRの縄文を充填する。１０３は C１b類である。口縁端部外面には横ナデを施す。１０６は押引沈

線文による区画内に短直線文を充填する。１１０・１１１は胴上部片であり、連弧文を施す。１０４は装飾把手

と思われる。粘土紐で縁取りし、工具 Aによる押引沈線文で渦巻文を施す。１０５は口縁部に工具 A（B・

C）による区画文、その直下に工具 Dによる横位連続刺突文、胴部に縦位と斜位の短直線文を施し、

口縁部と胴部の境を沈線文で区切る。１１３・１１４は脚台部である。１１３は隆帯と沈線により渦巻文を配置

する。また、穿孔の上端が確認できる。１１４は隆帯による区画内に円形若しくは楕円形の透孔がある。

包含層（１１９～１２３） いずれも縄文土器深鉢である。１１９は B類で、口縁部に１条の沈線文を施し、

直下に幅広で扁平な隆帯を貼り付ける。内面は先端の丸い工具を用いて横ナデを施す。１２０は波状口

縁を呈し、口縁端部を粘土紐で縁取りし、内部に渦巻文を配置する。１２３は今回の調査で出土した土

器の中で、唯一縄文中期中葉に属する。隆帯上に工具 Dにより連続刺突文を施す。
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SB４（１～２９）
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図３１ 縄文時代の遺構出土遺物（１）
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SB４（３０～５４）
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図３２ 縄文時代の遺構出土遺物（２）
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SB４（５５～６３）

５６

５５

５７

５９５８

６１

６０

６２

０ １０cm

（S＝１／３）６３

図３３ 縄文時代の遺構出土遺物（３）
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SB４（６４～６９）
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７３
７４

７５７０

０ １０cm
７７

７６ ７８ （S＝１／３）

図３４ 縄文時代の遺構出土遺物（４）
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SH３（７９～８７）

８２８１
８３８０

７９

０ １０cm

（S＝１／３）８５
８６

８４

８７

０ ５cm

（S＝１／２）

SK４６（８８） SK１６５（８９） SK２５９（９０） SK２９７（９１・９２）

９１
９２９０

８９
８８

SK２９９（９３） SK３４１（９４） SK３０２（９５・９６）

９５９３
９６９４

SK３４９（９７）

０ １０cm ０ ５cm
９７

（S＝１／３） （S＝２／３）

図３５ 縄文時代の遺構出土遺物（５）
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SK２８０（９８～１１８）

９８

９９
１００

１０２
１０１ １０３

１０４

１０７ １０８
１０６

１０５

１１１
１１３

１０９
１１０

１１４

１１５
１１２

１１６
包含層（１１９～１２３） １１７

１１９

１１８

１２１ ０ ５cm
１２０

（S＝２／３）

０ １０cm
１２３

１２２
（S＝１／３）

図３６ 縄文時代の遺構・包含層出土遺物
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第４節 弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構として、竪穴住居跡３軒（柱穴３７基、土坑２基、焼土１基を含む）、掘立柱建物跡

２棟（柱穴１３基で構成される）、柱列１列（柱穴９基で構成される）、方形周溝墓３基、土坑２５基を検

出した。本節では竪穴住居跡と掘立柱建物跡、柱列、方形周溝墓、土坑４基の平面図と土層図を提示

し、残りの土坑２１基は土層図の記録を残した遺構のみ土層図を提示する（平面図は図７５参照）。

弥生時代の遺構は、ほぼ調査区全域で検出した（図３７）。掘立柱建物跡は調査区中央付近の平坦面

に、竪穴住居跡は主に斜面に、方形周溝墓は平坦面に、それぞれ位置している。弥生時代と断定でき

る土坑は縄文時代と比較して少なく、その分布も散在している。SB２と SH１、SZ３と SH１はそれ

ぞれが重複しているので、後期から終末期の間に少なくとも２～３回の土地利用の変遷が想定できる。

各遺構の分類毎の数量は表８のとおりである。平面形は円形状のもの（a）と楕円形状のもの（b）

が多いが、縄文・弥生時代の時期の特定ができない遺構（以下「縄文～弥生時代の遺構」とする）で

は楕円形状のものが多い。底部断面は丸いもの（A）と平らなもの（B）が多く、縄文～弥生時代の

遺構でも同様の傾向がある。土の堆積状況は、単層のもの（１）が目立つ。

弥生土器は接合前破片数が１１５８点、接合後破片数が８２０点であり、３３８点が接合した。１１５８点のうち、

時 代 遺構種類
平面形 底部断面 堆積状況

a b c d A B C １ ２ ３ ４ ５

縄文時代

SB ３ ３ ３

P ２１ ３０ ８ ３１ ２６ ２ ２２ １２ １５ ５ ５

SK １０ １３ ２ １１ １１ ３ １０ ５ ６ ４

SC １ １ １

SD １１ ５ ２ ４

縄文～弥生時代 SK ５２ １２６ １ １７ ８２ ８８ ２６ ９５ ２５ ４６ ２２ ８

合 計 ８４ １６９ ４ ２７ １３６ １２８ ３１ １３２ ４８ ７１ ３１ １３

図３７ 弥生時代の遺構位置図

表８ 弥生時代の遺構分類毎の数量
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まとまって出土した土器を１点として座標を与えて取り上げ、合計４７７点のドットマップ（図３８）を

作成した。その結果、弥生土器が面的に広がるのは調査区中央から西斜面にかけてであり、縄文土器

の分布が空白となっている箇所に弥生土器が多く分布する傾向がある。他に SB１と SZ１にドットが

集中している。土器の接合状況は、同一遺構内では SB１が圧倒的に多く、遺構外接合が認められた

のは SB１と SB４、SB１と SK１７７と SZ３、SK５１と SK１５５の３個体である。大半の他の接合土器は、

同一の取り上げ地点の接合である。

石器は９３点出土し、縄文土器と同様の方法で取り上げ、合計４５点の分布図（図３９）を作成した。分

布は、SB４と SB１（弥生時代）の２箇所に集中し、他は極めて希薄である。なお、縄文時代と弥生

時代の石器の識別ができないので、図３９では出土した石器をすべて掲載している。

以下、「１竪穴住居跡」、「２掘立柱建物跡」、「３柱列」、４「方形周溝墓」、「５土坑」、「６溝」の順

に遺構を説明し、「７出土遺物」として遺構毎に出土遺物の説明を記載する。

図３８ 弥生土器の出土位置図

図３９ 石器の出土位置図
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１ 竪穴住居跡

SB１（図４０～４３）

検出状況 A５～B７グリッドで検出し、検出時に土器片が多数出土していた。南側のプランは明瞭

であったが、北側は漸移的に不明瞭となる。これは、本遺構が斜面に位置するため、埋土及び遺構が

流失したためと思われる。確認した平面形は方形であるが、柱穴の位置から東西に長い長方形であっ

たと想定され、図４０で破線で示した貼床範囲の北端が、竪穴住居跡の北端に近いと思われる。

埋土 基本的に水平堆積であり、どの層位にも地山とした褐色粘土ブロックが入り込んでいる。ブロッ

クの量や大きさに差があることから、人為的に埋められた可能性も考えられる。

壁 南西隅の残りがよく、北東に向かうにつれ残りが悪くなる。南西隅では検出面から０．３８�掘り込

んでおり、壁面は傾斜している。

床 ほぼ全面にわたり貼床が確認できた。貼床の粘土はきめ細かく、しまりがある。床面については

東西方向はほぼ水平であるが、南北方向は南側が平坦で北側が地形に沿って傾斜している。

主柱穴 床面では７基の小穴を検出し、そのうち P１～４が主柱穴と考えられる。P１～４の深さの

平均値は０．３２�と深いが、遺構埋土にしまりがなく、柱痕跡も確認できなかった。柱間距離は心々で

P１―P２が２．６８�、P２―P３が１．６０�、P３―P４が２．７８�、P４―P１が１．５５�であり、長軸は短軸

の約１．７倍の長さである。P５～７の深さの平均値は０．０７�と浅く、その性格は不明である。なお、SK

３７０内にも柱穴状の掘り込みがあるが、柱痕跡は確認できなかった。

土坑 南壁中央付近に SK３７０を検出した。検出面は不定形のプランを呈するが、底面は長方形の平

坦面を有する。埋土は竪穴住居跡の埋土と連続しているため、竪穴住居と土坑は同時存在の可能性が

高い。また、SK３７０直下の柱穴状の遺構は埋土の堆積状況より少なくとも SK３７０機能時には埋没して

いたと思われる。なお、床面北側に位置する SK１０３は近世～近代の遺構である。

周溝 西壁南寄り、南壁、東壁南寄りにて検出した。最大幅０．４４�、深さ約０．０５�を測り、断面形は

三角形状から皿状を呈する。埋土は基本的に単層であり、竪穴住居跡全体の埋土と同一である。貼床

上面より掘り込まれており、底面に小ピットなどの特筆すべき遺構は検出できなかった。

炉 床面中央東寄りで、長軸０．６０�、短軸０．４５�の範囲内に焼土を検出したため地床炉と判断した。

焼土の堆積は約０．０５�であり、炉石及び抜き取り穴は確認できなかった。なお、炉を出入り口から離

れた場所に構築するという概念を用いれば、本遺構の出入り口は西壁にあったといえる。西壁が残存

しているにも関わらず周溝が西壁中央付近で途切れていることは、出入り口などの施設と関連するか

もしれない。

出土遺物 縄文土器１２４点、弥生土器４７０点、石器２９点、近世～近代陶磁器１点が出土した。遺物分布

（図４３）は、縄文土器、弥生土器、石器ともに住居跡の南側に集中し、北側はわずかである。また、

出土標高にも偏りがみられない。遺構内では弥生土器の数点がやや距離をおいて接合している。その

標高は、床面直上のものや埋土中のものなど様々である。別遺構の出土遺物と接合できた破片は縄文

土器１個体（接合場所 D８グリッドⅡ層）、弥生土器１個体（接合場所 SB４、SZ３―SD４、SK１７７）

であった。弥生土器の器種別分布では、壺が住居跡全体に広がるのに対し、甕は周縁部の分布が希薄

である。また、SK３７０内には甕がなく、壺と高杯のみ出土している。

主要遺物の出土位置（図４２）は、北壁付近に偏る傾向がある。特に、広口壺（１２８）、器台（１３７）、
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直口鉢（１３２）、石包丁（１５０）、砥石（１５２～１５４）などは北壁東寄りからの出土が目立ち、遺物廃棄時

に何らかの規制があったのかもしれない。

時期 縄文土器と弥生土器が出土しているが、主柱穴出土の遺物がすべて弥生土器であることから弥

生時代と判断でき、土器様式より弥生時代後期～終末期（山中Ⅱ式～廻間Ⅰ式併行期）と考えられる。

C
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SK３７０ ４P５
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１

２ ３

６５
．４
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C CF

A A′

６５．４m ２ １ ３

B′B
６５．４m

１ １０YR２／２黒褐色シルト １０YR４／４褐色粘土がφ５mm以下のブロックでわずかに混じる。
２ １０YR２／３黒褐色シルト １０YR４／４褐色粘土のブロック（φ４０mm以下）が不均質に多量に混じる。
３ １０YR２／２黒褐色シルト しまりなし。１よりやや暗色。
４ １０YR２／３黒褐色シルト しまりなし。１０YR４／４褐色粘土のブロックは２よりさらに不均質。φ６０mm以下。
５ １０TR２／３黒褐色シルト １０YR４／４褐色粘土のブロックがわずかに混じる。
６ ７．５YR２／３黒褐色シルト ややしまりなし。１０YR４／４褐色粘土のブロック（φ８mm以下）と混じる。
７ １０YR３／３暗褐色シルト ややしまりあり。１０YR４／４褐色粘土が不均質に半分近く混じる。

D′D
１ ２６５．０m

SC１
１ １０YR２／３黒褐色シルト ５YR４／６赤褐色土のブ

ロック（φ２０mm以下）が混じる。焼土。
２ １０YR３／４褐色シルト １０YR４／４褐色粘土のブロッ

ク（φ３２mm以下）が多量に混じる。貼床土。

０ ２m

（S＝１／５０）

図４０ SB１（１）
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W E W EW EW E
１６５．１m ６５．１
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１ １２
１ P４P１ P３

１ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。

１ １０YR２／３黒褐色シルト にぶい黄褐色シル
トのブロックが混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト ややしまりなし。
１に近いが、黄褐色シルトの量が少ない。

P２
１ １０YR２／２黒褐色シルト しまりなし。に

ぶい黄褐色シルトのブロックが混じる。

W EW EW E E E′ F F′
１ １６５．１

m
６５．１m ６５．１m ６８．５

m
６８．５
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１
１P６P５

P７２ 周溝１ １０YR２／３黒褐色シルト１ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。にぶい黄褐色
シルトのブロックが混じ
る。

１
１ １０YR２／３黒褐色シルト

にぶい黄褐色シルトのブロッ
クが混じる。

２ １０YR４／３にぶい黄褐色シルト
しまりなし。

周溝 １ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土の
ブロック（φ３mm以下）
が混じる。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土粒
（φ２mm以下）がまばら
に混じる。

０ ２m

（S＝１／５０）
図４１ SB１（２）

図４２ SB１主要遺物出土位置図
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図４３ SB１遺物出土位置図・接合図
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SB２（図４４～４７）

検出状況 C３～D５グリッドで検出した。試掘確認調査時に南東隅の周溝を確認していたため、最

初に試掘坑の土層を確認してから、全体の検出作業を実施した。北西隅と南東隅は竪穴住居跡の埋土

がわずかに残っていたが、中央付近はⅠ層直下で床面が確認できた。北西隅を竪穴住居跡のコーナー

とすると、東西にやや長い長方形を呈する住居跡といえる。また、検出時の段階で SD１０・１１、SK５５

のプランは竪穴住居跡の埋土上面にて明確に確認でき、その埋土が異なるため近世～近代の遺構と判

断した。一方、南壁付近では SH１を構成する柱穴である P４４が竪穴住居跡の周溝底面で検出したた

め、SH１廃絶後に SB２が構築されたことが判明した。南西隅は現代の攪乱により破壊されている。

埋土 基本的に水平堆積である。

壁 北西隅のみ確認でき、検出面から０．２０�掘り込んでいる。壁面は比較的傾斜している。

床 ほぼ全面にわたり貼床が確認できた。床面は東西方向はほぼ水平であるが、南北方向は南側が平

坦で北側が地形に沿ってわずかに傾斜している。

主柱穴 床面では１９基の小穴を検出し、そのうち P８～１１が主柱穴と考えられる。P８～１１の深さの

平均値は０．３９�と深いが、埋土は単層で柱痕跡は確認できなかった。柱間距離は心々で P８―P１１が

３．１０�、P１１―P９が３．３８�、P９―P１０が３．０５�、P１０―P８が３．４０�であり、東西方向にやや長い配

置である。他の小穴の深さの平均値は０．１３�と浅く、柱痕跡が残るものはない。

土坑 南壁中央付近に SK１を検出した。埋土は２層に分けられ、２層上面から土坑底面にかけて弥

生土器がまとまって出土した。土器の接合率は比較的高かったが、完形に復原できる個体はない。ま

た土器はいずれも横位で出土しており、意図的に置かれた可能性は低い。出土した器種の内訳は、甕

２９点、壺１０点、高杯１０点であり、甕の比率がやや高い。

周溝 南東隅で検出したが、埋土の残りのよい北西隅では確認できなかった。最大幅０．７０�、深さ約

０．０５�を測り、断面形は皿状を呈する。埋土は基本的に単層であり、竪穴住居跡全体の埋土と同一で

ある。貼床上面より掘り込まれており、底面に小ピットなどの特筆すべき遺構は検出できなかった。

炉 確認できなかった。しかし、中央付近に位置する P７６は他の小穴と違い暗褐色の埋土で楕円形状

であるため、炉石の抜き取り穴、若しくは炉に関連する穴の可能性もある。

出土遺物 縄文土器１点、弥生土器９０点が出土した。遺物分布（図４７）は住居跡の埋土が残っていた

北西隅、南東隅と SK１周辺にみられる。SK１内において土器が接合しているが、他では接合関係を

確認できず、遺構外の遺物とも接合していない。器種別の分布の特徴として、高杯が SK１と周溝の

それぞれの底面からしか出土しておらず、住居跡埋土からの出土がないことが挙げられる。

N S W EN S N S
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m
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m

６６．２
m

１ １ １１
P１１P１０２

P９
１ １０YR３／３暗褐色シルトP８

１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色シルトが不均等に混
じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ３mm
以下）がわずかに混じる。

２ １０YR４／３にぶい黄褐色シルト
長さ３０mm以下の亜角礫が混
じる。

０ ２m

（S＝１／５０）

図４４ SB２（１）
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１ １０YR３／３暗褐色シルト
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２ １０YR４／４褐色シルト

１ １０YR３／４暗褐色シルト
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しまりなし。
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１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ１５mm
以下）が多く混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ１０mm
以下）がわずかに混じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト
２ １０YR３／３暗褐色シルト
３ １０YR３／４暗褐色シルト

１より１０YR４／４に近い。

SK１

６６．１m
１

１ １０YR２／３黒褐色シルト
２ １０YR３／４暗褐色シルト

２

０ ２m
０ １m

（S＝１／５０）
（S＝１／２０）

図４５ SB２（２）



５２ 第３章 調査の結果

時期 縄文土器と弥生土器が出土しているが、弥生土器が圧倒的に多いため本遺構の時期は弥生時代

と判断でき、土器様式より弥生時代後期（山中Ⅱ式前半併行期）と考えられる。

W EW E N SW E W E １１２１ ６６．２m ６６．１
m

６６．１m ６６．１
m

６６．２m ２１ P７７２P７３ P７４ １ P７６２P７５ １ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土が不均質に混
じる。

２ １０YR４／４褐色シルト
しまりあり。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
２ １０YR３／４暗褐色シルト

１ １０YR４／３にぶい黄褐色シルト
１ １０YR２／３黒褐色シルト
２ １０YR３／４暗褐色シルト

１ １０YR２／３黒褐色シルト
２ １０YR４／４褐色粘土

しまりあり。

W E N S W E N SW E
６６．１m ６６．１

m
６６．２
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６６．２m ６６．１
m

１ １１１ １P７８ P８１２ P７９ P８０２ ２ P８２
１ １０YR３／４暗褐色シルト
２ １０YR４／４褐色シルト
しまりあり。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ５
mm以下）がわずかに混
じる。

２ １０YR４／４褐色シルト
長さ１５mm以下の亜角礫
が混じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト
褐色粘土のブロック（φ
３０mm以下）が混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土のブロック（φ１０
mm以下）が混じる。

２ １０YR４／４褐色シルト
黒褐色シルトブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ８
mm以下）が混じる。

０ ２m

（S＝１／５０）

図４６ SB２（３）

図４７ SB２遺物出土位置図
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SB３（図４８・４９）

検出状況 C２～D２グリッドで検出した。南西隅は竪穴住居跡の埋土がわずかに残っていたが、他

はⅠ層直下で床面が確認できた。主柱穴と壁までの距離から判断して、南西―北東に長い長方形を呈

する住居跡といえる。

埋土 残存部が少ないことから、堆積状況は不明である。

壁 南西隅のみ確認でき、検出面から０．１２�掘り込んでいる。壁面はわずかに傾斜している。
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１ １２

P１６
１ １０YR２／３暗褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ１０mm以下）が混じる。
２ １０YR２／３暗褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ５mm以下）との亜角礫（長さ１５mm以下）が混じる。
３ １０YR３／４暗褐色シルト しまりあり。
４ １０YR４／４褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ１５mm以下）が混じる。しまりあり。
５ １０YR３／４暗褐色シルト しまりあり。亜角礫（長さ１５mm以下）が混じる。
６ １０YR４／４褐色粘土 ７よりやや明るい。しまりあり。
７ １０YR３／４暗褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ５mm以下）が混じる。亜角礫（長さ１０mm以下）が混じる。
８ １０YR４／４褐色シルト
９ １０YR３／４暗褐色シルト しまりなし。亜角礫（長さ１０mm以下）が混じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト

C C′

６６．６m ７ ３
４ １

２８ ５
６

１ １０YR３／４暗褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ５０mm
以下）が半分程度混じる。

２ １０YR３／３暗褐色シルト 暗褐色粘土が不均等に混じ
る。

３ １０YR４／４～６褐色シルト 亜角礫（長さ２０mm以下）
が混じる。

４ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ５mm
以下）が混じる。亜角礫（長さ１０mm以下）が混じる。

５ １０YR３／３暗褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ５mm
以下）が混じる。亜角礫（長さ５mm以下）が混じる。

６ １０YR４／３にぶい黄褐色シルト しまりなし。亜角礫
（長さ２０mm以下）が混じる。

７ １０YR３／４暗褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ５mm
以下）が混じる。

８ １０YR４／４褐色粘土 しまりあり。

D D′ N S
６６．３m６６．６m １３ ４ ２

１
P１５

１ １０YR４／３褐色シルト
亜角礫（長さ１０mm以下）が
混じる。

１ １０YR２／２黒褐色シルト 暗褐色シルトブロック
（φ１２mm以下）が混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
３ １０YR２／３黒褐色シルト
４ １０YR４／３にぶい黒褐色シルト ３が不均等に混じ
る。中央部分は３の混入が少ない。

０ ２m

（S＝１／５０）

図４８ SB３



５４ 第３章 調査の結果

床 残存状況は悪いが、部分的にしまりのある粘土を使用した貼床を確認した。

主柱穴 床面では１１基の小穴を検出し、そのうち P１４～１７が主柱穴と考えられる。P１４～１７の深さの

平均値は０．３４�と深く、埋土の大半は単層で柱痕跡は確認できなかったが、P１６の底面には亜角礫が

据えてあった。柱間距離は心々で P１４―P１５が２．３２�、P１５―P１６が２．０７�、P１６―P１７が２．４３�、P１７―

P１４が２．０２�であり、南西―北東方向にやや長い配置である。他の小穴の深さの平均値は０．２０�で、

柱痕跡が残るものはない。

土坑 当遺跡における同時代の竪穴住居跡の土坑は南壁中央付近に位置しており、SB３では P１８が

その位置にほぼ対応している。その埋土は３層に分けられ、土器が数点出土している。

周溝 西壁で検出したが、南壁沿いでは確認できなかった。最大幅０．３２�、深さ約０．０５�を測り、断

面形は皿状を呈する。埋土は基本的に単層であり、竪穴住居跡全体の埋土と同一である。

炉 確認できなかった。

出土遺物 縄文土器１点、弥生土器４７点、石器１点が出土した。遺物分布（図４９）は住居跡の埋土が

残っていた南西隅と P１８周辺に多い。なお、取り上げ番号の異なる遺物の接合はなかった。

時期 縄文土器と弥生土器が出土しているが、弥生土器が圧倒的に多いため本遺構の時期は弥生時代

後期～終末期と考えられる。

図４９ SB３遺物出土位置図
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２ 掘立柱建物跡

SH１（図５０・５１）

検出状況 D４～E５グリッドで検出した。北隅の P４４は SB２の周溝掘削後に検出した柱穴である。

規模 桁行２間×梁行１間の東西掘立柱建物跡であり、規模は桁行約４．４４�、梁行約４．００�、床面積

１７．８㎡である。P４１は独立棟持柱の柱穴であり、対応する西側の柱穴は現代の撹乱により破壊されて

いる。建物跡はほぼ等高線に沿って存在している。
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１ １０YR３／３暗褐色シルト
２ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ５mm以下）がわずかに混じる。
３ １０YR２／２黒褐色シルト 褐色粘土が粒状にわずかに混じる。
４ １０YR２／３黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土が粒状に多く混じる。
５ １０YR２／２黒褐色シルト しまりなし。
６ １０YR２／２黒褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ１０mm以下）が不均等に混じる。

０ ２m

（S＝１／５０）

図５０ SH１



５６ 第３章 調査の結果

柱穴 ７基の柱穴から成り、その平面形はいずれも円形状で、直径約０．３６m、深さ約０．３３mである。

埋土は単層ないしは２層に分層でき、柱穴底面において柱痕跡と思われる円形状の硬化面を確認した。

桁行の柱間距離の平均値は２．２２�である。

出土遺物 柱穴内より弥生土器５点が出土した。SH１周辺の遺物分布は、SB２と SZ２・３の出土遺

物を除くと極めて希薄である。

時期 SB２との切り合い関係より、弥生時代後期（山中Ⅰ式併行期）と考えられる。

SH２（図５１・５２）

検出状況 C６～C７グリッドで検出した。P４７は縄文時代の掘立柱建物跡である SH３を構成する柱

穴（P５９）を切っており、P４６は現代の攪乱除去後に検出した柱穴である。

規模 桁行２間×梁行１間の南北掘立柱建物跡であり、規模は桁行約４．８０�、梁行約３．１０�、床面積

１４．８㎡である。

柱穴 ６基の柱穴から成り、その平面形は P５０を除いていずれも円形状で、直径約０．２４�、深さ約０．３３

�である。P５０の平面形は不定形であり、南東隅が最も深い。埋土は単層ないしは２～３層に分層で

きたが、明確な柱痕跡や柱穴底面における硬化面は確認できなかった。桁行の柱間距離の平均値は２．３８

�である。

関連遺構 SH２に関連するか否かは判断できないが、SH２の中央付近に位置する SK１０８から弥生土

器が数点出土している。

出土遺物 柱穴内より弥生土器２点が出土した。SH２周辺の遺物分布は、SB１と SK１０８の出土遺物

を除くと極めて希薄である。

時期 柱穴出土の土器より、弥生時代後期～終末期と考えられる。

図５１ SH１・２周辺遺物出土位置図
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１ １０YR２／２黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ８mm以下）が
混じる。

３ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ３０mm以下）が
多量に混じる。しまりあり。

４ １０YR４／６褐色粘土 亜角礫（長さ１５mm以下）が混じる。

１ ２１
２ P４６ ３ １P４５

１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土がわずかに粒状
に混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土が
わずかに粒状に混じる。

２ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土がわずかに粒状
に混じる。

４ P４７
P５９

１ １０YR３／３暗褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ２mm
以下）が混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ２０mm
以下）が混じる。

３ １０YR４／４褐色粘土 しまりあり。
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１ １０YR３／３暗褐色シルト

中央部分に暗褐色粘土
（直径３０mm）がブロッ
ク状に混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
が粒状に混じる。

２ １０YR３／３暗褐色シルト
しまりなし。

０ ２m

（S＝１／５０）

図５２ SH２



５８ 第３章 調査の結果

３ 柱列跡

SA１（図５３）

検出状況 D８～E７グリッドで検

出した。P６２は近世～近代の溝であ

る SD１８底面で検出した。

規模 柱間５間以上の南北柱列跡で

あり、検出した長さは８．８０�である。

等高線にほぼ直交しており、南側は

調査区外に延びている可能性が高

い。

柱穴 ６基以上の柱穴から成り、そ

の平面形はいずれも円形状で、平均

値は直径約０．２４�、深さ約０．３３�で

ある。柱穴の底面標高は P６０と P６１、

P６２と P６３、P６４から P６６がそれぞれ

類似し、P６２・６３が最も深い。P６３

と P６４はいずれも柱穴として機能す

る断面形態と深さなので、どちらを

柱列の構成柱穴とするか判断できな

い。埋土は単層ないしは２～３層に

分層でき、P６３と P６５には柱痕跡が

残る。また、P６０のみ南側からの土

の流入が認められる。なお、柱間距

離の平均値は１．７０�である。

関連遺構 SA１に関連するか否か

は判断できないが、SA１の東側に

位置する P６７と P６８は比較的深く、

P６８には柱痕跡が残る。両者は P６２

と P６３（ないしは P６４）にほぼ対応

する位置にあることから、SA１と

関連があると思われる。

出土遺物 柱穴内より縄文土器１０

点、弥生土器９点が出土した。

時期 柱穴出土の最新の土器様式よ

り、弥生時代後期（山中式併行期）

と考えられる。

６６
．７
m

A A

８

P６６

（
１
．５５
）

７
６

P６５

（
１
．５８
）

B
′

B
′

P６７

６

P６４２

４

P６３

２

（
１
．５８
）

（（
１１
．．５５
５５
））

９P６８

１０
６６
．７
mB B５

P６２

SD１８

（
１
．８３
）

４

P６１

（
１
．９５
）

PP６０

２２ １３

A
′ A
′ ０ ２m

（S＝１／５０）

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト しまりあり。褐色粘土ブロック（φ５mm以下）が混じる。
２ １０YR２／３黒褐色シルト しまりあり。褐色粘土ブロック（φ５mm以下）が多く混じる。
３ ７．５YR３／２黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土が均等に混じる。
４ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ３mm以下）がわずかに混じる。
５ １０YR３／３暗褐色シルト
６ １０YR２／２黒褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ５mm以下）がわずかに混じる。
７ １０YR３／２黒褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ１０mm以下）が混じる。
８ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ２０mm以下）が混じる。
９ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ８mm以下）が混じる。
１０ １０YR３／３暗褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ３mm以下）がわずかに混じる。

図５３ SA１
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４ 方形周溝墓

SZ１（図５４・５６）

検出状況 E１０～E１２グリッドで検出し、調査区壁面において地山の粘土ブロックを含む墳丘盛土を

確認した。

規模 大半が調査区外に位置するため、規模は不明である。

埋葬施設 中央やや東寄りに SK３５９がある。SK３５９が SZ１の埋葬施設の一つか否かは判断できない

が、方形周溝墓内にある規模の大きな土坑として、ここでは報告する。検出面では不定形を呈してい

たが、底面は長方形状を呈し平坦である。壁面は垂直に近く、埋土の６・７層は掘形埋め戻し土の可

能性もある。なお、SK３５９の出土遺物はない。

周溝 最大幅０．５１�、深さ約０．５０�で、断面形は台形状から三角形状を呈する。東側が深く、西側が

浅い。埋土は２～４層に分層でき、いずれの層もしまりが悪い。

出土遺物 SD１内より縄文土器４４点、弥生土器５６点、石器４点が出土した。遺物の出土位置は溝の

コーナー部は希薄で、直線部からが多い。

時期 土器様式より弥生時代後期（山中Ⅰ式新段階併行期）と考えられる。

SZ２（図５５・５６）

検出状況 E５～F６グリッドで検出した。南辺と西辺の周溝を検出したが、北辺と東辺は確認でき

なかった。また、墳丘盛土も確認できていない。

規模 北辺と東辺が確認できなかったため、規模は不明である。

埋葬施設 中央やや東寄りに SK１８２がある。SK１８２が SZ２の埋葬施設の一つか否かは判断できない

が、方形周溝墓内にある規模の大きな土坑として、ここでは報告する。平面形は不定形を呈し、底面

は平坦である。壁面は緩やかに傾斜しており、埋土中に炭化物を含む。遺物は縄文土器１点のみ出土

している。

周溝 最大幅０．２７�、深さ約０．１８�で、断面形は台形状から三角形状を呈する。SD２と SD３は約０．１

�離れている。

出土遺物 SD２・３内より弥生土器１８点、近世～近代陶磁器２点が出土した。

時期 土器様式より弥生時代後期～終末期と考えられる。

SZ３（図５５・５６）

検出状況 E４～F５グリッドで検出した。南側は調査区外に延び、墳丘盛土は確認できなかった。

規模 SD４と SD５の心々間の距離は約５．２�である。

埋葬施設 周溝内側には多数の土坑があるが、埋葬施設を想定できるものは確認できなかった。

周溝 最大幅０．３８�、深さ約０．１５�で、断面形は台形状を呈する。SD６・７は当初土坑としていた

が、SD４・５と埋土や底面形態が類似するために周溝とした。

出土遺物 周溝内より弥生土器３８点、近世～近代陶磁器１点が出土した。SD５～７に比べて SD４か

らの出土が目立つ。

時期 弥生時代後期の山中式から弥生時代終末期の廻間Ⅰ式に併行する土器が出土しており、土器の

最新時期から弥生時代終末期と考えられる。
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１ ７．５YR３／２黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ５mm以下）がわずかに混じる。�層。
２ ７．５YR３／２黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ１０mm以下）が１よりも多い。�層。
３ ７．５YR３／２黒褐色シルト しまりなし。SK３８２埋土。
４ ７．５YR３／２黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ１０mm以下）がわずかに混じる。SD１埋土。
５ １０YR２／２黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ２mm以下）がわずかに混じる。SD１埋土。
６ １０YR２／２黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ２mm以下）が粒状に多く混じる。SD１埋土。
７ １０YR４／４褐色土 粘性あり。しまりなし。SD１埋土。
８ ７．５YR３／２黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ４０mm以下）が不均等に混じる。SZ１盛土。
９ ７．５YR３／２黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ２０mm以下）が均等に混じる。SZ１盛土。
１０ ７．５YR３／２黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ１０mm以下）が均等に混じる。SZ１盛土。
１１ １０YR２／２黒褐色シルト しまりあり。�層。

B B′
６６．０m

１ １０YR２／２黒褐色シルト しまりなし。
２ １０YR２／３黒褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ２mm以下）が混じる。
３ １０YR２／２黒褐色シルト しまりなし。１よりやや濃色。
４ １０YR２／３黒褐色シルト しまりなし。２より褐色粘土ブロックの量が多く、より均質。

１
２

３ ４

１ １０YR３／３暗褐色シルト 褐色粘土ブロック（φ５mm以下）がわずかに混じる。
２ １０YR３／３暗褐色シルト しまりなし。褐色粘土ブロック（φ１０mm以下）が混じる。１よりやや暗色。
３ １０YR４／４褐色シルト しまりあり。
４ １０YR３／４暗褐色シルト ２に似るが、１と同程度のしまりあり。
５ １０YR３／３暗褐色シルト １より暗色、褐色粘土ブロック（φ１０mm以下）がわずかに混じる。
６ １０YR３／３暗褐色シルト
７ １０YR３／４暗褐色シルト １に似るが、やや暗色。

C′C

６６．０m １ ６
２３４ ７
５

０ ２m

（S＝１／５０）

図５４ SZ１
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B B′A A′ C C′
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト

２６６．８
m

６６．７
m

６６．８m １ ２１ １
２

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が混じる。

１ １０YR２／３暗褐色シルト 褐色粘土ブ
ロック（φ５mm以下）が混じる。
炭化物のブロック（φ２０mm以下）が
わずかに混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト 褐色粘土ブ
ロック（φ８mm以下）が混じる。

D D′
２

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
暗褐色シルトが不均等に混じる。

２ １０YR３／２暗褐色シルト
しまりあり。

１６６．８m E E′
６６．８m

１

１ １０YR２／３黒褐色シルト
F′F ０ ２m

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト しまりあり。
褐色粘土ブロック（φ５mm以下）が混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト しまりなし。

１６６．７m １

（S＝１／５０）
２

図５５ SZ２・３

図５６ SZ１～３遺物出土位置図
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５ 土坑（図５７・５８）

ここでは、遺物が１５点以上出土した土坑の平面図と断面図を掲載し、それ以外の土坑は頁数の都合

上、土層図のみの掲載とする（平面図は図７５参照）。

SK５１（図５７）

検出状況 F３グリッドで検出した。平面は円形状、断面は逆台形状を呈し、底面は平らである。遺

構の南肩には一段の平坦面がある。

埋土 ２層に分層した。ほぼ水平堆積であるが、上層は北側からの土の流れ込みが確認できた。遺物

は遺構北側の上層と下層の境付近で多く出土し、いずれも横位から斜位であったことから、北側から

の廃棄が想定できる。遺構底面からは、長さ２３㎝の亜角礫が横位で出土した。

１ １０YR２／３極暗色シルト
しまりなし。

２ １０YR３／２黒褐色シルト
しまりなし。

３ １０YR３／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロックがわ
ずかに混じる。

４ １０YR３／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が不均等
に混じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
亜角礫（長さ１５mm以
下）が混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
亜角礫（長さ１５mm以
下）が混じる。

６６．６m

１

６６．７m２
１

SK５１ ４２３

SK８８
０ １m

（S＝１／２０）
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１２

３３ SK１０８
１ １０YR２／３黒褐色シルト しまりなし。

褐色粘土ブロック（φ３mm以下）がわ
ずかに混じる。

２ １０YR２／２黒褐色シルト 褐色粘土ブ
ロック（φ３mm以下）がわずかに混じ
るが１より少ない。

２２
１

６６
．２
m
BB

A A′
６６．２m

１ ２

SK１２３ ０ ２m
１ １０YR２／３黒褐色シルト しまりなし。亜角礫（長さ２０mm以下）が混じる。
２ １０YR３／４暗褐色シルト 亜角礫（長さ２０mm以下）が混じる。
３ １０YR４／４褐色シルト 白色砂がわずかに混じる。しまりなし。

（S＝１／５０）

図５７ 弥生時代の土坑
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出土遺物 弥生土器５４点が出土した。今回出土した遺物の中で、唯一確認できた S字甕や西濃型高

杯がある。

時期 廻間Ⅰ式に併行する土器が出土していることから、弥生時代終末期と考えられる。

SK８８（図５７）

検出状況 E５グリッドで検出した。平面は不定形状、断面は逆台形を呈する。底面は平らで壁面の

立ち上がりは比較的急である。検出時に土器片が環状にみえ、その周囲に掘形埋土を確認した。本遺

構は方形周溝墓である SZ２の周溝を切っており、土器の出土状態から土器棺墓の可能性がある。

埋土 土器内部の埋土は２層に分層した。上下層ともしまりのない土であったが、最下層は灰黄色の

粘性の高い土であった。土器の大きさは直径２７．７㎝、高さ３５．６㎝に復元できる。土器は口縁部を南に

向けて約３０度傾いて設置されていた。土器の上半は細かく割れており、体部も上からの圧力で潰れた

ような状態であった。掘形埋め戻し土は単層で、地山である褐色粘土ブロックを含んでいた。

出土遺物 縄文土器３点、弥生土器１２６点が出土した。弥生土器は甕と高杯（掲載番号１８５・１８６）の

２個体のみである。

時期 廻間Ⅰ式に併行する土器が出土していることから、弥生時代終末期と考えられる。

SK１０８（図５７）

検出状況 C６９グリッドで検出した。平面は不定形状、断面は皿状を呈する。本遺構は弥生時代の掘

立柱建物跡である SH２内に位置している。

埋土 ２層に分層した。上層は皿状の堆積である。

出土遺物 縄文土器１４点、弥生土器１８点が出土した。いずれも小破片である。

時期 柱穴出土の最新の土器様式より、弥生時代後期の山中式に併行する時期と考えられる。

SK１２（図５７）

検出状況 C１～C２グリッドで検出した。平面は不定形状、断面は皿状を呈する。

埋土 ２層に分層した。上層は中央が窪む堆積である。大半の遺物は２層直上から出土している。

出土遺物 弥生土器２８点が出土した。いずれも小破片である。

時期 出土遺物より、弥生時代後期～終末期と考えられる。

その他の土坑として、出土遺物や遺構の重複関係から弥生時代の遺構と判断できる土坑を以下に報

告する。該当する土坑は１７基あり、調査区中央南側の平坦面に多く分布する。平面形は円形状若しく

は楕円形状のものが多く、規模の平均値は長軸０．４７�、短軸０．３７�、深さ０．１８�である。しかし、SK

１８８や SK２９６のように長軸が１�弱の大型土坑や SK１８・８２のように、柱穴の可能性がある土坑も存

在している（図５８）。

６ 溝

ここでは、方形周溝墓を構成する溝以外の溝４条を報告する。大半の遺構埋土は中央が窪む堆積で

１～２層に分層でき、通水の痕跡は確認できなかった。また、出土遺物数は SD９が弥生土器３２点と

やや多いが、他はいずれも１０点以下の小破片である。そのため、遺構の時期は弥生時代後期か終末期

かの識別ができなかった。なお、遺構の位置は図３７を参照されたい。以下、各遺構の検出状況や形態

を中心に記載する。
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SD９（図５８）

D２～D３グリッドで検出した。主軸はほぼ等高線に沿っており、両端は漸移的に消滅する。北西

端がやや屈曲していることから、平面形は L字状であった可能性もある。

SD１３（図５８）

F３～F４グリッドで検出した。主軸はほぼ等高線に沿っており、西端は漸移的に消滅し、東端は SD

１２に切られる。本遺構は単独で機能していたと考えにくく、北側にある柱穴の可能性がある SK４８・

５９や、調査区外の遺構との関連が想定できる。

SD１４（図５８）

C５～C６グリッドで検出した。東西端の立ち上がりが明確であることから、検出した長さで終息

している可能性が高い。SH２の柱穴間に存在し主軸はその梁行に平行するが、関連は不明である。

SD１７（図５８）

B１０～C９グリッドで検出した。主軸はほぼ等高線に直交しており、南端は漸移的に消滅し、北側

は調査区外に延びている。
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図５８ 弥生時代の土坑・溝
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７ 出土遺物（図５９～６１）

SB１（１２４～１５４） １２４～１３９は弥生土器で、１２４～１２７・１３５は甕、１２８～１３１・１３６は壺、１３２～１３４は

鉢、１３７・１３８は器台、１３９は高杯である。１２４は１２５と同一個体の可能性があり、体部下方は内反り気

味に立ち上がる。１２５は底部と体部の接合部分であり、いわゆる擬口縁が明瞭に残り、底部外面には

布目圧痕が残る。１２６は条痕文系の甕であり、底部外面に草本類などの圧痕らしき窪みが残る。１２８・

１２９は広口壺で、１２８は体部外面にはハケ調整のみ確認できるが、ハケ調整後にミガキ調整が施されて

いた可能性が高い。１２９は体部外面に波状文、横線文、列点文を施し、ハケ調整痕が明瞭に残る。な

お、いずれも赤彩は確認できない。１３０は二重口縁壺の頸部とした。突出部に刻みを施し、穿孔の一

部が確認できる。東海地方の土器ではなく、他地域からの搬入品、若しくは模倣品であると思われる。

１３１はパレス壺で、体部外面に櫛による刺突文と、その上下に波状文を施す。文様付近には赤彩の痕

跡が残る。胎土中に多くの礫を含んでおり、当遺跡の壺の中では胎土が悪いものである。１３２～１３４は

直口鉢である。１３３は外面の調整は定かでないが、内面は縦位の板ナデ後、器面を平滑にしている。

１３４は体部内面には横位の幅の狭い板ナデ痕が残る。いずれも他の弥生土器と比べて胎土中の砂礫が

少なく、精選した粘土を使用している。１３６は器壁が薄いため細頸壺の頸部としたが、高杯の脚部の

可能性もある。頸部外面に貝殻による連続刺突文を横位に施す。１３７は小型器台である。手捏ね成形

であり、器壁が厚く、口縁部と底部の歪みが大きい。他の弥生土器と比べて胎土中の砂礫が少なく、

精選した粘土を使用している。１３８は器台としたが高杯の可能性もある。脚端部は上方に突出し、平

坦面を有する。１３９は杯部外面に櫛による波状文を施し、内面上方には煤のような褐色の有機物が付

着している。

１４０～１４４は縄文土器で、１４０～１４３が深鉢、１４４が浅鉢である。１４０は C１a類であり、肥厚部直下に

沈線文を施す。１４２は LRの縄文地に工具 A（B・C）により押引沈線文を施す。１４４は口縁端部直下

に工具 D（E・F）による断面三角形の沈線文を施す。縄文土器はいずれも混入である。

１４５～１５４は石器であり、１４８・１４９・１５１は形態や剥離方法から縄文時代のものと思われる。１４５は有

孔磨製石鏃である。基部はわずかに内彎し、中央付近に表裏面から孔を穿つ。表面は全面研磨してい

るが、裏面は剥片採取時の面が残る。１４６・１４７は磨製石鏃未製品である。１４６は上部が新欠し、下部

は剥片採取時の面が残る。表面及び側縁は研磨しているが、裏面は剥離面まで研磨が及んでおらず、

側縁も未調整である。１４７は磨製石鏃未製品、若しくは磨製石鏃作成時の剥片と思われる。１４５・１４６

と同じ泥岩であり、薄く板状に剥離している。１４８は尖頭器であり、下方は新欠している。全面丁寧

な調整剥離で覆われ、剥離の一単位が大きい。剥離は刃部を作り出すようなものでなく、厚みを減じ

るような深い剥離である。１４９は厚みのあるスクレイパーで、裏面に節理面が残る。刃部の角度は約

６０°である。１５０は石包丁である。片刃で、背部は丸みを帯びている。刃部の断面形は尖り、細かい剥

離を施し、紐部は表裏面から穿つ。刃部付近の擦痕は、表面は刃部に対して垂直、裏面は斜めである

が、成形時のものか使用時のものか判断できない。中央付近で折損しており、折損部に新たな打撃を

加えている。背部にも剥離が認められることから、折損後に再加工しているといえる。１５２～１５４は砥

石である。いずれも小型であるので、手持ち砥石といえる。１５２の砥面数は１面で、擦痕は長軸方向

に対して平行のものと右下がりのものの２方向があり、後者が前者を切る。１５３の砥面数は４面で、

擦痕は基本的に長軸方向に対して平行である。表面中央付近がわずかに緩やかに窪む。１５４の砥面数
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は２面以上で、擦痕方向に規則性はみられない。しかし、右側面には長軸方向に対して水平方向に幅

広の溝状の擦痕が数条ある。石材は１５２・１５３が泥岩で、１５４のみ砂岩である。

SB２（１５５～１６３） いずれも弥生土器である。１５５～１５７は甕、１５８～１６０は壺、１６１～１６３は高杯であ

る。１５５は条痕文系の甕で、体部外面に縦位の櫛条痕を密に施し、下方に炭化物が付着している。１５６は

体部外面に炭化物が付着し、内面に薄い煤状の黒色帯がみられる。１５７は平底で、底径は５．７㎝と小さ

い。体部はやや内反り気味に立ち上がり、外面上方に炭化物が付着している。１５８・１５９はパレス壺で

ある。１５８の底部はわずかに上げ底で、体部外面は全面赤彩を施す。１５９は口縁部外面に凹線が３条巡

り、上面に斜位の刺突文がある。凹線付近に赤彩がわずかに残る。１６１は脚端部が肥厚し、丸く仕上

げられる。穿孔の数は不明だが３方向あるものとして図化した。１６２は１孔１組３穿孔で、脚柱部外

面に縦ミガキを施す。１６３は杯部と口縁部の境が突出し、口縁端部がわずかに肥厚し平坦面を有する。

SB３（１６４～１６６） １６４・１６５は弥生土器甕、１６６は磨製石鏃未製品である。１６５は底部と体部の接合

部分であり、いわゆる擬口縁が明瞭に残っている。１６６は側縁の成形・研磨は成されているが、表裏

面ともに剥片採取時の面が残る。下端部は新欠している。

SH２（１６７・１６８） １６７は弥生土器広口壺であり、口縁端部に凹線の痕跡が残る。

SZ１（１７１～１７４） いずれも弥生土器である。１７２は甕であり、口縁端部に刺突文を施す。１７３は壺

であり、口縁部は直立し、端部に平坦面を有する。外面には３条の凹線を施す。１７４は高杯であり、

杯部と口縁部の境は突出し、口縁端部は大きく外反する。

SZ２（１６９・１７０） １６９は口縁部外面に沈線文があるため壺としたが、鉢の可能性もある。

SZ３（１７７～１７９） いずれも弥生土器である。１７７は甕の脚部片であり、器壁は厚い。１７８は広口壺

で、体部外面に横線文と連続刺突文を施し、内面に黒色有機物が付着している。１７９は高杯で、脚端

部は上方に突出し、沈線文を施す。器壁が薄いため、器台の可能性もある。

SD９（１７５・１７６） いずれも弥生土器である。１７５は条痕文系の甕で、口縁部内面に櫛による連続押

引文、口縁端部に刺突文を施し、口縁部外面は煤が付着している。１７６は壺で、底径は２．１㎝に復原で

きるが、底部と体部の境は不明瞭である。

SK５１（１８３・１８４） いずれも弥生土器である。１８３は高杯で、口縁部内面は肥厚し多条沈線文を施す

が、沈線文は平行しておらずやや稚拙な印象を受ける。また、貝殻による連弧文を沈線文間に施す。

１８４は今回の調査で唯一確認できた S字甕の破片である。脚端部はわずかに肥厚しているが、折り返

しの痕跡は確認できない。

SK６２（１８２） 弥生土器の受口甕としたが、鉢の可能性もある。口縁部は受口状を呈し、端部には平

坦面がある。口縁部外面には斜位の刺突文を施す。

SK８８（１８５・１８６） いずれも弥生土器である。１８５は条痕文系の甕で、底部の器壁は厚く、体部の最

大径は中程より上位にある。口縁部は直線的に開き、端部は尖り気味である。体部外面には炭化物が

流れたような痕跡が残る。１８６は高杯で、器壁が薄く口縁部はわずかに内彎する。

SK１０８（１８０・１８１） いずれも弥生土器である。１８０は壺で、口縁部は受口状を呈し、端部は内傾面

を有する。１８１は高杯で、杯部は椀形を呈し、口縁端部がわずかに肥厚する。

包含層（１８７） 弥生土器で条痕文系の甕である。口縁部外面に横位の粗い条痕、内面に櫛状工具に

よる刺突文を施す。
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SB１（１２４～１４９）
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（S＝２／３）

図５９ 弥生時代の遺構出土遺物（１）
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SB１（１５０～１５４）
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図６０ 弥生時代の遺構出土遺物（２）
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SB３（１６４～１６６） SH２（１６７・１６８） SZ２（１６９・１７０）

１７０
１６９１６４

１６８１６７
１６５

SZ１（１７１～１７４）

１７２１７１

１７３

１６６

０ ５cm １７４

（S＝２／３）
SK８８（１８５・１８６）

SD９（１７５・１７６）

１７５

１７６

SZ３（１７７～１７９）

１７８１７７

１７９

SK１０８（１８０・１８１）

１８０

１８１
SK６２（１８２）

１８２

SK５１（１８３・１８４）

１８５ １８６

包含層（１８７）
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図６１ 弥生時代の遺構・包含層出土遺物
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第５節 縄文時代～弥生時代の遺構と遺物

当遺跡では、近世～近代の遺構埋土と縄文～弥生時代の遺構埋土は明確に異なる。そのため、時代

が特定できる遺構との重複関係がなく、近世～近代の遺構以外で出土遺物がない遺構、ないしは石器

のみが出土している遺構の帰属時期は、縄文時代～弥生時代となる。本節では、そのような遺構を「縄

文時代～弥生時代の遺構」として掲載する。

対象となる遺構は土坑１９６基である（図６２～６８）。調査区中央南側の平坦面に多く、斜面には散在し

ている。平面形は円形状若しくは楕円形状のものが多く、規模の平均値は長軸０．３５�、短軸０．２５�、

深さ０．１７�である。しかし、SK１６・３３のように長軸が１�を超える大型土坑や SK７２・７３・１３８・３１０・

３１１のように柱穴の可能性がある土坑、SK４９・２４６のように底面が平坦で遺構の肩の傾斜が強い土坑

なども存在している。なお遺構図面は、頁数の都合上土層図のみの記載に留める（平面図は図７５参照）。

図６２ 縄文～弥生時代の遺構位置図
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６６．２m２ １１１ １ SK７
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３ １SK５ SK１６SK３２
１ １０YR３／４暗褐色シルト

しまりあり。
亜角礫（長さ１０mm以
下）が混じる。

１ １０YR４／６褐色シルト
しまりなし。亜角礫（長
さ１０mm以下）が混じる。

２ １０YR４／４褐色シルト
しまりあり。亜角礫（長
さ２０mm以下）が混じる。

３ １０YR３／４暗褐色シルト
しまりなし。褐色粘土ブ
ロック（φ３０mm以下）が
混じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
亜角礫（長さ２０mm以下）
が混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
しまりなし。亜角礫（長
さ２０mm以下）が混じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト
炭化物が混じる。

SK１１２

１ １０YR２／３黒褐色シルト
亜角礫（長さ１０mm以
下）が混じる。

２ １０YR４／３にぶい黄褐色
シルト しまりなし。
亜角礫（長さ３０mm以
下）が混じる。
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１
６６．０m６６．１m２ N S ２

NW SESK２６ １６６．２m ２
１ １０YR３／４暗褐色シルト 円礫～亜

角礫（φ１０mm以下）が混じる。
２ １０YR４／４褐色シルト 円礫～亜角
礫（φ１０mm以下）が混じる。

SK３０１６６．６
m

SK２９１ １
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
３mm以下）が混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
角礫（長 さ１５mm以
下）が混じる。

SK１９
１ １０YR３／３暗褐色シルト

しまりなし。褐色粘土（φ
２mm以下）が粒状に混
じる。

２ １０YR４／４褐色粘土 しま
りあり。亜角礫（長さ１０
mm以下）が混じる。

SK２８
１ １０YR３／４暗褐色シルト

亜角礫（長さ３mm以下）が
混じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト

０ ２m

（S＝１／５０）

図６３ 縄文～弥生時代の土坑（１）



第５節 縄文時代～弥生時代の遺構と遺物 ７１
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２ SK４８SK４２SK３３ SK４４２ SK４７
１ １０YR３／４暗褐色シルト
２ １０YR２／３暗褐色シルト
３ １０YR３／３暗褐色シルト

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
８mm以下）が混じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト
しまりなし。褐色粘土ブ
ロック（φ３０mm以下）が混
じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト
２ １０YR４／４褐色シルト

しまりあり。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
２ １０YR３／４暗褐色シルト

しまりなし。
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１１ １１ SK５８ ２SK５４１ SK５０ ２
１ １０YR３／４暗褐色

シルト

２ SK６０
１ １０YR２／２黒褐色シルト 褐

色粘土ブロック（φ５mm
以下）が混じる。

２ １０YR３／３暗褐色シルト 褐
色粘土が不均等に混じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
亜角礫（長さ２０mm）が
混じる。

SK４９
１ ７．５YR２／３黒褐色シルト
２ １０YR３／４暗褐色シルト１ １０YR２／２黒褐色シルト 亜角礫

（長さ３０mm以下）が混じる。
２ １０YR３／３暗褐色シルト 亜角礫
（長さ１０mm）が混じる。
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m １SK６１ １３SK６３ １２SK６４
１ １０YR３／４暗褐色

シルト
１ １０YR２／３黒褐色シルト

亜角礫（長さ２０mm以
下）が混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土が不均等に混
じる。１に近い。

SK６５
１ ７．５YR３／２黒褐色シルト しまりなし。

褐色粘土ブロック（φ１０mm）以下が多
く混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト にぶい黄褐色
粘土が不均等に混じる。

３ １０YR４／４褐色粘土 しまりあり。

２ SK７１
１ １０YR２／３黒褐色シルト

しまりなし。
２ １０YR４／３にぶい黄褐色
シルトW E

６６．６m ４ １ W E
２ ６６．６m W EW E３ W E
SK７２ １１

６６．５m ６６．８m６６．５m ２
１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
２ １０YR３／４暗褐色シルト
１のブロックが不均等に
混じる。しまりややなし。

３ １０YR２／３黒褐色シルト
４ １０YR３／４暗褐色シルト
しまりあり。褐色粘土ブ
ロック（φ１０mm以下）が
混じる。

２
１１１SK７３ SK８３SK７８SK７７

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
２ １０YR４／３にぶい黄褐色シル
ト 黒褐色シルトブロック
（φ２０mm以下）が混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
しまりあり。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ１５
mm以下）が混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１５mm以下）が混じる。
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２ １０YR３／３暗褐色シルト

１ １０YR３／４暗褐色シルト
２ １０YR３／３暗褐色シルト

SK８４
１ １０YR２／３黒褐色シルト SK８７

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
２０～４０mm以下）が 混
じる。しまりあり。

２ １０YR３／４暗褐色シルト

SK８５
１ １０YR２／３黒褐色シルト
２ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土が不均等に混
じる。

３ １０YR３／４暗褐色シルト

１ １０YR２／３黒褐色
シルト 褐色粘
土が不均等に混
じる。
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SK９６２

１ １０YR３／４暗褐色シルト
２ １０YR４／３にぶい黄褐色粘

土 しまりあり。１のブ
ロックが不均等に混じる。
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m
６６．６m ６６．６m２６６．８m １

１ １ SK９５SK９３２SK９１
１ １０YR３／４暗褐色シルト

しまりあり。
１ １０YR３／４暗褐色シルト

しまりあり。
２ １０YR４／４褐色シルト
１のブロック（φ５mm
以下）がわずかに混じ
る。

SK９４
１ １０YR３／４暗褐色シルト

しまりなし。
２ １０YR４／３にぶい黄褐色

シルト しまりあり。

１ １０YR２／３黒褐色シルト W E

６６．７m
１

N SW E１ １
SK９７２６６．８

m
６６．８
m １ １０YR３／４暗褐色シルト

２の ブ ロ ッ ク（φ１０
mm以下）が混じる。

２ １０YR４／３にぶい黄褐色
シルト しまりあり。

SK１００ SK１０１
１ １０YR２／２黒褐色シルト０ ２m

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト

（S＝１／５０）

図６４ 縄文～弥生時代の土坑（２）



７２ 第３章 調査の結果

NW SEW E W E N SW E W E３２ ６６．４m６５．０m ６５．６m ６６．５m６６．０m ６５．９m１ １１ １２ １１ SK１１１
SK１２４

２SK１１０ SK１１５３ SK１１２SK１０９SK１０２
１ １０YR２／３黒褐色シルト

しまりなし。
２ １０YR３／４暗褐色シルト
しまりなし。

１ １０YR２／３黒褐色
シルト 褐色粘
土ブロック（φ
１０mm以 下）が
混じる。

１ １０YR２／３黒褐色
シルト

１ １０YR２／３黒褐色シルト
２ １０YR３／４暗褐色シルト
褐色シルトが不均等に
混じる。

３ １０YR３／３暗褐色シルト
しまりなし。２の土が
一部混じる。

１ １０YR３／２黒褐色シルト
褐色シルトブロック
（φ２０mm以下）が不均
等に混じる。

２ １０YR３／２黒褐色シルト
３ １０YR３／４暗褐色シルト

１ １０YR３／２黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ５mm以
下）が混じる。
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１ SK１２６２２ １ SK１２２SK１１７ １ １０YR２／３黒褐色
シルト

SK１２１SK１１６ １ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。暗褐色シ
ルトブロ ッ ク（φ１５
mm以下）が混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
しまりなし。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土が不均等に混
じる。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
２ １０YR２／２黒褐色シルト
１よりも褐色粘土ブ
ロックが多く混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。暗褐色粘
土のブロ ッ ク（φ１０
mm以下）が混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック

（φ５mm以下）が混じ
る。しまりあり。
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１SK１３９１SK１３４SK１３３ １
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が粒状に
混じる。

SK１４１
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が混じる。

１ １０YR２／２黒褐色
シルト

１ １０YR３／４暗褐色シルトSK１３８ SK１４０
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
３０mm以下）が多量に
混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シル
ト 褐色粘土のブ
ロッ ク（φ５mm以
下）が混じる。
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SK１４８２
１ １０YR２／３黒褐色シルト
２ １０YR３／４暗褐色シルト

しまりあり。

２ SK１４２
１ １０YR２／２黒褐色

シルト
２ １０YR３／４暗褐色
シルト
しまりあり。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
２０mm以下）が混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト

１ １０YR２／３黒褐色シルト
２ １０YR３／４暗褐色シルト

しまりあり。
３ １０YR３／３暗褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
１５mm以下）が混じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト
２ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。
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６６．７m １１１ ２１ １３３SK１５０ １ SK１６４SK１５２ SK１５９２ SK１５１ SK１６１１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１５mm以下）が混じる。

１ １０YR２／３黒褐色
シルト

２ １０YR３／４暗褐色
シルト
しまりなし。

１ １０YR２／２黒褐
色シルト し
まりなし。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が均等に
混じる。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
２ １０YR２／２黒褐色シルト
３の ブ ロ ッ ク（φ２０
mm以下）が不均等に
混じる。

３ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりあり。

１ １０YR３／４暗褐色
と１０YR４／４褐色
が不均等に混じ
るシルト
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１ SK１６６

SK１６７
２ SK１７１２ １２ ２

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
３０mm以下）が混じる。

２ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。

SK１７３SK１７２SK１６８
１ １０YR３／３暗褐色シルト

褐色粘土ブロックが混
じる。

２ １０YR４／４褐色粘土
しまりあり。褐色粘土
が不均等に混じる。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ１０mm以
下）が混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
２ １０YR３／４暗褐色シルト

しまりなし。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が混じる。

２ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりあり。

０ ２m

（S＝１／５０）

図６５ 縄文～弥生時代の土坑（３）



第５節 縄文時代～弥生時代の遺構と遺物 ７３
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１ ３ ６６．０m６５．５m ６６．３m６６．２m６５．２m １ １ １１ SK１９１SK１７５ ２SK１７８２ SK１８６ ２
１ １０YR２／３黒褐色シルト

しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ５mm以
下）が混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
しまりあり。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ３mm以
下）が粒状に混じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト

１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
２mm以下）が粒状に
わずかに混じる。

３
SK１８７

１ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ１０mm以
下）が混じる。

２ ７．５YR３／２黒褐色シル
トしまりなし。褐色粘
土ブロック（φ１５mm
以下）が混じる。

３ ７．５YR３／２黒褐色シル
ト褐色粘土ブロック
（φ１５mm以下）がさら
に多く均等に混じる。
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１ １０YR２／２黒褐色シルト
２ １０YR３／４暗褐色粘土
しまりあり。

１
１ １０YR２／２黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロックがわ
ずかに混じる。

２ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が１よ り
多く均等に混じる。

３ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
３０mm以下）が多量に
混じる。

SK２０８
１ １０YR３／３暗褐色シルト

N S W ENW SE６６．６m ２ １６６．３m２２ ６６．７m１ SK２１６
SK２１７

３３ １

SK２０４ SK２０９１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が不均等
に混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が不均等
に混じる。１よりやや
多い。

３ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりあり。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
２０mm以下）が混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
褐色粘土が不均等に混
じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

W E

６６．７
m

W E１
６６．７m

１
SK２１２ SK２１４

１ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりあり。褐色粘土
ブロック（φ５mm以
下）が混じる。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が混じる。

W E N S W EW ENW SE １
１ ６６．７

m
６６．６m ６６．７

m
１６６．７m ６６．６m ２ SK２２９１ SK２２７１

１ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。

２ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。

２ SK２２１SK２１８ １ １０YR３／３暗褐色シルトSK２２０
１ １０YR２／２黒褐色シルト
２ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土が不均等に混
じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
１ １０YR２／３黒褐色シルト

しまりなし。

W EW EN SW E N S
２１ ６５．３m ６５．１m ６５．６m１ １６６．８

m
６５．１m １ １

SK２３５ SK２３６SK２３１ SK２３７ SK２４２
１ １０YR３／３暗褐色粘土し

まりなし。
２ １０YR２／２黒褐色シルト

１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土が不均等に混
じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりあり。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が混じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ１５mm以
下）が混じる。

W E N S WS EN W EN S１ １１２３ ６５．３
m

６５．３m６５．３
m

６５．３
m

６５．５
m

１１ SK２４６ SK２４７ SK２４８SK２４４２ SK２４５
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
８mm以下）が混じる。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
８mm以下）が混じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１５mm以下）が混じる。

２ １０YR４／４褐色粘土
しまりあり。

３ ２．５Y４／４オリーブ褐色
シルト しまりなし。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

０ ２m

（S＝１／５０）
図６６ 縄文～弥生時代の土坑（４）



７４ 第３章 調査の結果

W E SW NE SW NEW E W E
１２ ３ １ ６６．６

m
６６．２m ６６．１m ６６．６

m
６６．３m１ １１SK２５７SK２５０ SK２６０２ ２

１ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。

２ １０YR３／２黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ５mm以
下）が不均等に混じる。

SK２５８
１ １０YR２／３黒褐色シルト

しまりなし。褐色粘土
が不均等に混じる。

SK２６２
１ １０YR２／３黒褐色シルト

しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ１０mm以
下）が混じる。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）がわずか
に混じる。

２ １０YR３／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１５mm以下）が混じる。

３ １０YR３／３黒褐色シルト
しまりなし。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
８mm以下）が混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト

N S SW NE SW NE W E
１１ ６６．６m２ ６６．３

m
６６．３
m

６６．６m
１SK２６９１４ １ SK２７０１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
２０mm以下）が混じる。

W E３SK２６６ SK２６３３
１ １０YR２／３黒褐色シルト

暗褐色シルトが均等に
斑状に混じる。褐色粘
土ブロック（φ３mm
以下）が混じる。

１ ２
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
３mm以下）がわずか
に混じる。

２ １０YR３／３暗褐色シルト
３ １０YR３／４暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）がわずか
に混じる。

４ １０YR３／３暗褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
が不均等にわずかに混
じる。樹木根のあと
か？

６６．６
m

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

SK２６８
１ １０YR２／２黒褐色シルト

褐色粘土（φ５mm以
下）が混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
N S

１
６４．６
mW E

SK２８２２１６６．３m W E W E１
１ １０YR２／２黒褐色シルト

しまりなし。
２ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロックが混
じる。しまりなし。

SK２７１ １

１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
３mm以下）が粒状に
混じる。

６６．２m ６６．２m SK２７４SK２７３
１ １０YR２／２黒褐色シルト１ １０YR３／３暗褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

N S
３６５．７

m １
N S W E SW NE NW SE ２

１６５．７m ６６．２m６５．５m ６５．１m SK２９１１１
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が混じる。

２ 褐色シルトと黒褐色シ
ルトが半々に混じる

３ １０YR４／４褐色シルトし
まりあり。黒褐色シル
トブロック（φ１０mm
以下）が混じる。

１ ２２SK２８９SK２８６
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が混じる。

SK２９０２ SK２８７１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
３０mm以下）が多く混
じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）がわずか
に混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
３mm以下）が粒状に
混じる。

２ １０YR４／４褐色シルト褐
色粘土ブロック（φ１０
mm以下）が混じる。

NW SEW E W E NW SEW E
６５．９m ６５．９m６６．１m ６５．９m ６５．９m１ ２ １

１２１ １３３ ２ SK３０６
SK３０７

SK３０５SK３０３２ SK３００ ２
１ １０YR２／３黒褐色シルト
２ １０YR３／３暗褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
１５mm以下）が混じる。

SK３０８１ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。

２ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりあり。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が混じる。

２ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１５mm以下）が混じる。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
３０mm以下）が多く混
じる。

３ １０YR４／４褐色シルト

１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
３mm以下）が混じる。

２ １０YR４／４褐色シルトし
まりあり。暗褐色粘土
ブロック（φ１０mm以
下）が混じる。

SW NEW EN S W E W E １２１ １６６．２m６６．１m １ ６６．３m６６．２m６６．３m SK３１４
２

１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土（φ３mm以
下）が混じる。

２ １０YR４／４褐色シルト
１がφ３mm以下のブ
ロックで混じる。

SK３１６１SK３０９２
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
３０mm以下）が粒状に
混じる。

１ １０YR３／４暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
３mm以下）が混じる。

２ １０YR４／４褐色シルト
１が不均等に混じる。

SK３１１
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土（φ２mm以
下）が粒状にわずかに
混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
しまりあり。

SK３１０
１ １０YR３／３暗褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
１５mm以下）が混じる。

０ ２m

（S＝１／５０）

図６７ 縄文～弥生時代の土坑（５）



第５節 縄文時代～弥生時代の遺構と遺物 ７５

W E W EW E W EW E
１

６６．２m ６６．５
m

６５．４m ６５．３m６６．２m１ １１
SK３２０ １

SK３１８２ SK３２３ ２ SK３２４SK３１９ １ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が混じる。

２

１ １０YR３／３暗褐色シルト
２ １０YR４／４褐色シルト
１がφ１５mm以下のブ
ロックで不均等に混じ
る。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

２ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土が不均等に混
じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

２ １０YR４／４褐色シルト暗
褐色粘土ブロック（φ
２０mm以下）が混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）がわずか
に混じる。

N S N S W E N S W E
２ ２１６５．７m １３ ６６．０m６５．０m ６６．２

m
６５．７m１

１SK３２８SK３２７ １
SK３２５ SK３３１１ １０YR３／３暗褐色シルト

２
１ １０YR３／３暗褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ３
mm以下）が混じる。

２ １０YR４／４褐色シルト
１のブロック（φ５mm
以下）が混じる。

SK３３０２
１ １０YR３／３暗褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

２ １０YR５／４にぶい黄褐色
シルト しまりあり。

３ １０YR４／３にぶい黄褐色
粘土 一部砂が混じ
る。しまりなし。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）がわずか
に混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）がわずか
に混じる。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
暗褐色粘土が不均等に
混じる。

２ １０YR４／４褐色シルトし
まりあり。１が不均等
に混じる。

W E W E N SW E１２ １ １
６６．２
m

６６．１
m

６６．１
m

６６．２
m

１
３ SK３３３

SK３３４
SK３３２ SK３３６２ SK３３５２

１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

２ １０YR４／４褐色シルトし
まりあり。

１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１５mm以下）が混じる。

１ １０YR３／２黒褐色シルト
しまりなし。

２ １０YR４／４褐色シルト
黒褐色シルトブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト 褐色粘土
ブロック（φ１５mm以下）が混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト 褐色粘土
ブロック（φ１０mm以下）が混じる。

３ １０YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土
ブロック（φ２５mm以下）が混じる。

W ESW NE W E W EW E １３３１ １６６．０m ６５．３m２ ６５．２m６５．２
m

４ ６５．２
m

１SK３５２ １２SK３３７
SK３３８ １ １０YR３／３暗褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

SK３５４SK３５３
SK３５０

１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
９mm以下）が混じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ１０
mm以下）が混じる。

２ １０YR４／４褐色シルト
１のブロック（φ５mm
以下）が混じる。

３ １０YR３／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ５
mm以下）が混じる。

４ １０YR４／４褐色シルト
暗褐色シルトブロック
（φ５mm以下）が混じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
１ １０YR３／３暗褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が混じる。

２ １０YR２／２黒褐色シルト
しまりなし。１のブ
ロック（φ１５mm以下）
が混じる。

W E W EW E
１ ６５．３m６５．７

m
６５．３m

１SK３６０ １ ２ SK３６２
１ １０YR３／２黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

SK３６１
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）がわずか
に混じる。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）がわずか
に混じる。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

W E１

６５．２m
SK３５８２

W E １ １０YR２／２黒褐色シルト
暗褐色シルトブロック
（φ１０mm以下）が混じ
る。

２ １０YR３／４暗褐色シルト
褐色粘土が不均等に半
分ほど混じる。

２
６５．０
m １ NW SESK３５５

SK３５６
N S

６５．３m６５．３m
１ １０YR３／３暗褐色シルト
２ １０YR３／４暗褐色シルト

１ SK３６３
SK３６４

１
２２２

SK３６７
１ １０YR２／３黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が混じる。

２ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土が不均等に混
じる。

１ １０YR２／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）がわずか
に混じる。

２ １０YR４／４褐色シルトし
まりあり。

SW NESW NE
６５．３m６５．３m

１
１SK３６８

SK３６９１ １０YR２／３黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が混じる。

１ １０YR３／３黒褐色シルト ０ ２m

（S＝１／５０）

図６８ 縄文～弥生時代の土坑（６）
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出土遺物（図６９）

いずれも石器である。

SK５（１８８） 石鏃である。基部は直線的で、全体形は三角形を呈し、先端が欠落している。裏面に

自然面が残るが、他は全面調整剥離を施す。

SK２７２（１８９） UFである。表面右側縁から下面にかけて自然面が残り、下端は直線的で細かい剥離

を施す。

SK３３２（１９０） 石錘である。小円礫を素材とし、上端には表裏面より１回の剥離を施して紐掛け部

を作り出している。下方は欠落している。

包含層（１９１～１９４） １９１・１９２は RF、１９３・１９４は打製石斧である。１９３は表面に自然面が残り、裏面

は調整剥離を施す。形態から打製石斧としたが、表面右側縁に表裏から細かい剥離を施すことから、

直縁刃石器の可能性もある。１９４は表面に自然面が残り、裏面は調整剥離を施す。刃部に細かい剥離

があることから打製石斧としたが、他の打製石斧よりも軽く、表面左側縁は直線的で表裏から細かい

剥離を施すことから、１９３と同様に直縁刃石器の可能性もある。

SK５（１８８） SK２７２（１８９）

１８８
１８９

SK３３２（１９０）

包含層（１９１～１９４）

１９２

１９０ １９１

０ ５cm

（S＝２／３）

１９４

１９３

０ ５cm

（S＝１／２）

図６９ 縄文～弥生時代の遺構・包含層出土遺物
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第６節 近世～近代の遺構と遺物

近世～近代の遺構として、土坑５６基、溝８条を検出した。その分布は調査区中央付近の平坦面とそ

の縁辺部に多く、斜面には少ない（図７０）。遺構の性格として大きく４つに分類できる。

一つは土地を区画するように方形に巡る３条の溝（SD８・１０・１２・１５・１６・１８）である。これら

のうち SD１０・１５は、調査前において平坦面と斜面の境にある段としてすでに認められていたことか

ら、近年の掘削に伴うものと思われ、遺物は明治時代以降の磁器が出土している。その他の溝は、SD

１０・１５にほぼ平行することから耕作などに伴う溝の可能性がある。しかし、出土遺物がないことから

細かい時期は特定できず、明治時代の地籍図にも地割りとして表記されていない。

一つは平坦面の縁辺部に展開する長方形の土坑群である。これらは美濃加茂市野笹遺跡などで多数

検出されており、その性格として芋穴などの用途が想定されている（�岐阜県文化財保護センター

２０００）。当遺跡のものは、長辺の長さは規則性がないが、短辺はいずれも約０．７０～０．８０�にまとまっ

ている。また、主軸は大半が等高線に沿っている。

一つは平坦面に多く分布する直径約０．３�の小穴群である。出土遺物がほとんどなく、その性格は

不明である。

最後に E１０グリッドで検出した SK３４４がある。一辺約０．９�の隅丸方形を呈する土坑であり、埋土

上層に礫が詰められていた。上層は礫の特徴により上・中・下段に分かれる。上段は比較的大型の礫

とレンガ、中段は上段より小型の礫、下段はやや丸みを帯びた大型の礫がそれぞれ主体であり、大半

は川原石が使用されていた。下層は地山であるⅢ層に近い土質・色調であり、掘形掘削後にすぐに埋

めた可能性がある。遺物は金属製品やレンガなどが出土しているが、陶磁器類は全く出土していない。

なお、遺構の性格として墓などが想定できるが、詳細は不明である。

なお、近世～近代の遺物は江戸時代末（１９世紀前葉～中葉）のものと、明治時代以降のものに分か

れる。出土量は後者の方が多い。その分布は SD１０・１５以南、つまり調査区の平坦面ではほとんど遺

物がみられず、大半は平坦面縁辺部の土坑からの出土である。平坦面は近年まで畑地として使用され

ていたことから、耕作地には遺物の廃棄が少なく縁辺部に捨てていたと思われる。

図７０ 近世～近代の遺構位置図



７８ 第３章 調査の結果

N SN S N SN S
６６．１m１ ６６．４m６６．０m ６６．１m

１２１ SK９ SK１４１
SK９ １ １０YR３／３暗褐色シルト

しまりなし。褐色粘土
（φ２mm以下）が粒状
に混じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ４０mm以
下）が混じる。

１ １０YR３／３暗褐色シルト しまりな
し。褐色粘土（φ２mm以下）が粒状
に混じる。

２ １０YR４／４褐色粘土 しまりあり。亜
角礫（長さ１０mm以下）が混じる。

SK１３
１ １０YR３／４暗褐色シルト

しまりなし。褐色粘土ブロック
（φ３０mm以下）が多く混じる。

N SW E N S N S
１ １

６６．５
m

６６．２m ６６．２
m

６５．３m１ SK４１１
SK２３ １２

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土ブロッ
ク（φ５mm以下）が混じる。
炭化物（φ８mm以下）が粒
状に混じる。

SK３４
１ １０YR３／４暗褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ
１０mm以下）が混じる。

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト しまりなし。
褐色粘土ブロック（φ１０mm以下）が混
じる。炭化物（φ１０mm以下）が多く混
じる。

SK５２
１ ７．５YR３／２黒褐色シルト しまり

なし。褐色粘土ブロック（φ１０
mm以下）と亜角礫（長さ１０mm
以下）がわずかに混じる。

２ ７．５YR２／２黒褐色シルト 褐色粘
土が混じる。

N S W EN SN S １

６５．７m６６．３m ６６．４
m

２６５．７m １１ SK５６
SK５７ N S１ SK６８SK５３ １ ７．５YR３／２黒褐色シルト

しまりなし。
２ １０YR３／４暗褐色シルト

黒褐色シルトが中央付
近に混じる。

SK５５ ６５．７m
１ ７．５YR３／２黒褐色シルト

しまりなし。褐色粘土
ブ ロ ッ ク（φ２０mm以
下）が混じる。

１ ７．５YR２／３黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
ブ ロ ッ ク（φ５０mm以
下）が混じる。

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
亜角礫（長さ８mm以下）
が混じる。

１

SK６９
１ ７．５YR３／２黒褐色シルト しまりなし。褐

色粘土ブロック（φ３０mm以下）が混じる。

W E W EW E NE SW N S
６６．４
m

１ ６６．６m６６．５m ６６．６m ６６．５
m

１ １１ ２１ SK９２SK７０ SK７６SK７５
１ ７．５YR３／２黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ３０
mm以下）が混じる。

２ １０YR４／４褐色粘土
１のブロックが不均等
に混じる。

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ１０
mm以下）が不均等に混
じる。

SK７４２
１ ７．５YR３／２黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ１０
mm以下）が混じる。

１ ７．５YR２／３極暗色シルト 褐色粘土
ブロック（φ５mm以下）が混じる。

２ ７．５YR２／３黒褐色シルト 褐色粘土
ブロック（φ１０mm以下）が混じる。

N S W E W EN S W E
６６．３m６６．４

m
６６．４
m

６８．５m ６５．５
m

１１１ SK１１４２ １SK１１３
１ ７．５YR３／２黒褐色

シルト しまり
なし。

２１ SK１０４ SK１１９１ ７．５YR３／２黒褐色シ
ルト 褐色粘土ブ
ロック（φ１０mm以
下）が混じる。

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト しま
りなし。褐色粘土ブロック（φ
５mm以下）が混じる。

２ ７．５YR３／２黒褐色シルト しま
りなし。褐色粘土ブロック（φ
６０mm以下）が多量に混じる。

１ ７．５YR２／３極暗色シルトしま
りなし。褐色粘土ブロック
（φ３０mm以下）が混じる。

２ ７．５YR３／２黒褐色シルトしま
りあり。

SK１０３
１ ７．５YR２／３黒褐色シルト

しまりなし。褐色粘土の
ブロック（φ８mm以下）
が混じる。

N S N SN S W E W EW E １
１ １ ６６．７

m
６６．４
m

６６．２m６６．４
m

６６６６．．４４mm６６．６m １１
SK１５４SK１２７２ １SK１３２２ SK１３０

１ ７．５YR３／２黒褐色
シルト しまり
なし。

１ ７．５YR３／２黒褐色
シルト

２ １０YR３／４暗褐色
シルト

SK１３５
１ ７．５YR３／２黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ３
mm以下）が粒状に混じ
る。

SK１２３
１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
２ ７．５YR４／４褐色シルト

しまりあり。

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
褐色粘土が不均等に混
じる。

１ ７．５YR３／２黒褐色シル
ト 褐色粘土が一部
不均等に混じる。

W E
１６６．６m ２N S N S W EW EW E

SK１５８６６．７m ６６．６
m

６６．６m ６６．８
m

６６．８
m

１ １１
１ ７．５YR３／２黒褐色シ

ルト 褐色粘土ブ
ロッ ク（φ１０mm以
下）が混じる。

２ １０YR４／４褐色粘土し
まりあり。１の土が
不均等に混じる。

１１ SK１６９SK１５６ SK１７０SK１５５ ２
１ ７．５YR３／２黒褐色

シルト しまり
あり。長さ５～
１０mmの亜角礫
が混じる。

SK１６３
１ ７．５YR３／２黒褐色

シルト しまり
なし。

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
しまりなし。

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
しまりなし。

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ２０
mm以下）が混じる。

２ １０YR４／４褐色シルト
しまりあり。

０ ２m

（S＝１／５０）
図７１ 近世～近代の土坑
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N S N SW E W E N S
１６５．６m６５．０m ６５．６m６６．７m ６６．２m１２ ３３ １ SK１８３ １２１ SK１８２ ２SK１８１

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ１５mm以下）
が混じる。

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ１０mm以下）
が混じる。

SK１５７ SK１９７１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ５mm以下）
が混じる。

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
しまりなし。細かい植物
の根が混じる。

２ ７．５YR３／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ１０
mm以下）が混じる。

３ １０YR３／４暗褐色粘土
しまりあり。２が不均等
に混じる。

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト しまりな
し。褐色粘土ブロック（φ４０mm以下）
が不均等に混じる。

２ １０YR２／２黒褐色シルト しまりなし。

SW NE
N S W EW E６６．７

m ２ ６６．６m１ ６６．６m６６．６m １ １SK２０６
SK２１５

１３
２ ３ SK２１９２SK２１３ SK２２６

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ５mm
以下）が不均等に混じる。

２ １０YR２／３黒褐色シルト
しまりあり。

３ １０YR３／４暗褐色シルト
しまりあり。褐色粘土ブロッ
ク（φ５mm以下）が混じる。

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
２ １０YR３／４暗褐色シルト

W E
１ １０YR２／３黒褐色シルト
２ １０YR３／４暗褐色シルト
３ １０YR２／３黒褐色シルト

しまりなし

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト２
６６．７
m

１

SK２０５
１ ７．５YR３／２黒褐色シルト

しまりあり。
２ ７．５YR褐色シルト
しまりあり。

W E NE SW N SW E
１ １６６．７

m
６６．８m ６５．５m

２１SK２２８２ SK３６６SK２３０
１ ７．５YR３／２黒褐色シルト

しまりなし。
２ １０YR３／４暗褐色シルト

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ３０
mm以下）が多量に混じる。
炭化物（φ５mm以下）が上
部に混じる。

２ ７．５YR３／２黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土ブ
ロック（φ５mm以下）が粒
状に細かく混じる。

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ５
～２０mm）が混じる。

NE SW
６５．５m N S１

SK３６５ ６５．９m
１ ７．５YR３／２黒褐色シルト

しまりなし。褐色粘土ブ
ロック（φ５mm以下）が
粒状に細かく混じる。

W E W E １
１６６．２m６６．５m １

１１ SD１１
１ ７．５YR３／２黒褐色シルト

しまりなし。

２２ SD１０
１ １０YR３／３暗褐色シルト

しまりなし。
２ １０YR３／４暗褐色シルト
粘性あり。

SK３４４W E
１ １０YR３／４暗褐色シルト しまりなし。
２ １０YR４／４褐色シルト しまりなし。

１２６６．１
m １

３
４ SD８

SK３２
０ １m

W E N S
１ ７．５YR黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ
３mm以下）が多く粒
状に混じる。

２ １０YR２／３黒褐色粘土
しまりあり。

３ １０YR４／３にぶい黄褐色
シルト

４ １０YR４／４褐色粘土 し
まりあり。亜角礫（長
さ３mm以下）がわず
かに混じる。

１６６．７m （SK３４４のみ S＝１／２０）６６．５m １
SD１５

２
１ ７．５YR３／２黒褐色シルト

しまりなし。褐色粘土
ブ ロ ッ ク（φ１０mm以
下）が密に混じる。

SD１０ N S
１ １０YR３／３暗褐色シルト

しまりなし。
２ １０YR３／４暗褐色シルト
１より粘性あり。

６５．５m
２ １

SD１５
１ ７．５YR３／２黒褐色シルト しまりなし。褐色

粘土ブロック（φ１０mm）以下が多く混じる。
２ １０YR４／４褐色粘土 しまりあり。

N S
６６．７m ２２

１
N S SD１６１ N SN SN S

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
２ １０YR３／３暗褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ８mm
以下）が不均等に混じる。

６６．７
m ６６．４m６６．４m ６６．０mSD１６ １１２ SD１８

SK２６７１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
しまりなし。

１ SD１９SD１８
１ ７．５YR３／２黒褐色シルト

褐色粘土ブロック（φ１０
mm以下）が混じる。

２ ７．５YR３／２黒褐色シルト
しまりあり。

１ ７．５YR黒褐色シルト
しまりなし。褐色粘土
ブロック（φ３mm以
下）が粒状に混じる。

１ ７．５YR３／２黒褐色シルト
褐色粘土ブロック（φ３
mm以下）が混じる。

０ ２m

（S＝１／５０）

図７２ 近世～近代の土坑・溝
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出土遺物（図７３）

近世～近代に属する遺物以外は、すべて混入である。

SK９（１９５・１９６） いずれも瀬戸美濃産である。１９５は練鉢であり、口縁部が外折する。１９６は土瓶

であるが、底部外面には煤が付着していない。

SK１４（１９７） 縄文土器深鉢であり、口縁部の折り返し幅は薄い。

SK３８（１９９） 瀬戸美濃産の擂鉢である。口縁端部上面は丸く、同側面には１条の沈線文が巡る。

SK１１４（１９８） 縄文土器の底部破片である。

SK１９７（２００・２０１） ２００は縄文土器深鉢 B類である。隆帯で区画文を配し、その内側に工具 A（B・

C）による沈線文と条線を施す。２０１は弥生土器で、条痕文系の内傾口縁壺とした。口縁端部に約１

㎝の平坦面を有し、端部内側はわずかに肥厚する。

SK２０５（２０２） 縄文土器深鉢 A３で、口縁端部に工具 A（B）による押引沈線文、その直下に粘土紐

による格子目文を施す。

観察表凡例（表９～２５）

遺構一覧表（表９～１５）のうち、主軸方位は遺構の長軸が短軸の１．３倍以上の遺構について掲載し

た。平面形、底部断面、堆積状況は図８の分類に従った。規模（長軸・短軸・深さ）のうち、カッコ

を付した数値は残存値を示す。切り合いは「A＞B」の場合、Aの遺構が Bの遺構を切ることを示す。

出土遺物一覧表（表１６・１７）の数値は、接合前の破片数を示す。

遺物観察表（表１８～２５）の法量（口径・底径・器高）のうち、カッコを付した数値は推定値を示す。

なお、石器の法量は上段より長さ・幅・厚さを示す。

SK９（１９５～１９６） SK１４（１９７） SK１１４（１９８）

１９７１９５ １９６

SK３８（１９９） １９８

１９９

SK１９７（２００・２０１） SK２０５（２０２）

０ １０cm
２０１

（S＝１／３）２０２

２００

図７３ 近世～近代の遺構出土遺物
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遺構番号 区画 時 期 平面
形

底部
形態

堆積
状況

長軸
（m）

短軸
（m）

深さ
（m）

主軸
方位 切り合い 挿図

番号
図版
番号 旧遺構名 備 考

SB１ B６ 弥生 c B ２ ６．００ （５．００）０．２２ N０° ＜SK１０３ ４０～４３ ４ S００１
SB２ D４ 弥生 c B ２ ６．２３ （５．２５）０．０２ N０° ＞P４４．＜SK５５，SD１０・１１ ４４～４７ ４ S４０９／４３２
SB３ D２ 弥生 c B ２ （４．３０）（４．００）０．０９ N２７°W ＜SK２０ ４８・４９ ４ S０４６
SB４ B１ 縄文 c B ２ （５．８０）（５．２０）０．０７ N２７°W ＜SK２ ２１～２３ ２ S０３５
SH１ D４ 弥生 ― ― ― ４．４４ ４．００ ― N６０°W ５０・５１ ４
SH２ C６ 弥生 ― ― ― ４．８０ ３．００ ― N０° ５１・５２ ４
SH３ C６ 縄文 ― ― ― ４．８１ ４．２１ ― N６０°W ２４～２６ ３
SA１ E８ 弥生 ― ― ― （８．８０） ― ― N２４°E ５３
SZ１ E１０ 弥生 ― ― ― ― ― ― N５７°W ５４・５６ ５
SZ２ E６ 弥生 ― ― ― ― ― ― N１０°W ５５・５６ ５
SZ３ E４ 弥生 ― ― ― ５．２０ ― ― N０° ５５・５６ ５
P１ B６ 弥生 b B １ ０．３０ ０．２６ ０．３０ ４０～４３ S４８７ SB１内
P２ B６ 弥生 b B １ ０．３４ ０．２９ ０．４４ ４０～４３ S４８８ SB１内
P３ A６ 弥生 b B ２ ０．２１ ０．２０ ０．２７ ４０～４３ S４９０ SB１内
P４ A６ 弥生 b B １ ０．２３ ０．１７ ０．２６ N２１°E ４０～４３ S４９１ SB１内
P５ B６ 弥生 d A ３ ０．１９ ０．１９ ０．０６ ４０～４３ S４８９ SB１内
P６ A６ 弥生 b A ３ ０．１７ ０．１４ ０．０３ ４０～４３ S４９２ SB１内
P７ A６ 弥生 b C ２ ０．２７ ０．２０ ０．１３ N８９°E ４０～４３ S４９３ SB１内
P８ C４ 弥生 b A ４ ０．３３ ０．２０ ０．４９ N７７°W ４４～４７ S４１２ SB２内
P９ D４ 弥生 b A １ ０．２４ ０．２２ ０．４２ ４４～４７ S４２５ SB２内
P１０ C４ 弥生 d B １ ０．２２ ０．２２ ０．３４ ４４～４７ S４２７ SB２内
P１１ D４ 弥生 b A ３ ０．３７ ０．２３ ０．２９ N２１°W ４４～４７ S５０５ SB２内
P１２ D４ 弥生 b A ３ （０．３６） ０．３５ ０．１２ ４４～４７ S５１５ SB２内
P１３ D２ 弥生 d A ３ ０．７０ ０．６０ ０．２０ ４８・４９ S０５２ SB３内
P１４ D２ 弥生 b B ３ ０．３２ ０．２５ ０．４４ ４８・４９ S０５４ SB３内
P１５ D２ 弥生 a B １ ０．２５ ０．２５ ０．２９ ＜SD９ ４８・４９ S５１７ SB３内
P１６ C２ 弥生 a B １ ０．２３ ０．２３ ０．３２ ４８・４９ S５１８ SB３内
P１７ C２ 弥生 b B １ ０．３８ ０．２２ ０．２９ N１１°E ４８・４９ S５１９ SB３内
P１８ D２ 弥生 b B ２ ０．８８ ０．６０ ０．３８ N６１°E ４８・４９ S５２３ SB３内
P１９ D２ 弥生 b A １ ０．３７ ０．３０ ０．１９ ４８・４９ S５２４ SB３内
P２０ D２ 弥生 d A ３ ０．６０ ０．６０ ０．３２ ４８・４９ S５２７ SB３内
P２１ D２ 弥生 b A １ ０．３４ ０．３１ ０．２２ ４８・４９ S５２９ SB３内
P２２ D２ 弥生 b B ３ （０．３２） ０．３０ ０．０８ ４８・４９ S５３０ SB３内
P２３ D２ 弥生 b A ３ ０．６４ （０．４２）０．１２ N３０°W ４８・４９ S５３１ SB３内
P２４ B１ 縄文 b B １ ０．８７ ０．６０ ０．２７ N１°E ＜P２５ ２１～２３ S５３２ SB４内
P２５ B１ 縄文 b B １ ０．７６ ０．７２ ０．２２ ＞P２４ ２１～２３ S５３３ SB４内
P２６ A１ 縄文 d A ５ ０．６５ ０．５９ ０．４３ ２１～２３ S５５１ SB４内
P２７ B１ 縄文 b B ３ ０．６３ ０．３９ ０．１０ N８９°W ＜SK２３ ２１～２３ S５５４ SB４内
P２８ B１ 縄文 b B ２ １．００ ０．６３ ０．４６ N２°W ２１～２３ S５５８ SB４内
P２９ B１ 縄文 b A ２ １．１０ ０．７２ ０．２７ N２５°W ２１～２３ S５５９ SB４内
P３０ B１ 縄文 b B １ ０．６９ ０．４９ ０．１２ N４２°E ２１～２３ S５６０ SB４内
P３１ B１ 縄文 b B ４ ０．５４ ０．５１ ０．２９ ２１～２３ S５６１ SB４内
P３２ B１ 縄文 b A １ ０．５２ ０．４０ ０．１９ N８９°E ２１～２３ S５６２ SB４内
P３３ B１ 縄文 a B １ ０．３４ ０．３１ ０．１１ ２１～２３ S５６３ SB４内
P３４ B１ 縄文 a A １ ０．３９ ０．３７ ０．２４ ２１～２３ S５６４ SB４内
P３５ B１ 縄文 d A １ ０．９９ ０．５３ ０．３４ ２１～２３ S５６５ SB４内
P３６ B１ 縄文 b A ４ ０．９０ ０．４５ ０．４４ N４２°E ２１～２３ S５６８ SB４内
P３７ B１ 縄文 a B ５ ０．４０ ０．３０ ０．２９ ２１～２３ S５６９ SB４内
P３８ E４ 弥生 b B ２ ０．３７ ０．３３ ０．４２ ５０・５１ S４２０ SH１内
P３９ E４ 弥生 a A ５ ０．３４ ０．３０ ０．４６ ５０・５１ S３７９ SH１内
P４０ E５ 弥生 a A １ ０．３４ ０．３２ ０．４３ ５０・５１ S３７６ SH１内
P４１ E５ 弥生 b B １ ０．２９ ０．２２ ０．５１ N１６°W ５０・５１ S３８１ SH１内
P４２ E５ 弥生 a A ５ ０．３０ ０．２９ ０．３６ ５０・５１ S３８９ SH１内
P４３ D５ 弥生 a A ３ ０．２９ ０．２６ ０．２７ ＜SD１２ ５０・５１ S４６６ SH１内
P４４ D４ 弥生 d B ３ ０．２７ ０．２５ ０．１１ ＜SB２ ５０・５１ S５１１ SH１内
P４５ C６ 弥生 a B ２ ０．２３ ０．２２ ０．２３ ５１・５２ S３５０ SH２内
P４６ C６ 弥生 b B １ ０．２４ ０．１３ ０．２９ N６５°W ５１・５２ S４４７ SH２内
P４７ D６ 弥生 b B ４ ０．２７ ０．２２ ０．３７ ＞P５９ ５１・５２ S４６３ SH２内
P４８ D６ 弥生 a B ３ ０．２６ ０．２６ ０．４４ ５１・５２ S３３６ SH２内
P４９ C６ 弥生 d B １ ０．２１ ０．２０ ０．３３ ５１・５２ S３４３ SH２内
P５０ C６ 弥生 d A ５ ０．９３ ０．８０ ０．２９ ＜SD１５ ５１・５２ S３４９ SH２内
P５１ D５ 縄文 b B ３ ０．９７ ０．６４ ０．８２ N２８°E ２４～２６ ３ S４０３ SH３内
P５２ D６ 縄文 b B ４ ０．８２ ０．４１ ０．７７ N１１°E ＜SK１３１・１３８ ２４～２６ S３２３ SH３内
P５３ E６ 縄文 b B ３ １．６２ ０．９０ １．０６ N１７°W ＞SK１６２ ２４～２６ ３ S２７８ SH３内
P５４ D６ 縄文 d B ３ ０．５９ ０．４７ ０．６９ ２４～２６ S３１２ SH３内
P５５ D７ 縄文 b B ３ １．３０ ０．８０ ０．８０ N２４°W ＞P５６，SK１９８ ２４～２６ ３ S３００ SH３内
P５６ D７ 縄文 b B ３ （０．６０） ０．５０ ０．７９ ＜P５５ ２４～２６ S３０２ SH３内
P５７ D６ 縄文 b B ３ ０．４４ ０．３５ ０．５７ ２４～２６ S３３７ SH３内
P５８ C６ 縄文 b B ３ １．１０ （０．７７）０．６９ N３３°E ＜SD１４ ２４～２６ ３ S３３３ SH３内
P５９ D６ 縄文 b B ２ ０．３９ ０．３４ ０．７３ ＜P４７ ２４～２６ S３３０ SH３内

表９ 遺構一覧表（１）
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遺構番号 区画 時 期 平面
形

底部
形態

堆積
状況

長軸
（m）

短軸
（m）

深さ
（m）

主軸
方位 切り合い 挿図

番号
図版
番号 旧遺構名 備 考

P６０ E７ 弥生 a A ４ ０．３１ ０．２９ ０．３９ ＞SK２１２ ５３ S２４１ SA１内
P６１ E７ 弥生 a B ３ ０．２５ ０．２４ ０．２４ ５３ S２８１ SA１内
P６２ E８ 弥生 a B １ ０．２０ ０．２０ ０．４９ ＜SD１８ ５３ S４９６ SA１内
P６３ D８ 弥生 a B ５ ０．２１ ０．２０ ０．５０ ５３ S１８７ SA１内
P６４ D８ 弥生 a A ４ ０．１８ ０．１８ ０．３１ ５３ S１８６ SA１内
P６５ D８ 弥生 a A ３ ０．２９ ０．２８ ０．１９ ５３ S１８４ SA１内
P６６ D８ 弥生 b B ３ ０．２４ ０．２２ ０．２０ ５３ S１８２ SA１内
P６７ E８ 弥生 d A １ ０．２０ ０．１９ ０．２４ ５３ S１４７ SA１内
P６８ E８ 弥生 a A ５ ０．２０ ０．２０ ０．２７ ＜SK２７１ ５３ S１４４―２ SA１内
P６９ C４ 弥生 a A ２ ０．２２ ０．２１ ０．１０ ４４～４７ S４１３ SB２内
P７０ C４ 弥生 a A ２ ０．３７ ０．３７ ０．１３ ＞P７１ ４４～４７ S４１４ SB２内
P７１ C４ 弥生 a A １ （０．１８） ０．１８ ０．０７ ＜P７０ ４４～４７ S４１５ SB２内
P７２ D４ 弥生 b A ２ ０．３０ ０．２９ ０．１６ ４４～４７ S４２６ SB２内
P７３ D４ 弥生 a A ２ ０．１４ ０．１２ ０．０７ ４４～４７ S４９８ SB２内
P７４ D４ 弥生 b B １ ０．２５ ０．１７ ０．０７ N２０°E ４４～４７ S４９９ SB２内
P７５ C４ 弥生 b B １ ０．３７ ０．３１ ０．１６ ４４～４７ S５０２ SB２内
P７６ D４ 弥生 b A ２ ０．３９ ０．２１ ０．１６ N１３°E ４４～４７ S５０６ SB２内
P７７ D４ 弥生 a A ２ ０．２０ ０．１６ ０．１０ ４４～４７ S５０７ SB２内
P７８ D４ 弥生 b A １ ０．３１ ０．２５ ０．０９ ４４～４７ S５０８ SB２内
P７９ D３ 弥生 b A ２ ０．３９ ０．３５ ０．１６ ４４～４７ S５１２ SB２内
P８０ D４ 弥生 a A ４ ０．３５ ０．３２ ０．２１ ４４～４７ S５１３ SB２内
P８１ D４ 弥生 b C １ ０．２５ ０．２０ ０．０９ ４４～４７ S５１６ SB２内
P８２ D４ 弥生 b B １ ０．２７ ０．２０ ０．２６ ４４～４７ S５５３ SB２内

SC１ B６ 弥生 a A ２ ０．６０ ０．４５ ０．０５ N６８°W ４０～４３ ― SB１内
SC２ B１ 縄文 d C ３ ２．４７ １．６０ ０．５７ N８１°E ２１～２３ ２ S５５５ SB４内
SK１ D４ 弥生 d B ３ ０．７３ ０．６９ ０．１９ ４４～４７ ４ S５０３ SB２内
SK２ A１ 縄文～弥生 b A １ （１．５５）（１．３０）０．１０ ＞SB４ S５５２
SK３ C１ 縄文～弥生 b A ２ ０．８０ ０．６８ ０．２１ ６３ S０３６
SK４ D１ 縄文 d A ３ ０．５６ ０．４７ ０．３６ ＞SK６ ２８ S５２１
SK５ D１ 縄文～弥生 a A １ ０．２４ ０．２５ ０．２０ ６３ S０４７
SK６ D１ 縄文 b A １ ０．９３ ０．６７ ０．２１ N１°W ＜SK４ ２８ S０５１
SK７ D１ 縄文～弥生 b B １ ０．４０ ０．３６ ０．１７ ６３ S０８７
SK８ D１ 縄文～弥生 a B ２ （０．２９） ０．３０ ０．１７ ６３ S５２２
SK９ B２ 近世～近代 c B １ ８．５５ ０．９０ ０．１７ N７１°W ＞SK２９ ７１ S０４２
SK１０ B２ 近世～近代 c B １ ２．３０ ０．９５ ０．０５ N７１°W S０５５
SK１１ C１ 縄文～弥生 b B ３ ０．３７ ０．２９ ０．２０ ＜SK１２ ６３ S５２０
SK１２ C２ 弥生 b B ３ ４．９５ ２．４２ ０．３６ N６２°W ＞SK１１ ５７ S０３７
SK１３ C２ 近世～近代 c B １ １．７２ ０．８９ ０．３１ N７６°W ＞SK１６／１９ ７１ S０４０
SK１４ C２ 近世～近代 c B １ ３．２３ ０．９０ ０．２３ N７５°W ７１ S０４１
SK１５ C２ 縄文 b B １ （０．６７） ０．７６ ０．１０ ＜SK１７・１８ ２８ S０４５
SK１６ C２ 縄文～弥生 d A １ １．２３ （０．３４）０．３３ N８１°E ＜SK１３ ６３ S５２５
SK１７ C２ 縄文～弥生 c A ２ １．５０ １．００ ０．２９ N６９°W ＞SK１５ ２８ S５２６
SK１８ C２ 弥生 a B ２ ０．３６ ０．３２ ０．３０ ＞SK１５ ５８ S５２８
SK１９ C２ 縄文～弥生 a A １ ０．３６ （０．１６）０．２１ N７°E ＜SK１３ ６３ S５４７
SK２０ D２ 弥生 a C ４ ０．１８ ０．１７ ０．１１ ＞SB３ ５８ S０５０
SK２１ D２ 縄文 a B ３ ０．３７ ０．３９ ０．１７ ２８ S０４３
SK２２ D２ 縄文 a B ２ ０．６７ ０．６５ ０．３６ ２７ ２ S０４８
SK２３ E２ 近世～近代 b B １ １．４０ １．０３ ０．２１ N２７°E ＞P２７ ７１ S０４４
SK２４ E２ 縄文 b B １ １．００ ０．６０ ０．１６ N８５°W ＜SK２５ ２８ S５４０
SK２５ E２ 縄文～弥生 d A １ ０．３８ ０．２７ ０．１６ N６２°W ＞SK２４ ２８ S５４１
SK２６ E２ 縄文～弥生 a A ３ １．０８ １．０２ ０．２６ ６３ S５４２
SK２７ E２ 縄文 a A １ ０．７０ ０．７０ ０．２１ ２８ S５４３
SK２８ E２ 縄文～弥生 b C １ ０．２４ ０．１８ ０．１６ N２８°W ６３ S５４５
SK２９ B３ 縄文～弥生 b B １ １．０２ ０．６０ ０．２４ N７２°W ＜SK９ ６３ S４４５
SK３０ B３ 縄文～弥生 a A ４ ０．２８ ０．２３ ０．１０ ６３ S４４６
SK３１ C３ 縄文 b B ５ ０．４０ ０．３４ ０．２９ ２８ S４３６
SK３２ C３ 縄文～弥生 b A ４ ０．３０ ０．２７ ０．２７ ＜SD８ ７２ S５３７
SK３３ C３ 縄文～弥生 b C １ １．１０ ０．９１ ０．２７ ６４ S４３７
SK３４ C３ 近世～近代 b B ３ ２．２６ １．１０ ０．２０ N６７°W ７１ S４３８
SK３５ C３ 縄文 b B ２ ０．７２ ０．５９ ０．３０ ２８ S４３９
SK３６ C３ 縄文 b B ３ ０．５０ ０．３６ ０．２６ N８６°W ２８ S４４０
SK３７ C３ 縄文 a A ４ ０．６３ ０．５９ ０．２０ ２８ S４４２
SK３８ C３ 縄文 b A ４ １．１４ （０．５７）０．３６ N７５°W ２８ S４４３
SK３９ C３ 縄文 b B ５ ０．５４ ０．４３ ０．２１ ２８ S４４４
SK４０ D３ 縄文 b B １ ０．５５ ０．４４ ０．１０ ２８ S４２９
SK４１ D３ 近世～近代 c B １ １．３６ １．００ ０．０９ N７１°W ７１ S４３３
SK４２ D３ 縄文～弥生 b A ３ ０．６８ ０．４７ ０．１６ N２１°E ６４ S５１４
SK４３ D３ 縄文 b B ２ ０．７７ ０．５８ ０．１１ N１５°E ２８ S５３４
SK４４ D３ 縄文～弥生 b A ４ ０．４７ ０．３８ ０．１３ ６４ S５３５
SK４５ D３ 縄文 b B ４ １．２２ １．００ ０．１７ ２８ S５３６

表１０ 遺構一覧表（２）



第６節 近世～近代の遺構と遺物 ８３

遺構番号 区画 時 期 平面
形

底部
形態

堆積
状況

長軸
（m）

短軸
（m）

深さ
（m）

主軸
方位 切り合い 挿図

番号
図版
番号 旧遺構名 備 考

SK４６ E２ 縄文 a C ３ ０．４１ ０．４０ ０．２１ ２８ S５４４
SK４７ E３ 縄文～弥生 b B ２ ０．２４ ０．１８ ０．２７ N４９°W ６４ S４２３
SK４８ E３ 縄文～弥生 d B ３ ０．３６ ０．３３ ０．２４ ６４ S５３８
SK４９ E３ 縄文～弥生 b B ３ １．００ ０．７６ ０．２１ N６６°E ６４ S４１７
SK５０ E３ 縄文～弥生 b B １ ０．３７ ０．２７ ０．１１ N１８°E ６４ S４２２
SK５１ F３ 弥生 a B ２ ０．６０ ０．５７ ０．２６ ５７ S００３
SK５２ A４ 近世～近代 c B ２ ４．４０ １．０３ ０．２７ N７５°W ７１ S４５８
SK５３ B４ 近世～近代 b A １ ０．６７ ０．５１ ０．０７ N１１°W ７１ S４５１
SK５４ B４ 縄文～弥生 b B ２ ０．２７ ０．２７ ０．１４ ６４ S４５５
SK５５ C４ 近世～近代 b A ４ ０．４３ ０．３０ ０．１１ N２８°E ＞SB２ ７１ S４２８
SK５６ D４ 近世～近代 b B １ ０．５７ ０．２４ ０．０４ N７０°W ＞SK５７ ７１ S４１０
SK５７ D４ 縄文～弥生 b B １ ０．３４ ０．３０ ０．１７ ＜SK５６ ７１ S４１１
SK５８ D４ 縄文～弥生 a B １ ０．２０ ０．１８ ０．１３ ６４ S４８１
SK５９ E４ 弥生 b B ２ ０．４７ ０．３２ ０．３０ N５９°W ５８ S４１８
SK６０ E４ 縄文～弥生 b B ４ ０．４４ ０．３６ ０．２７ ６４ S３７８
SK６１ E４ 縄文～弥生 a B １ ０．２５ ０．２３ ０．０４ ６４ S４１９
SK６２ E４ 弥生 b B ２ ０．２６ ０．２１ ０．１１ ５８ S５０４
SK６３ E４ 縄文～弥生 b B １ ０．４０ ０．３５ ０．０６ ６４ S５１０
SK６４ B５ 縄文～弥生 b B １ ０．２０ ０．１９ ０．２１ ＜SD１５ ６４ S４５４
SK６５ B５ 縄文～弥生 b B １ （０．７２） １．００ ０．１６ ＜SD１５ ６４ S４５７
SK６６ C５ 縄文 b C ３ ０．８７ ０．６２ ０．３３ ２８ S３４７
SK６７ C５ 縄文 b A ４ ０．３８ ０．３５ ０．１１ ２８ S４０８
SK６８ C５ 近世～近代 b C １ ０．４５ ０．４５ ０．０７ ７１ S４４９
SK６９ C５ 近世～近代 b B １ ２．３０ １．２０ ０．０９ N７２°W ７１ S４５０
SK７０ D５ 近世～近代 a B １ ０．３０ ０．２９ ０．２３ ７１ S３２８
SK７１ D５ 縄文～弥生 d B １ ０．３６ ０．２９ ０．４０ ６４ S３９５
SK７２ D５ 縄文～弥生 d A ２ ０．２４ ０．２４ ０．２１ ６４ S３９６
SK７３ D５ 縄文～弥生 a B ４ ０．２７ ０．２７ ０．３３ ６４ S３９７
SK７４ D５ 近世～近代 b C ３ ０．３７ ０．３１ ０．２９ ７１ S４６１
SK７５ D５ 近世～近代 b A ３ ０．３４ ０．１９ ０．１１ N１０°E ７１ S３９９
SK７６ D５ 近世～近代 a B １ ０．２６ ０．２４ ０．１３ ７１ S４００
SK７７ D５ 縄文～弥生 b A １ ０．３１ ０．２３ ０．１７ N４５°E ６４ S４０４
SK７８ D５ 縄文～弥生 b A １ ０．３１ ０．２６ ０．１３ ６４ S４０５
SK７９ D５ 縄文 b C ４ ０．３７ ０．２６ ０．１７ N１０°E ２８ S４０６
SK８０ E５ 縄文 a B ３ ０．２１ ０．２１ ０．３１ ２８ S３７１
SK８１ E５ 縄文 b B ３ ０．２７ ０．２３ ０．２１ ２８ S３７５
SK８２ E５ 弥生 b B ３ ０．６９ ０．５３ ０．４１ N８４°E ５８ S３８０
SK８３ E５ 縄文～弥生 d B ３ ０．１９ ０．１９ ０．１６ ６４ S３８２
SK８４ E５ 縄文～弥生 b B ５ ０．３９ ０．３６ ０．２１ ６４ S３８６
SK８５ E５ 縄文～弥生 b B ３ ０．３３ ０．２７ ０．４０ ６４ S３９０
SK８６ E５ 縄文～弥生 a A １ ０．１６ ０．１６ ０．２１ ＜SD４ ６４ S４６４
SK８７ E５ 縄文～弥生 b A ５ ０．３５ ０．２５ ０．３９ N１２°W ＜SK１５０ ６４ S４７３
SK８８ E５ 弥生 b B １ ０．６２ ０．４３ ０．１６ ＞SD４ ５７ ５ S３７０
SK８９ E５ 縄文～弥生 b A ４ ０．２９ ０．２３ ０．１４ ６４ S３７３
SK９０ E５ 縄文～弥生 a B ４ ０．３７ ０．３７ ０．１４ ６４ S３７４
SK９１ E５ 縄文～弥生 b C ５ ０．５０ ０．２６ ０．１７ N８°E ６４ S３９１
SK９２ E５ 近世～近代 b A ２ ０．５０ ０．２３ ０．１７ N８３°W ＜SD１６ ７１ S３９２
SK９３ E５ 縄文～弥生 b B ２ ０．２９ ０．２１ ０．０９ N４０°W ６４ S３９３
SK９４ E５ 縄文～弥生 b A １ ０．３３ ０．２７ ０．２４ ＜SD１６ ６４ S３９４
SK９５ E５ 縄文～弥生 b A ３ ０．２７ ０．１９ ０．１４ N４９°E ＜SD７ ６４ S４６２
SK９６ E５ 弥生 a A １ ０．５１ ０．５０ ０．１４ ＞SD３ ６４ S４６７
SK９７ E５ 縄文～弥生 b B ４ ０．５５ ０．２５ ０．０９ N６７°W ６４ S４６８
SK９８ F５ 縄文 d B １ （０．６４） ０．５９ ０．１０ ２８ S０１６
SK９９ F５ 近世～近代 b B １ （０．３０）（０．３９）０．０８ S０１７
SK１００ F５ 縄文～弥生 b A １ ０．２３ ０．２１ ０．０７ ６４ S３７２
SK１０１ F５ 縄文～弥生 a C １ ０．１７ ０．１７ ０．１１ ６４ S３７７
SK１０２ A６ 縄文～弥生 b C １ ０．３７ ０．３１ ０．１４ ６５ S３６８
SK１０３ A６ 近世～近代 c A １ １．４５ １．０７ ０．３０ N６６°W ＞SB１ ７１ S４９４
SK１０４ B６ 近世～近代 c A ２ ２．５５ ０．９３ ０．２０ ７１ S３５１
SK１０５ B６ 近世～近代 c B １ ０．２４ ０．１７ ０．１０ N７１°W S３５２
SK１０６ B６ 縄文 d C １ （０．７０） ０．５７ ０．１３ ＜SK１０７ ２８ S３５４
SK１０７ B６ 縄文～弥生 b A ３ ０．３１ ０．２６ ０．１３ ＞SK１０６ ２８ S４７５
SK１０８ C６ 弥生 d A ４ １．２０ ０．６６ ０．１４ N４°E ＞SD１４ ５７ S３４４
SK１０９ C６ 縄文～弥生 b C ４ ０．７５ ０．４８ ０．３０ N５５°E ６５ S３４８
SK１１０ C６ 縄文～弥生 b A ４ ０．２４ ０．１７ ０．２０ N６５°W ６５ S５４６
SK１１１ D６ 縄文～弥生 a C ２ ０．３３ ０．３０ ０．３４ ＞SK１２４ ６５ S３１５
SK１１２ D６ 縄文～弥生 b C １ ０．２２ ０．２０ ０．１９ ６５ S３１６
SK１１３ D６ 近世～近代 b B １ ０．３４ ０．２６ ０．２０ N６４°W ７１ S３２６
SK１１４ D６ 近世～近代 b B １ ０．２３ ０．２０ ０．１７ ７１ S３２７
SK１１５ D６ 縄文～弥生 a A １ ０．２１ ０．１９ ０．２０ ６５ S４８６

表１１ 遺構一覧表（３）



８４ 第３章 調査の結果

遺構番号 区画 時 期 平面
形

底部
形態

堆積
状況

長軸
（m）

短軸
（m）

深さ
（m）

主軸
方位 切り合い 挿図

番号
図版
番号 旧遺構名 備 考

SK１１６ D６ 縄文～弥生 d B ３ ０．２５ ０．２６ ０．１０ ＜SD１８ ６５ S４９５
SK１１７ D６ 縄文～弥生 a A ２ ０．２５ ０．２３ ０．１４ ６５ S２７９
SK１１８ D６ 縄文 b C ２ ０．３９ ０．３０ ０．１３ N１１°E ２９ S３０７
SK１１９ D６ 近世～近代 d A ４ ０．９１ ０．８５ ０．１６ ７１ S３０８
SK１２０ D６ 弥生 a A ３ ０．２１ ０．２０ ０．１４ ５８ S３０９
SK１２１ D６ 縄文～弥生 a C １ ０．２０ ０．１７ ０．１３ ６５ S３１０
SK１２２ D６ 縄文～弥生 b C １ ０．１９ ０．１８ ０．１１ ５６ S３１１
SK１２３ D６ 近世～近代 b B １ ０．３１ ０．１９ ０．０７ N８９°W ７１ S３１３
SK１２４ D６ 縄文～弥生 a A ３ ０．２１ ０．１８ ０．１１ ＜SK１１１ ６５ S３１４
SK１２５ D６ 縄文 a B １ ０．３５ ０．３１ ０．１３ ２９ S３１７
SK１２６ D６ 縄文～弥生 a C １ ０．１４ ０．１３ ０．１４ ６５ S３１８
SK１２７ D６ 近世～近代 b B ３ ０．２４ ０．２０ ０．１１ ７１ S３１９
SK１２８ D６ 縄文～弥生 b A １ （０．２３） ０．２２ ０．２０ ６５ S３２０
SK１２９ D６ 縄文～弥生 a A １ ０．２２ ０．２２ ０．１０ ６５ S３２１
SK１３０ D６ 近世～近代 b A ２ ０．４０ ０．１９ ０．０９ N６３°W ７１ S３２２
SK１３１ D６ 弥生 a A １ （０．２３） ０．２１ ０．２０ ＞P５２ ５８ S３２４
SK１３２ D６ 近世～近代 a B １ ０．２０ ０．２０ ０．１３ ７１ S３２５
SK１３３ D６ 縄文～弥生 a A １ ０．１９ ０．１８ ０．１０ ６５ S３２９
SK１３４ D６ 縄文～弥生 d A １ ０．３３ ０．２７ ０．０７ ６５ S３３１
SK１３５ D６ 近世～近代 d A １ ０．２８ ０．２８ ０．１０ ７１ S３３２
SK１３６ D６ 縄文 a C ２ （０．２３） ０．３０ ０．１０ ＜SK１３７ ２９ S３３４
SK１３７ D６ 縄文 b B １ ０．４３ ０．３０ ０．０６ N５５°E ＞SK１３６ ２９ S３３５
SK１３８ D６ 縄文～弥生 b B １ ０．２９ ０．２４ ０．３７ ＞P５２ ６５ S４７１
SK１３９ D６ 縄文～弥生 b B １ ０．３９ ０．３４ ０．１６ ６５ S５７１
SK１４０ E６ 縄文～弥生 d A ３ ０．４３ ０．３９ ０．２６ ６５ S４６０
SK１４１ E６ 縄文～弥生 b B １ ０．２４ ０．１９ ０．２３ ６５ S４６９
SK１４２ E６ 縄文～弥生 d A ４ ０．２４ ０．１８ ０．２７ N４５°W ＜SK１５０ ６５ S４７４
SK１４３ E６ 縄文～弥生 b A １ ０．１５ ０．１４ ０．１３ ＜SD１６ ６５ S４８４
SK１４４ E６ 縄文～弥生 a A １ ０．２１ ０．２０ ０．２１ ＜SD１６ ６５ S４８５
SK１４５ E６ 縄文 d B ２ ０．８６ ０．４８ ０．３６ N５１°W ２９ S２４８
SK１４６ E６ 縄文～弥生 b A ５ ０．２４ ０．２４ ０．１１ ６５ S２５１
SK１４７ E６ 縄文～弥生 b A ２ ０．３５ ０．３３ ０．２６ ２９ S２５２
SK１４８ E６ 縄文～弥生 b A ３ ０．７３ ０．４０ ０．２０ N８１°W ６５ S２５４
SK１４９ E６ 縄文～弥生 a B １ ０．１６ ０．１６ ０．１３ ６５ S２５７
SK１５０ E６ 縄文～弥生 b C １ ０．６５ ０．３１ ０．１０ N１３°W ＞SK８７・１４２ ６５ S２５８
SK１５１ E６ 縄文～弥生 b B ３ ０．３６ ０．２７ ０．２３ N４８°W ６５ S２５９
SK１５２ E６ 縄文～弥生 b B １ ０．１４ ０．１３ ０．１４ ６５ S２６０
SK１５３ E６ 弥生 a A １ ０．１９ ０．１６ ０．１４ ５８ S２６１
SK１５４ E６ 近世～近代 b B １ ０．３７ ０．１８ ０．０４ N１７°E ７１ S２６２
SK１５５ E６ 近世～近代 d B １ ０．４７ ０．４１ ０．１０ ＞SD１６ ７１ S２６４
SK１５６ E６ 近世～近代 b C １ ０．５７ ０．５０ ０．１６ ７１ S２６５
SK１５７ E６ 近世～近代 b B １ ０．５６ ０．４０ ０．１９ N８０°E ７２ S２６６
SK１５８ E６ 近世～近代 a B ２ ０．３５ ０．３３ ０．０７ ７１ S２６７
SK１５９ E６ 縄文～弥生 b A １ ０．５６ ０．２７ ０．１６ N９°W ＜SD１６ ６５ S２６８
SK１６０ E６ 縄文 b B ４ ０．８０ ０．５３ ０．３０ N６４°E ２９ S２７５
SK１６１ E６ 縄文～弥生 b A １ ０．５５ ０．４１ ０．１１ N１４°E ６５ S２７６
SK１６２ E６ 縄文 b A １ ０．４５ ０．３０ ０．０７ N８０°W ＜P５３ ２９ S２７７
SK１６３ E６ 近世～近代 b A １ ０．３３ ０．３４ ０．１４ ７１ S２８０
SK１６４ E６ 縄文～弥生 b B ４ ０．３０ ０．２１ ０．１７ N３０°W ６５ S４７０
SK１６５ E６ 縄文 b A ３ ０．９８ ０．９０ ０．１６ ＜SK１６７ ５６ S５６６
SK１６６ E６ 縄文～弥生 b B １ ０．５３ ０．２４ ０．１９ N６６°W ＞SK１６７ ６５ S５６７
SK１６７ E６ 縄文～弥生 b B １ ０．５３ ０．３０ ０．２４ N２４°W ＞SK１６５．＜SK１６６ ６５ S５７０
SK１６８ F６ 縄文～弥生 b A ２ ０．６４ ０．３８ ０．３３ N２３°E ６５ S２４３
SK１６９ F６ 近世～近代 b B １ ０．３６ ０．２９ ０．１１ ７１ S２４４
SK１７０ F６ 近世～近代 b C １ ０．３８ ０．３２ ０．１０ ７１ S２４５
SK１７１ A７ 縄文～弥生 b A ３ ０．５８ ０．３３ ０．１１ N３°E ６５ S３６６
SK１７２ A７ 縄文～弥生 a A ２ ０．１９ ０．１６ ０．３６ ６５ S３６７
SK１７３ B７ 縄文～弥生 b C １ ０．２４ ０．１９ ０．１６ ６５ S３５３
SK１７４ B７ 縄文 b B １ ０．２８ ０．２３ ０．０６ ２９ S３５８
SK１７５ B７ 縄文～弥生 b B １ ０．２７ ０．１８ ０．０６ N６１°W ６６ S３５９
SK１７６ B７ 縄文 b B ２ ０．７８ ０．５１ ０．２７ N６５°W ＞SK１８０ ２９ S３６０
SK１７７ B７ 弥生 b C ４ ０．４７ ０．４４ ０．１３ ５８ S３６１
SK１７８ B７ 縄文～弥生 b B ２ ０．４１ ０．２８ ０．１６ N５５°E ６６ S３６２
SK１７９ B７ 縄文 b B ３ １．５７ １．１１ ０．５０ N７°W ＜SK１８１ ２９ S３６５
SK１８０ B７ 縄文 b C ４ （０．８６） ０．７０ ０．２９ ＜SK１７６ ２９ S４７９
SK１８１ B７ 近世～近代 d B １ １．３３ ０．３０ ０．０３ N８１°W ＞SK１７９ ７２ S４８３
SK１８２ C７ 近世～近代 c B １ ３．９０ ０．８８ ０．１０ N７０°W ７２ S３５５
SK１８３ C７ 近世～近代 d B １ ０．３７ ０．３５ ０．０６ ７２ S３５６
SK１８４ C７ 縄文 b B ２ ０．３６ ０．３２ ０．１１ ２９ S３５７
SK１８５ D７ 縄文 a B ３ ０．２５ ０．２５ ０．２０ ２９ S２９８

表１２ 遺構一覧表（４）
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形
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堆積
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（m）
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方位 切り合い 挿図

番号
図版
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SK１８６ D７ 縄文～弥生 a B １ ０．２１ ０．１０ ０．２０ N２４°W ６６ S３０３
SK１８７ D７ 縄文～弥生 b B ５ ０．５４ ０．３７ ０．４６ N２５°W ６６ S３０４
SK１８８ D７ 弥生 b A １ ０．９４ ０．８０ ０．１５ ＞SK１８９ ５８ S１８８
SK１８９ D７ 弥生 b A １ ０．７８ ０．４７ ０．１５ ＜SK１８８ ５８ S１８９
SK１９０ D７ 縄文 b B ３ １．０２ ０．６４ ０．２４ N５２°W ＞SK１９２ ２９ S１９１
SK１９１ D７ 縄文～弥生 b B ３ ０．３２ ０．２５ ０．１３ ６６ S１９３
SK１９２ D７ 縄文 b B ３ ０．６３ （０．２７）０．２０ N５５°E ＜SK１９０ ２９ S２９３
SK１９３ D７ 縄文 b A ３ １．２５ ０．７０ ０．２０ N７１°W ２９ S２９４
SK１９４ D７ 縄文 b B ３ ０．５２ ０．３９ ０．１９ N７４°E ２９ S２９５
SK１９５ D７ 縄文～弥生 b C ２ ０．２０ ０．１６ ０．１７ ６６ S２９６
SK１９６ D７ 縄文～弥生 b B ３ ０．３１ ０．２４ ０．１１ ６６ S２９７
SK１９７ D７ 近世～近代 b B ４ １．００ ０．６１ ０．２６ N２５°E ７２ S２９９
SK１９８ D７ 縄文 b A １ （０．８０） ０．６６ ０．４５ ＜P５５ S３０１
SK１９９ D７ 縄文～弥生 a B ２ ０．５３ ０．４３ ０．２１ ＞SK２００ ６６ S３０５
SK２００ D７ 縄文～弥生 a B １ ０．４３ （０．４３）０．２１ ＜SK１９９ ６６ S３０６
SK２０１ D７ 縄文～弥生 b B ３ （０．４２）（０．４０）０．２０ ２９ S３３８
SK２０２ D７ 縄文 b A ３ ０．６０ ０．５５ ０．２０ S３３９
SK２０３ D７ 縄文 b B １ ０．２８ ０．２５ ０．０５ ２９ S３４０
SK２０４ D７ 縄文～弥生 a B ３ （０．２０） ０．２１ ０．０５ ＜SD２ ６６ S４５９
SK２０５ E７ 近世～近代 b A ４ ０．５３ ０．２９ ０．２４ N１４°W ７２ S２４６
SK２０６ E７ 近世～近代 a A １ ０．２７ ０．２３ ０．２０ ＞SK２１５ ７２ S２７０
SK２０７ E７ 縄文 b B １ ０．４５ ０．３７ ０．２９ ＜SK２２２ ２９ S２８７
SK２０８ E７ 縄文～弥生 b B １ ０．２８ ０．２８ ０．２０ ＞SD１６ ６６ S４７６
SK２０９ E７ 縄文～弥生 b B １ ０．２１ ０．２０ ０．２１ ＞SD１６ ６６ S４７７
SK２１０ E７ 縄文 b B ２ （０．１６） ０．１６ ０．２４ ２９ S４８０
SK２１１ E７ 縄文 d B １ ０．２１ ０．２１ ０．０９ ２９ S２３９
SK２１２ E７ 縄文～弥生 b C １ ０．４０ ０．３６ ０．２０ ＜P６０ ６６ S２４０
SK２１３ E７ 近世～近代 b B ３ ０．８９ ０．４１ ０．３１ N２４°E ＞SD１６ ７２ S２６３
SK２１４ E７ 縄文～弥生 a C ３ ０．２６ ０．２１ ０．１１ ６６ S２６９
SK２１５ E７ 縄文～弥生 b A ２ ０．６１ ０．３７ ０．２０ N５０°W ＜SK２０６ ７２ S２７１
SK２１６ E７ 縄文～弥生 b A ４ ０．７３ ０．５１ ０．２１ N８７°W ＜SK２１７ ６６ S２７３
SK２１７ E７ 縄文～弥生 a C １ ０．２４ ０．２４ ０．１１ ＞SK２１６ ６６ S２７４
SK２１８ E７ 縄文～弥生 b B ３ ０．３６ ０．２３ ０．１３ N３４°W ６６ S２８２
SK２１９ E７ 近世～近代 a A ３ ０．２２ ０．２１ ０．０９ ７２ S２８３
SK２２０ E７ 縄文～弥生 d A １ ０．２３ ０．２３ ０．３０ ６６ S２８４
SK２２１ E７ 縄文～弥生 b A １ ０．３０ ０．２６ ０．１６ ６６ S２８５
SK２２２ E７ 弥生 b A ３ （０．４０） ０．３６ ０．１６ ＞SK２０７ ２９ S２８６
SK２２３ E７ 縄文～弥生 b B ３ ０．３１ ０．２６ ０．１４ S２８９
SK２２４ E７ 縄文～弥生 b B １ （０．１７） ０．１１ ０．０６ N８８°E ＞SK２２５ ２９ S２９０
SK２２５ E７ 縄文 a B ３ ０．６３ ０．５３ ０．３４ ＜SK２２４ ２９ S２９１
SK２２６ E７ 近世～近代 a A ２ ０．２１ ０．２１ ０．１０ ７２ S２９２
SK２２７ E７ 縄文～弥生 b B １ ０．２７ ０．２４ ０．０７ ＜SD１６ ６６ S４７８
SK２２８ F７ 近世～近代 b A ３ ０．３８ ０．３０ ０．１７ ７２ S２３８

SK２２９ F７ 縄文～弥生 b A ３ ０．４５ ０．４０ ０．１４
＞SK９２・９４・１４３・１４４・
１５９・２０８・２０９・２２７．
＜SK１５５・２１３

６６ S０２６

SK２３０ F７ 近世～近代 b A １ ０．４１ ０．３４ ０．１０ ７２ S２３７
SK２３１ F７ 縄文～弥生 b A ２ ０．５２ ０．３８ ０．２１ N７０°E ６６ S２４２
SK２３２ B８ 縄文 b A １ ０．２８ ０．２２ ０．０７ N６５°E ２９ S２１１
SK２３３ B８ 縄文～弥生 a A ３ ０．２３ ０．２２ ０．０６ ２９ S２１８
SK２３４ B８ 縄文 b B １ ０．７４ ０．３３ ０．０９ N１７°E ２９ S２１９
SK２３５ B８ 縄文～弥生 a C ５ ０．３３ ０．３１ ０．０６ ６６ S２２０
SK２３６ B８ 縄文～弥生 b B １ ０．３５ ０．２３ ０．０９ N８°W ６６ S２２８
SK２３７ B８ 縄文～弥生 a B ２ ０．４２ ０．３６ ０．０６ ６６ S２２９
SK２３８ B８ 縄文 b B １ １．４９ ０．６７ ０．１４ N６０°W ２９ S５００
SK２３９ B８ 縄文～弥生 b B １ ０．６２ ０．４７ ０．１０ N３８°E ２９ S５０１
SK２４０ C８ 縄文 b B １ １．０８ ０．５１ ０．１０ N１０°E ＜SK２４１ ３０ S２０２
SK２４１ C８ 縄文 b A １ ０．５７ （０．４０）０．１０ N５８°W ＞SK２４０ ２９ S２０４
SK２４２ C８ 縄文～弥生 b B １ ０．５０ ０．４４ ０．０６ ６６ S２０８
SK２４３ C８ 縄文 b B ３ ０．４７ ０．４５ ０．０６ ２９ S２０９
SK２４４ C８ 縄文～弥生 b A ３ ０．３８ ０．３０ ０．１３ ６６ S２１０
SK２４５ C８ 縄文～弥生 a C １ ０．２４ ０．２３ ０．１６ ６６ S２１２
SK２４６ C８ 縄文～弥生 b B １ ０．４２ ０．２３ ０．０９ N４５°E ６６ S２１３
SK２４７ C８ 縄文～弥生 a B ２ ０．３１ ０．２９ ０．０９ ６６ S２１４
SK２４８ C８ 縄文～弥生 b A １ ０．３３ ０．２３ ０．０７ N７９°W ６６ S２１６
SK２４９ D８ 縄文 a A ２ ０．３５ ０．３５ ０．０７ ２９ S１５０
SK２５０ D８ 縄文～弥生 a B １ ０．２６ ０．２２ ０．１３ ６７ S１５１
SK２５１ D８ 縄文 b B １ ０．７０ ０．７０ ０．１４ ＜SK２９０・２９２ ３０ S１６１
SK２５２ D８ 近世～近代 d B ２ ０．３６ ０．３３ ０．２１ ＞SK２５３ ３０ S１６２
SK２５３ D８ 縄文 d B １ ０．３７ （０．２６）０．１０ N７２°E ＜SK２５２ ３０ S１６３

表１３ 遺構一覧表（５）
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SK２５４ D８ 縄文 d C １ ０．４５ ０．４２ ０．１１ ３０ S１７７
SK２５５ D８ 縄文 b B ３ ０．３６ ０．２７ ０．１０ N８９°W ３０ S１７８
SK２５６ D８ 縄文 b C １ ０．４３ ０．３３ ０．１３ N１１°W ３０ S１７９
SK２５７ D８ 縄文～弥生 b B ３ ０．４２ ０．２５ ０．０６ N７６°W ６７ S１８３
SK２５８ D８ 縄文～弥生 d B ３ ０．４５ ０．４０ ０．１９ ６７ S１８５
SK２５９ D８ 縄文 b B ２ ０．２１ ０．１８ ０．１３ ３０ S１９０
SK２６０ E８ 縄文～弥生 b A １ ０．３７ ０．１９ ０．２０ N２４°E ６７ S１３６
SK２６１ E８ 弥生 a C ３ ０．４４ ０．３９ ０．２０ ５８ S１３９
SK２６２ E８ 縄文～弥生 b A ３ ０．３３ ０．２４ ０．３６ N５７°E ６７ S２３６
SK２６３ E８ 縄文～弥生 b B ３ ０．４０ ０．３０ ０．２１ N３５°E ６７ S１３２
SK２６４ E８ 縄文 a A １ ０．３０ ０．３０ ０．１７ ＞SK２６５ ３０ S１３３
SK２６５ E８ 縄文 a A ３ ０．２１ （０．２０）０．１６ ＜SK２６４ ３０ S１３４
SK２６６ E８ 縄文～弥生 b A ５ ０．４４ ０．２９ ０．１７ N３°W ６７ S１３５
SK２６７ E８ 近世～近代 b B １ ０．７４ ０．６９ ０．１１ ＞SD１８ ７２ S１３７
SK２６８ E８ 縄文～弥生 b A １ ０．３３ ０．３０ ０．０７ ６７ S１３８
SK２６９ E８ 縄文～弥生 b B １ ０．４４ ０．３１ ０．１０ N６７°E ６７ S１４２
SK２７０ E８ 縄文～弥生 b B １ ０．４０ ０．３２ ０．１４ ６７ S１４３
SK２７１ E８ 弥生 a A １ ０．２４ ０．２２ ０．１０ ＞P６８ ６７ S１４４
SK２７２ E８ 縄文～弥生 b B １ １．０２ ０．８８ ０．１８ S１４５
SK２７３ E８ 縄文～弥生 b B １ ０．３４ ０．２２ ０．０６ N１１°W ６７ S１４８
SK２７４ E８ 縄文～弥生 b A １ ０．２２ ０．１９ ０．０６ ６７ S１４９
SK２７５ F８ 近世～近代 b B １ （０．４５）（０．５３）０．１３ S０２９
SK２７６ B９ 縄文 b B １ ０．４０ （０．３２）０．０７ ＜SK２８８ ３０ S２２２
SK２７７ B９ 縄文 b B １ ０．３５ （０．３０）０．０７ ＜SK２７８ ３０ S２２３
SK２７８ B９ 縄文 b A １ ０．５０ ０．４４ ０．０７ ＞SK２７７ ３０ S２２４
SK２７９ B９ 縄文 b A ４ ０．３６ ０．２５ ０．１１ N３°W ３０ S２２５
SK２８０ B９ 縄文 d B ２ ３．７２ （２．８０）０．４５ N７１°W ２７ ２ S２２７
SK２８１ B９ 縄文～弥生 b B １ （０．６０） ０．１７ ０．０６ N５９°W S２３０
SK２８２ B９ 縄文～弥生 a A ２ ０．１８ ０．１７ ０．１７ ６７ S２３４
SK２８３ B９ 縄文～弥生 a A １ ０．２５ ０．２０ ０．０５ ２７ S５５６
SK２８４ B９ 縄文～弥生 a A １ ０．５５ ０．３１ ０．０４ N５５°E ２７ S５５７
SK２８５ B９ 縄文～弥生 a A １ ０．３６ ０．２４ ０．０７ N２１°E ２７ S５５７―２
SK２８６ C９ 縄文～弥生 d B ３ ０．２８ ０．２７ ０．２０ ６７ S２０５
SK２８７ C９ 縄文～弥生 d A ３ ０．３６ ０．３１ ０．１７ ６７ S２０６
SK２８８ C９ 縄文 b B １ ０．４８ ０．３３ ０．０７ N６５°W ＞SK２７６ ３０ S２２１
SK２８９ C９ 縄文～弥生 b B ４ ０．４５ ０．３０ ０．１１ N４０°E ６７ S２２６
SK２９０ D９ 縄文～弥生 b A ４ ０．２８ ０．２０ ０．２０ N４８°W ＞SK２５１ ６７ S１５８
SK２９１ D９ 縄文～弥生 a A ２ ０．２８ ０．２４ ０．２７ ６７ S２００
SK２９２ D９ 縄文～弥生 b A １ ０．３６ （０．２０）０．２０ N１８°W ＞SK２５１ S１５９
SK２９３ D９ 縄文 b B ３ ０．３１ ０．２２ ０．１１ N３８°E ＜SK２９４ ３０ S１６４
SK２９４ D９ 縄文～弥生 b B １ ０．２５ ０．２４ ０．０９ ＞SK２９３ ３０ S１６５
SK２９５ D９ 縄文 b B ３ ０．４９ ０．３３ ０．２７ N８６°W ３０ S１６６
SK２９６ D９ 弥生 b B １ ０．９９ ０．７４ ０．１６ N７９°E ５８ S１６７
SK２９７ D９ 縄文 b B １ （０．４１） ０．３７ ０．０６ ＜SK２９８ ３０ S１６８
SK２９８ D９ 縄文 a A １ ０．１９ ０．１８ ０．１１ ＞SK２９７ ３０ S１６９
SK２９９ D９ 縄文 b B ４ ０．５０ ０．２６ ０．１１ N３８°W ３０ S１７０
SK３００ D９ 縄文～弥生 b C ３ ０．４５ ０．３０ ０．１７ N６６°E ６７ S１７１
SK３０１ D９ 縄文 d A ２ ０．２９ ０．２２ ０．１１ N５３°W ３０ S１７３
SK３０２ D９ 縄文 d A ３ １．００ ０．６９ ０．２０ N１２°W ２７ S１７４
SK３０３ D９ 縄文～弥生 b A ３ ０．４１ ０．３１ ０．１３ N６１°E ６７ S１７６
SK３０４ D９ 縄文 d C １ ０．４６ ０．３２ ０．２６ N８８°W ３０ S１９４
SK３０５ D９ 縄文～弥生 b B ５ ０．４０ ０．２７ ０．２０ N５５°E ６７ S１９５
SK３０６ D９ 縄文～弥生 a B ４ ０．３１ （０．２６）０．１４ ＜SK３０７ ６７ S１９７
SK３０７ D９ 縄文～弥生 b C １ ０．３５ ０．３２ ０．１９ ＞SK３０６ ６７ S１９８
SK３０８ D９ 縄文～弥生 b A ４ ０．３０ ０．２４ ０．２３ ６７ S２０１
SK３０９ D９ 縄文～弥生 b A ２ ０．２６ ０．２０ ０．１０ N２１°W ６７ S５４９
SK３１０ E９ 縄文～弥生 a A １ ０．２５ ０．２０ ０．４６ ６７ S１４１
SK３１１ E９ 縄文～弥生 a A ２ ０．２２ ０．２０ ０．３０ ６７ S１５７
SK３１２ E９ 縄文 b A ３ ０．４２ ０．４２ ０．０９ ３０ S１２７
SK３１３ E９ 縄文 b B ２ ０．５３ ０．３６ ０．１１ N７３°W ３０ S１２９
SK３１４ E９ 縄文～弥生 b A ３ ０．２２ ０．２０ ０．０７ ６７ S１４０
SK３１５ E９ 縄文 d B ２ ０．３９ ０．３２ ０．１３ ３０ S１５２
SK３１６ E９ 縄文～弥生 b B ２ ０．３０ ０．２６ ０．０６ ６７ S１５３
SK３１７ E９ 縄文 b B ２ ０．４０ ０．２５ ０．０６ N２０°W ３０ S１５４
SK３１８ E９ 縄文～弥生 b B ４ ０．４３ ０．３８ ０．１１ ６８ S１５５
SK３１９ E９ 縄文～弥生 a A １ ０．１６ ０．１５ ０．１０ ６８ S１５６
SK３２０ F８ 縄文～弥生 d B ３ ０．２４ ０．２０ ０．０９ ６８ S０３０
SK３２１ C１０ 縄文 b C ３ ０．７１ ０．５２ ０．２１ N６９°E ３０ S１１５
SK３２２ C１０ 縄文 b A ３ ０．３２ ０．３０ ０．０５ ３０ S１１６
SK３２３ C１０ 縄文～弥生 b B ３ ０．３２ ０．２５ ０．０９ ６８ S１１７

表１４ 遺構一覧表（６）
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SK３２４ C１０ 縄文～弥生 b B ４ ０．５２ ０．３４ ０．１６ N７０°W ６８ S１１９
SK３２５ C１０ 縄文～弥生 b B １ ０．４８ ０．３３ ０．２３ N３０°E ６８ S１２２
SK３２６ D１０ 弥生 a B ２ （０．３２） ０．３１ ０．１０ ＞SK３４６ ５８ S０９３
SK３２７ D１０ 縄文～弥生 b A ３ ０．３６ ０．２３ ０．０９ N２０°E ６８ S１１０
SK３２８ D１０ 縄文～弥生 b A １ ０．３０ ０．２４ ０．０７ ６８ S１１１
SK３２９ D１０ 縄文 b A ４ ０．４４ ０．２７ ０．１０ N４９°E ３０ S１１３
SK３３０ D１０ 縄文～弥生 b B ４ ０．５０ ０．２９ ０．１４ N３８°E ６８ S１１４
SK３３１ E１０ 縄文～弥生 a A ３ ０．２２ ０．２１ ０．１９ ６８ S０７５
SK３３２ E１０ 縄文～弥生 d B ２ ０．２２ ０．２１ ０．０９ ６８ S００９
SK３３３ E１０ 縄文～弥生 b C ３ ０．４６ ０．４０ ０．１３ ＜SK３３４ ６８ S０７６
SK３３４ E１０ 縄文～弥生 b A １ ０．５４ ０．２７ ０．１４ N６８°E ＞SK３３３ ６８ S０７７
SK３３５ E１０ 縄文～弥生 b A ３ ０．９０ ０．７０ ０．２１ ６８ S０７８
SK３３６ E１０ 縄文～弥生 b B １ ０．６０ ０．４０ ０．０９ N２°W ６８ S０７９
SK３３７ E１０ 縄文～弥生 a B ３ ０．２４ ０．１９ ０．１３ ＜SK３３８ ６８ S０８１
SK３３８ E１０ 縄文～弥生 b C ３ ０．３５ ０．２５ ０．１０ ＞SK３３７ ６８ S０８２
SK３３９ E１０ 縄文 a A ４ ０．４８ ０．４６ ０．２０ ＞SK３４０ ３０ S０８４
SK３４０ E１０ 縄文 b A １ ０．２０ ０．３４ ０．１１ ＜SK３３９ S０８５
SK３４１ E１０ 縄文 a B ４ ０．２８ ０．２６ ０．１４ ３０ S０８６
SK３４２ E１０ 縄文 b B ２ ０．４０ ０．２６ ０．１１ N３０°W ３０ S０８８
SK３４３ E１０ 縄文 b A ３ ０．２７ ０．２６ ０．０５ ３０ S０８９
SK３４４ E１０ 近世～近代 c B ３ ０．９３ ０．９０ ０．３７ ７２ S０９１
SK３４５ E１０ 縄文 b C ３ ０．５１ ０．２９ ０．１６ N８１°E ２７ S０９２
SK３４６ E１０ 縄文～弥生 a A １ ０．２９ ０．２３ ０．１０ ＜SK３２６ ５８ S０９４
SK３４７ E１０ 縄文 b A １ ０．３２ ０．２１ ０．１０ N４５°E ＞SD１ ３０ S４９７
SK３４８ C１１ 弥生 b B ４ ０．４６ ０．３０ ０．１３ N８６°W ５８ S１２０
SK３４９ C１１ 縄文 b B ３ ２．７２ ２．１５ ０．１９ ２７ ２ S１２１
SK３５０ D１１ 縄文～弥生 b B ３ ０．５５ ０．３４ ０．２９ N５２°E ６８ S１００
SK３５１ D１１ 弥生 d A １ ０．４９ ０．４０ ０．０７ ５８ S０９８
SK３５２ D１１ 縄文～弥生 a A ３ ０．２２ ０．２０ ０．０６ ６８ S１０１
SK３５３ D１１ 縄文～弥生 a C １ ０．２８ ０．２７ ０．１１ ６８ S１０２
SK３５４ D１１ 縄文～弥生 d C １ ０．１４ ０．１１ ０．０６ ６８ S１０３
SK３５５ D１１ 縄文～弥生 b B １ ０．４０ ０．３５ ０．２０ ＞SK３５６ ６８ S１０４
SK３５６ D１１ 縄文～弥生 b B １ ０．４０ （０．２５）０．１０ N８９°E ＜SK３５５ ６８ S１０５
SK３５７ D１１ 近世～近代 c B １ ３．００ ０．８３ ０．０３ N６７°W S１０７
SK３５８ D１１ 縄文～弥生 b C ４ ０．２５ ０．２０ ０．１４ ６８ S１１８
SK３５９ E１１ 縄文～弥生 b B ３ ２．０２ （０．６８）０．５１ N８３°W ５４ S０６８
SK３６０ E１１ 縄文～弥生 b B １ ０．４１ ０．３５ ０．１０ ６８ S０８３
SK３６１ D１２ 縄文～弥生 a A １ ０．２４ ０．２０ ０．３０ ６８ S０６３
SK３６２ D１２ 縄文～弥生 a B ４ ０．２１ ０．２０ ０．１４ ６８ S０６２
SK３６３ D１２ 縄文～弥生 b A １ ０．３７ ０．３５ ０．１０ ＞SK３６４ ６８ S０６４
SK３６４ D１２ 縄文～弥生 b B １ ０．３４ ０．２０ ０．１１ N１°W ＜SK３６３ ６８ S０６５
SK３６５ E１２ 近世～近代 c B １ （４．０５） ０．９４ ０．１０ N６０°W ７２ S０３４
SK３６６ E１２ 近世～近代 b B ４ ０．６６ ０．６６ ０．１４ ７２ S０５７
SK３６７ E１２ 縄文～弥生 b B ３ ０．３９ ０．３０ ０．１９ N４９°W ６８ S０５８
SK３６８ E１２ 縄文～弥生 a A １ ０．１７ ０．１４ ０．１９ ６８ S０５９
SK３６９ E１２ 縄文～弥生 a A １ ０．１８ ０．１７ ０．１９ ６８ S０６１
SK３７０ B６ 弥生 b A １ ０．３０ ０．２６ ０．４７ ４０～４３ ４ S５５０ SB１内
SD１ E１１ 弥生 ― A ３ ９．７５ １．００ ０．４３ N５５°W ＞P４ ５４・５６ S００２ SZ１内
SD２ E６ 弥生 ― A １ ２．６０ ０．５８ ０．１４ N７９°E ＞SK２０４ ５５・５６ S２５３ SZ２内
SD３ E６ 弥生 ― A ３ ３．００ ０．５０ ０．１７ N１３°W ＜SK９６ ５５・５６ S２５６ SZ２内
SD４ E５ 弥生 ― A １ （４．００） ０．７６ ０．２３ N６°W ５５・５６ S００８ SZ３内
SD５ E４ 弥生 ― A ３ （２．６０） ０．６５ ０．０８ N１°E ５５・５６ S０１３ SZ３内
SD６ E５ 弥生 ― A ３ １．１４ ０．７２ ０．１９ N１°E ５５・５６ S３８５ SZ３内
SD７ E５ 弥生 ― A １ １．１２ ０．７２ ０．０９ N８９°E ＞SK９５ ５５・５６ S３８８ SZ３内
SD８ C３ 近世～近代 ― A １ ６．６０ ０．３０ ０．０６ N８°E ＞SK３２ ７２ S４４１
SD９ D３ 弥生 ― A ２ ３．８０ ０．７２ ０．１６ N７０°W ＞P１５ ５８ S４３４
SD１０ E３ 近世～近代 ― A ３ （１３．３０） ０．８５ ０．１１ N２３°E ＞SB２ ７２ S４３１
SD１１ D４ 近世～近代 ― A １ （４．１５） ０．３５ ０．０５ N２７°E ＞SB２ ７２ S４３０
SD１２ E４ 近世～近代 ― A ３ （６．９０） １．２０ ０．１０ N２１°E ＞P４３ S０１２
SD１３ F４ 弥生 ― A １ １．６５ ０．２０ ０．０４ N３°E ＞SK８６．＜SK８８ ５８ S００５
SD１４ C６ 弥生 ― A ２ ５．３５ ０．８２ ０．１０ N８９°W ＞P５８．＜SK１０８ ５８ S３４５
SD１５ C７ 近世～近代 ― A ３ ２０．２５ ０．３５ ０．１０ N６６°W ＞P５０，SK６４・６５ ７２ S５４８
SD１６ F７ 近世～近代 ― A ３ （１６．５０） １．２０ ０．１０ N６０°W ７２ S０２８
SD１７ C９ 弥生 ― A １ ５．９０ １．３０ ０．３１ N５０°E ５８ S２０７
SD１８ F９ 近世～近代 ― A １ （２４．００） ０．５１ ０．１６ N６４°W ＞P６２，SK１１６．＜SK２６７ ７２ S０３２
SD１９ D１０ 近世～近代 ― A １ ６．１５ ０．２４ ０．０４ N６２°W ７２ S１０６

表１５ 遺構一覧表（７）



８８ 第３章 調査の結果

遺構名
縄文
土器

弥生・
土師器

須恵器
近世～
近代
陶磁器

石器
金属
製品

その他 合計

SB１ １２３ ４５３ １ ２７ ３ ６０７

SB１（P２） ７ ７

SB１（P４） １ １

SB１（P５） ３ ３

SB１（P７） １ １

SB１（SK３７０） １ ５ ２ ８

SB１小計 １２４ ４７０ １ ２９ ３ ６２７

SB２ ３６ ３ ３９

SB２ ５ ５

SB２（P７５） １ １

SB２（SK１） ４９ ４９

SB２小計 １ ９０ ３ ９４

SB３ １ ２４ １ ２６

SB３（P１４） １ １

SB３（P１６） ８ ８

SB３（P１７） ２ ２

SB３（P１８） １０ １０

SB３（P１９） ２ ２

SB３小計 １ ４７ １ ４９

SB４ ５５４ ４ ３ １４ ６ ５８１

SB４（P２４） ２７ ２７

SB４（P２６） ２２ ２ ２４

SB４（P２８） ２４ ２４

SB４（P３０） ２ ２

SB４（P３１） １ １

SB４（P３４） １ １

SB４（P３６） １０ １０

SB４（SC２） ３６２ １２ ３ ３７７

SB４小計 １００３ ４ ３ ２６ １１ １０４７

SH１（P３８） １ １

SH１（P３９） ２ ２

SH１（P４０） ２ ２

SH１小計 ５ ５

SH２（P４７） １ １

SH２（P５０） １ ４ ５

SH２小計 ２ ４ ６

SH３（P５１） ２ ２

SH３（P５２） ３ １ ４

SH３（P５３） ５７ ２ ５９

SH３（P５４） １ １

SH３（P５５） ９ ９

SH３（P５６） ３５ ３５

SH３（P５７） １１ １１

SH３（P５８） ３ ２ ５

SH３（P５９） ９ ９

SH３小計 １３０ ３ ２ １３５

SA１（P６０） ２ ２

SA１（P６３） ３ ６ ９

SA１（P６４） １ １

SA１（P６５） ４ １ ５

SA１（P６６） １ １

SA１（P６７） １ １

SA１小計 １０ ９ １９

SZ１（SD１） ４４ ５６ ４ ７ １１１

SZ２（SD２） ７ ２ ２ １１

SZ２（SD３） １１ １１

遺構名
縄文
土器

弥生・
土師器

須恵器
近世～
近代
陶磁器

石器
金属
製品

その他 合計

SZ２小計 １８ ２ ２ ２２

SZ３（SD４） ３４ １ ３５

SZ３（SD５） ２ ２

SZ３（SD６） １ １

SZ３（SD７） １ １

SZ３小計 ３８ １ ３９

SK４ １ １

SK５ １ １

SK６ ４ ４

SK９ ３ ３

SK１２ ２８ ２８

SK１３ １ ７ ８

SK１４ ２ ２

SK１５ ２ ２

SK１７ １ １

SK１８ ５ ５

SK２０ １ １

SK２１ ６ １ ７

SK２２ １３０ ３ １３３

SK２３ １ １ １ ３

SK２４ １ １

SK２７ １ １

SK３１ １ １

SK３４ １ ２ ２ ５

SK３５ １ １

SK３６ ２ ２

SK３７ ２ ２

SK３８ １ １

SK３９ ８ ８

SK４０ １ １

SK４１ １ ２ ３ ６

SK４３ １ １

SK４５ １ １

SK４６ ２ ２

SK５１ ５４ １ ５５

SK５９ １ １

SK６２ １ １

SK６６ ２ ２

SK６７ ３ １ ４

SK７９ １ １

SK８０ １ １

SK８１ ３ ３

SK８２ １ １ ２

SK８８ ３ １２６ １２９

SK９８ ３ ３

SK１０４ ７ ２ １ １ １１

SK１０５ １ １

SK１０６ １ １

SK１０８ １４ １８ ３２

SK１１４ ２ ２

SK１１８ １ １

SK１１９ １ １

SK１２０ １ １

SK１２３ １ １

SK１２５ １ １

SK１２７ ２ ２

表１６ 出土遺物一覧表（１）



第６節 近世～近代の遺構と遺物 ８９

遺構名
縄文
土器

弥生・
土師器

須恵器
近世～
近代
陶磁器

石器
金属
製品

その他 合計

SK１３０ ２ ２

SK１３１ ２ １ ３

SK１３６ １ １

SK１３７ ４ ４

SK１４５ ２ ２

SK１５３ ２ ２

SK１６０ １０ １ １１

SK１６２ ８ ８

SK１６５ １ １

SK１６９ １ １

SK１７０ ２ ２

SK１７４ １ １

SK１７６ ３ １ ４

SK１７７ ４ ４ ８

SK１７９ ３ ３

SK１８０ １ １

SK１８１ １ １ ２

SK１８２ １ ２ １ ４

SK１８４ １ １

SK１８５ １ １

SK１８８ ２ ２ ４

SK１８９ ５ ５

SK１９０ １ １

SK１９３ ３ ３

SK１９４ ８ ８

SK１９７ ２ ２ ４

SK１９８ １ １

SK２０１ １ １

SK２０２ １ １

SK２０３ １ １

SK２０５ ４ ４

SK２０７ ２ ２

SK２０９ １ １

SK２１０ ２ ２

SK２１１ ２ ２

SK２１３ ５ ４ ９

SK２２２ ５ １ ６

SK２２５ １ １

SK２２８ ４ ４

SK２３２ １ １

SK２３４ ３ ３

SK２３８ ４ ４

SK２４１ ２ ２

SK２４３ １ １ ２

SK２４９ ７ ７

SK２５１ ６ ６

SK２５３ ４ ４

SK２５４ ９ ９

SK２５５ ２ ２

SK２５６ １ １

SK２５９ ３ ３

SK２６１ ４ ４

SK２６４ ４ ４

SK２６５ ４ ４

SK２７２ １ １

SK２７６ １ １

遺構名
縄文
土器

弥生・
土師器

須恵器
近世～
近代
陶磁器

石器
金属
製品

その他 合計

SK２７７ ２ ２

SK２７８ ６ １ ７

SK２７９ １ １

SK２８０ ２１６ ４ ２２０

SK２８８ ３ ３

SK２９１ １ １

SK２９３ ７ ７

SK２９５ １３ １３

SK２９６ １０ ３ １ １４

SK２９７ ５ ５

SK２９８ １ １

SK２９９ ９ １ １０

SK３０１ １ １

SK３０２ ４４ ２ ４６

SK３０４ ５ ５

SK３１２ １ １

SK３１３ ２ ２

SK３１５ ２ ２

SK３１７ １ １

SK３２１ ４ ４

SK３２２ ３ ３

SK３２６ １ １

SK３２９ １ １

SK３３２ １ １

SK３３９ ４ ４

SK３４１ ７ １ ８

SK３４２ １ １

SK３４３ ２ ２

SK３４４ ２ ５ １ ５ １３

SK３４５ １５ １５

SK３４７ １ １

SK３４８ ２ １ ３

SK３４９ ３７ １ １ １ ４０

SK３５１ １ １ ２

SK３５７ １ １

SK３６５ １ ６ ７

SD８ １ １

SD９ ３２ ３２

SD１１ ５ ５

SD１３ １ １

SD１４ ２ １ １ ５ ９

SD１６ １ １

SD１７ ５ ６ １１

SD１８ １ １

SD１９ １ １

Ⅰ層 ４９ １７ １ ７ ６ ８ ８８

Ⅱ層 ８８ ５５ ２ ２ １３ １６０

撹乱 １ ６ １ ８

合計 ２２２６ １１５８ ３ ３２ ９３ １２ ６５ ３５８９

表１７ 出土遺物一覧表（２）



９０ 第３章 調査の結果

掲載
番号 出土位置 器 種 口径底

径器高 成形・調整 胎 土 焼成 色 調 備 考 挿図
番号

図版
番号

整理
番号

１ SB４ 縄文土器
深鉢 A１

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面不明

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒色（７．５YR
２／１） 沈線（幅０．６㎝） ３１ ６ ８７

２ SB４ 縄文土器
深鉢 A１

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（１０YR
２／１）

隆帯（幅０．３㎝）、
押引沈線（幅０．５㎝） ３１ ６ １２２

３ SB４―P２４ 縄文土器
深鉢 A１

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 橙色（５YR６／
６）

沈線（幅０．３㎝）、
刺突（幅０．３㎝） ３１ ６ ９９

４ SB４ 縄文土器
深鉢 A２

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒色（７．５YR
２／１）

隆帯（幅０．３㎝）、
沈線（幅０．６㎝） ３１ ６ １１６

５ SB４ 縄文土器
深鉢 A３

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（７．５
YR３／１） 押引沈線（幅０．３㎝） ３１ ６ １１２

６ SB４ 縄文土器
深鉢 A３

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面不明

やや粗、直径１�以下
の長石、石英、雲母を
多く含む

普通 橙色（５YR６／
６）

隆帯（幅０．５㎝）、
押引沈線（幅０．３㎝） ３１ ６ １０６

７ SB４ 縄文土器
深鉢 A３

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 橙色（７．５YR
６／６）

隆帯（幅０．４㎝）、
沈線（幅０．５㎝）、
押引沈線（幅０．７㎝）

３１ ６ １００

８ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢 A３

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（１０YR
２／１）

隆帯（幅０．５㎝）、
沈線（幅０．４㎝） ３１ ６ １０５

９ SB４ 縄文土器
深鉢 A３

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面不明

やや粗、直径４�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒褐色（１０YR
３／１）

隆帯（幅０．６㎝）、
沈線（幅０．６㎝） ３１ ６ １０２

１０ SB４ 縄文土器
深鉢 B１

―
（２９．０）
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面縄文

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒色（７．５YR
１．７／１） 沈線（幅１．３㎝） ３１ ６ １８０

１１ SB４ 縄文土器
深鉢 B１

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒色（７．５YR
２／１）

隆帯（幅１．４㎝）、
沈線（幅１．４㎝） ３１ ６ １０９

１２ SB４ 縄文土器
深鉢 C１a

―
―
―

胴部内面横ナデ、ケズ
リ、胴部外面撚糸？

やや粗、直径２�以下
の長石、石英、赤色酸
化土粒を幾つか含む

普通 黒色（７．５YR
２／１）

隆帯（幅０．３㎝）、
沈線（幅０．６㎝） ３１ ６ １１３

１３ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢 C１a

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面縄文

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（１０YR
３／１） ３１ ６ １０７

１４ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢 C１a

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

粗、直径２�以下の長
石、石英を幾つか含む 普通 明黄褐色（１０

YR７／６） ３１ ６ １２１

１５ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢 C１a

（２２．８）
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面縄文

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 橙色（７．５YR
７／６） 沈線（幅０．４㎝） ３１ ６ １２０

１６ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢 C１a

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面縄文

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（１０YR
３／１） 沈線（幅０．８㎝） ３１ ６ ９６

１７ SB４ 縄文土器
深鉢 C１b

（３３．８）
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面条線

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（５YR
２／１） 沈線（幅０．８㎝） ３１ ６ １６９

１８ SB４ 縄文土器
深鉢 C１b

（３３．８）
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面条線

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒色（７．５YR
１．７／１） 沈線（幅０．８㎝） ３１ ６ １７７

１９ SB４ 縄文土器
深鉢 C１b

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（１０YR
３／１） ３１ ６ １４６

２０ SB４ 縄文土器
深鉢 C１b

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（７．５
YR３／１） ３１ ６ １４７

２１ SB４ 縄文土器
深鉢 C２

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒色（７．５YR
１．７／１） 沈線（幅０．９㎝） ３１ ６ １０８

２２ SB４ 縄文土器
深鉢 C２

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石を幾つか含む 普通 褐灰色（１０YR

４／１）
隆帯（幅１．３㎝）、
沈線（幅０．６㎝） ３１ ６ １７４

２３ SB４ 縄文土器
深鉢 C２

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石を多く含む 普通 褐灰色（１０YR

４／１）
隆帯（幅０．７㎝）、
沈線（幅０．８㎝） ３１ ６ １５９

２４ SB４ 縄文土器
深鉢 C２

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面条線

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 にぶい赤褐色
（５YR４／４）

隆帯（幅１．１㎝）、
押引沈線（幅０．３㎝） ３１ ６ １５６

２５ SB４ 縄文土器
深鉢 C２

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 褐灰色（５YR
４／１）

隆帯（幅０．７㎝）、
沈線（幅０．８㎝） ３１ ６ １１７

２６ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢 C２

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒色（７．５YR
２／１）

隆帯（幅０．８㎝）、
沈線（幅０．９㎝） ３１ ６ １１８

表１８ 遺物観察表（１）



第６節 近世～近代の遺構と遺物 ９１

掲載
番号 出土位置 器 種 口径底

径器高 成形・調整 胎 土 焼成 色 調 備 考 挿図
番号

図版
番号

整理
番号

２７ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢 C２

（２１．２）
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒色（７．５YR
２／１）

隆帯（幅０．８㎝）、
沈線（幅０．５㎝） ３１ ６ １５８

２８ SB４ 縄文土器
深鉢 C２

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面縄文

やや粗、直径１．５�以
下の長石、石英を多く
含む

普通 黒色（５YR２／
１）

隆帯（幅１．１㎝）、
沈線（幅０．５㎝） ３１ ６ １５５

２９ SB４ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒褐色（５YR
３／１） 沈線（幅０．２㎝） ３１ ６ １１０

３０ SB４ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒色（７．５YR
２／１） 沈線（幅０．４㎝） ３２ ６ １３３

３１ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径１．５�以
下の長石、石英を幾つ
か含む

普通 黒色（７．５YR
２／１） 沈線（幅０．５㎝） ３２ ６ １４３

３２ SB４ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 明褐色（７．５
YR５／６）

隆帯（幅０．７㎝）、
押引沈線（幅０．３㎝） ３２ ６ １５３

３３ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面条線

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 灰黄褐色（１０
YR５／２） 沈線（幅０．７㎝） ３２ ６ １４４

３４ SB４―P２４ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面不明

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（１０YR
３／１）

隆帯（幅０．５㎝）、
沈線（幅０．６㎝） ３２ ６ １５０

３５ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

粗、直径２�以下の長
石、石英を多く含む 普通 暗褐色（７．５

YR３／３） 沈線（幅０．６㎝） ３２ ６ ８２

３６ SB４ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒色（７．５YR
２／１）

隆帯（幅０．６㎝）、
沈線（幅０．５㎝） ３２ ６ １３４

３７ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 橙色（７．５YR
６／６）

沈線（幅０．４㎝）、
刺突（幅０．３㎝） ３２ ６ １３２

３８ SB４ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面不明

粗、直径３�以下の長
石、石英を多く含む 普通 にぶい黄橙色

（１０YR７／４）
沈線（幅０．６㎝）、
刺突（幅０．４㎝） ３２ ６ １３１

３９ SB４ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面縄文

やや粗、直径２�以下
の長石を幾つか含む 普通 褐灰色（５YR

４／１） 沈線（幅０．２㎝） ３２ ６ １６５

４０ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（５YR
２／１）

隆帯（幅１．２㎝）、
沈線（幅０．７㎝） ３２ ６ １６７

４１ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒褐色（２．５
YR３／１）

隆帯（幅０．６㎝）、
押引沈線（幅０．３㎝）、
沈線（幅０．３㎝）

３２ ７ １３０

４２ SB４ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（１０YR
３／１）

隆帯（幅０．８㎝）、
押引沈線（幅０．４㎝）、
沈線（幅０．４㎝）

３２ ８ １７８

４３ SB４ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（１０YR
３／１）

隆帯（幅０．６㎝）、
押引沈線（幅０．４㎝）、
沈線（幅０．４㎝）

３２ ７ １２８

４４ SB４ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石、石英、雲母を
多く含む

普通 黒褐色（２．５
Y３／１）

隆帯（幅０．８㎝）、
押引沈線（幅０．４㎝） ３２ ７ １２９

４５ SB４ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面不明

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（２．５
Y３／１）

隆帯（幅０．８㎝）、
押引沈線（幅０．４㎝）、
沈線（幅０．９㎝）

３２ ７ １４０

４６ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面不明

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（２．５
Y３／１）

隆帯（幅０．６㎝）、
押引沈線（幅０．４㎝）、
沈線（幅０．９㎝）

３２ ７ １３９

４７ SB４ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（１０YR
３／１） 沈線（幅０．５㎝） ３２ ７ １４１

４８ SB４ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（７．５
YR３／１） 沈線（幅０．５㎝） ３２ ７ １２４

４９ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、ケズ
リ、胴部外面横ナデ

やや粗、直径２．５�以
下の長石、石英を多く
含む

普通 黒褐色（５YR
３／１） 沈線（幅０．５㎝） ３２ ７ １５１

５０ SB４ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒褐色（１０YR
３／１） 沈線（幅０．４㎝） ３２ ７ １２３

５１ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径４�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒色（７．５YR
２／１） 沈線（幅０．５㎝） ３２ ７ １６１

５２ SB４―P２４ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径１．５�以
下の長石、石英を多く
含む

普通 黒褐色（７．５
YR３／１）

隆帯（幅０．７㎝）、
沈線（幅０．３㎝） ３２ ７ １５２

表１９ 遺物観察表（２）



９２ 第３章 調査の結果

掲載
番号 出土位置 器 種 口径底

径器高 成形・調整 胎 土 焼成 色 調 備 考 挿図
番号

図版
番号

整理
番号

５３ SB４ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面条線

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 褐灰色（７．５
YR５／１） ３２ ７ １４５

５４ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面斜めナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒色（７．５YR
２／１） 沈線（幅０．４㎝） ３２ ７ １６０

５５ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径４�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒褐色（１０YR
３／１） ３３ ７ １７９

５６ SB４ 縄文土器
深鉢

―
８．５
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（７．５
YR３／１） ３３ ７ １７６

５７ SB４―P２８ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面指圧痕、
胴部外面不明

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（１０YR
３／１） ３３ ７ １３６

５８ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢

―
（８．５）
―

胴部内面不明、
胴部外面不明

やや粗、直径６�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒色（７．５YR
２／１） ３３ ７ １３５

５９ SB４ 縄文土器
深鉢

―
（６．８）
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（１０YR
３／１） ３３ ７ １３８

６０ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、ケズ
リ、胴部外面横ナデ

やや粗、直径４�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒褐色（１０YR
３／１） ３３ ７ １０４

６１ SB４―SC２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（７．５
YR３／１）

隆帯（幅０．５㎝）、
押引沈線（幅０．５㎝） ３３ ７ １２６

６２ SB４ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石、石英、雲母を
多く含む

普通 黒褐色（１０YR
３／１）

隆帯（幅０．５㎝）、
沈線（幅０．６㎝） ３３ ７ １２７

６３ SB４―SC２ 縄文土器
釣手土器

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒 色（１０YR
１．７／１）

隆帯（幅０．５㎝）、
押引沈線（幅０．５㎝） ３３ ８ １０３

６４ SB４ 石器
石錐

４．６
４．３
１．６

基部と刃部の境が明瞭
でない チャート製 重量２６．０g 完形 ３４ ８ ３０８

６５ SB４ 石器
UF

２．０
２．５
０．７

チャート製 重量２．４g ３４ ８ ３１８

６６ SB４ 石器
UF

３．６
１．９
８．５

チャート製 重量８．３g ３４ ８ ３１６

６７ SB４ 石器
RF

３．３
３．２
０．６

チャート製 重量６．９g ３４ ８ ３０９

６８ SB４ 石器
UF

４．３
２．３
０．９

チャート製 重量７．９g ３４ ８ ３１７

６９ SB１ 石器
打製石斧

１１．０
７．２
２．１

基端部は尖る 砂岩製 重量２０９．６g
刃部幅７．２㎝、刃部
角５７度、上部欠損 ３４ ８ ３３４

７０ SK２２ 縄文土器
深鉢 A１

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石を幾つか含む 普通 褐灰色（１０YR

４／１）
隆帯（幅０．４㎝）、
沈線（幅０．５㎝） ３４ ８ １１５

７１ SK２２ 縄文土器
深鉢 A２

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒褐色（７．５
YR３／１） 沈線（幅０．６㎝） ３４ ８ １０１

７２ SK２２ 縄文土器
深鉢 A２

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒色（５YR
１．７／１） 沈線（幅０．４㎝） ３４ ８ １１４

７３ SK２２ 縄文土器
深鉢 C１a

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径１�以下
の長石を幾つか含む 普通 褐灰色（１０YR

４／１） ３４ ８ １１１

７４ SK２２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面不明

やや粗、直径４�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（７．５
YR３／１）

隆帯（幅０．４㎝）、
押引沈線（幅０．２㎝）
沈線（幅０．５㎝）

３４ ８ １７３

７５ SK２２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 褐灰色（７．５
YR４／１） 隆帯（幅１．０㎝） ３４ ８ １６８

７６ SK２２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

粗、直径３�以下の長
石、石英を多く含む 普通 褐灰色（１０YR

４／１）
隆帯（幅０．６㎝）、
沈線（幅０．４㎝） ３４ ８ １７５

７７ SK２２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径１�以下
の長石を幾つか含む 普通 褐灰色（１０YR

５／１）
押引沈線（幅０．６㎝）、
沈線（幅０．２㎝） ３４ ８ １７２

７８ SK２２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面条線

やや粗、直径２�以下
の長石を幾つか含む 普通 にぶい橙色

（７．５YR７／４） ３４ ８ １７０

表２０ 遺物観察表（３）



第６節 近世～近代の遺構と遺物 ９３

掲載
番号 出土位置 器 種 口径底

径器高 成形・調整 胎 土 焼成 色 調 備 考 挿図
番号

図版
番号

整理
番号

７９ SH３―P５３ 縄文土器
深鉢 C２

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒色（７．５YR
１．７／１） ３５ ９ ８３

８０ SH３―P５３ 縄文土器
深鉢 C２

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面不明

やや粗、直径３�以下
の長石、石英、雲母を
多く含む

普通 暗褐色（５YR
３／３） 沈線（幅０．７㎝） ３５ ９ ８４

８１ SH３―P５５ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面縄文

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 褐灰色（７．５
YR４／１） 隆帯（幅１．５㎝） ３５ ９ ６５

８２ SH３―P５９ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径１�以下
の長石、石英、赤色酸
化土粒を多く含む

普通 黒色（７．５YR
２／１）

隆帯（幅０．６㎝）、
沈線（幅０．６㎝） ３５ ９ １４９

８３ SH３―P５３ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石を幾つか含む 普通 黒褐色（１０YR

３／１）
沈線（幅０．５㎝）、
穿孔あり ３５ ９ ８５

８４ SH３―P５３ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径４�以下
の長石、石英、雲母を
幾つか含む

普通 灰褐色（７．５
YR６／２） 沈線（幅０．５㎝） ３５ ９ ８６

８５ SH３―P５７ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面縦ナデ、
胴部外面縦ナデ

粗、直径３�以下の長
石、石英を多く含む 普通 褐灰色（１０YR

４／１） 沈線（幅０．５㎝） ３５ ９ ６３

８６ SH３―P５５ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面不明

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒褐色（１０YR
３／１） 隆帯（幅０．８㎝） ３５ ９ ６４

８７ SH３―P５３ 石器
敲石

１２．２
１１．３
２．９

敲打部は表面中央部と
下部のみ 砂岩製 重量４９９．０g

表面敲打部の長さ約
６．１㎝、幅約５．７㎝ ３５ ９ ３２２

８８ SK４６ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

粗、直径２�以下の長
石、石英を多く含む 普通 褐灰色（１０YR

４／１）
沈線（幅０．４cm）、
内面に炭化物付着 ３５ ９ ５３

８９ SK１６５ 縄文土器
深鉢 C１a

―
―
―

胴部内面横～斜めナ
デ、胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英、雲母、
赤色酸化土粒を多く含
む

普通 橙色（５YR６／
６） 沈線（幅０．５㎝） ３５ ９ ５５

９０ SK２５９ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

粗、直径１�以下の長
石を多く含む 普通 黒褐色（１０YR

３／１） 隆帯（幅１．０㎝） ３５ ９ ９２

９１ SK２９７ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（１０YR
３／１）

刺突文（幅０．５㎝）、
沈線文（幅０．１㎝） ３５ ９ １８１

９２ SK２９７ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 灰黄褐色（１０
YR４／２） 沈線文（幅０．１㎝） ３５ ９ １８２

９３ SK２９９ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径４�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 褐灰色（１０YR
４／１）

隆帯（幅０．５㎝）、
沈線（幅０．３㎝） ３５ ９ １４２

９４ SK３４１ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 褐灰色（１０YR
４／１） 沈線（幅０．３㎝） ３５ ９ ９４

９５ SK３０２ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面縄文

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 灰褐色（７．５
YR４／２） 沈線（幅０．５㎝） ３５ ９ ８８

９６ SK３０２ 石器
RF

２．３
３．５
０．９

チャート製 重量４．８g ３５ ８ ３１２

９７ SK３４９ 弥生土器
甕

―
―
―

胴部内面体部外面横ナ
デ、内面横方向の板ナ
デ

やや粗、直径１�以下
の長石を幾つか含む 普通 灰褐色（１０YR

５／２） 体部外面に貼付突帯 ３５ ９ ９０

９８ SK２８０ 縄文土器
深鉢 A３

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

粗、直径３�以下の長
石を多く含む 普通 黒色（２．５Y２／

１） 隆帯（幅０．６㎝） ３６ ９ ６７

９９ SK２８０ 縄文土器
深鉢 A３

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面不明

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒褐色（５YR
３／１）

隆帯（幅０．４㎝）、
押引沈線（幅０．７㎝） ３６ ９ ７２

１００ SK２８０ 縄文土器
深鉢 C１a

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面縄文

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒褐色（５YR
３／１） 隆帯（幅１．０㎝） ３６ ９ ６８

１０１ SK２８０ 縄文土器
深鉢 C１a

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面縄文

やや粗、直径２�以下
の長石を幾つか含む 普通 黒褐色（１０YR

３／１） 擬口縁が残る ３６ ９ ７１

１０２ SK２８０ 縄文土器
深鉢 C１a

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面縄文

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 にぶい黄褐色
（１０YR５／３） 沈線（幅０．７㎝） ３６ ９ ７０

１０３ SK２８０ 縄文土器
深鉢 C１b

―
―
―

胴部内面横ナデ、胴部
外面横ナデ、ケズリ

やや粗、直径１�以下
の長石を幾つか含む 普通 褐灰色（１０YR

４／１） ３６ ９ ７４

表２１ 遺物観察表（４）



９４ 第３章 調査の結果

掲載
番号 出土位置 器 種 口径底

径器高 成形・調整 胎 土 焼成 色 調 備 考 挿図
番号

図版
番号

整理
番号

１０４ SK２８０ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面不明、
胴部外面不明

やや粗、直径２�以下
の長石、石英、雲母を
幾つか含む

普通 黒褐色（１０YR
３／１）

隆帯（幅０．４㎝）、
押引沈線（幅０．５㎝） ３６ ９ ７３

１０５ SK２８０ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横～斜めナ
デ、胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石を幾つか含む 普通 灰 色（５Y６／

１）
沈線（幅０．３㎝）、
刺突（幅０．４㎝） ３６ ９ ５８

１０６ SK２８０ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石、石英、雲母、
赤色酸化土粒を多く含
む

普通 灰褐色（７．５
YR４／２）

押引沈線（幅０．７㎝）、
沈線（幅０．３㎝） ３６ ９ ５７

１０７ SK２８０ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面不明

やや粗、直径５�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 褐灰色（１０YR
４／１）

隆帯（幅０．３㎝）、
沈線（幅０．７㎝） ３６ ９ ６０

１０８ SK２８０ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面撚糸

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 灰黄褐色
（１０YR４／２） 沈線（幅０．２㎝） ３６ ９ ７９

１０９ SK２８０ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面不明

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒褐色（１０YR
３／１）

隆帯（幅０．６㎝）、
沈線（幅０．７㎝） ３６ ９ ６６

１１０ SK２８０ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 灰黄褐色
（１０YR５／２） 沈線（幅０．７㎝） ３６ ９ ７８

１１１ SK２８０ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 灰黄褐色
（１０YR５／２） 沈線（幅０．６㎝） ３６ ９ ５９

１１２ SK２８０ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面条線

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 灰黄褐色
（１０YR５／２） ３６ ９ １７１

１１３ SK２８０ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面斜めナデ、
胴部外面不明

やや粗、直径２�以下
の長石、石英、雲母を
多く含む

普通 明黄褐色（１０
YR７／６）

隆帯（幅０．７㎝）、沈
線（幅０．６㎝） ３６ ９ ６９

１１４ SK２８０ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面不明

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 赤褐色（５YR
４／６） ３６ ９ ８１

１１５ SK２８０ 縄文土器
深鉢

―
（８．０）
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面縄文

やや粗、直径１�以下
の長石を幾つか含む 普通 褐灰色（７．５

YR４／１） ３６ ９ ７６

１１６ SK２８０ 縄文土器
深鉢

―
（７．２）
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 褐灰色（１０YR
４／１） ３６ ９ ７５

１１７ SK２８０ 縄文土器
深鉢

―
（５．６）
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石を幾つか含む 普通 黒褐色（１０YR

３／１） ３６ ９ ７７

１１８ SK２８０ 石器
RF

２．１
２．８
０．６

チャート製 重量３．３g ３６ ８ ３１０

１１９ 包含層 縄文土器
深鉢 B１

（３１．８）
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径４�以下
の長石、石英、雲母を
幾つか含む

普通 褐色（７．５YR
４／４）

隆帯（幅１．９㎝）、
沈線（幅０．２㎝） ３６ ９ ９８

１２０ 包含層 縄文土器
深鉢 C２

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面不明

やや粗、直径１�以下
の長石を多く含む 普通 黒色（７．５YR

２／１）
隆帯（幅０．６㎝）、
沈線（幅０．５㎝） ３６ ９ ９１

１２１ 包含層 縄文土器
深鉢 C１a

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面縄文

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒色（２．５Y
２／１） ３６ ９ １５４

１２２ 包含層 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面不明、
胴部外面不明

粗、直径２�以下の長
石を多く含む 普通 黒褐色（１０YR

３／１） 隆帯（幅１．０㎝） ３６ ９ ６１

１２３ 包含層 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面縄文

やや粗、直径３�以下
の長石を幾つか含む 普通 黒褐色（１０YR

３／１）
隆帯（幅１．０㎝）、
刺突（幅０．２㎝） ３６ ９ ８９

１２４ SB１ 弥生土器
甕

―
―
―

体部外面調整不明、内
面横～斜め方向の板ナ
デ

やや粗、直径２㎜以下
の長石、石英、雲母を
幾つか含む

普通 にぶい黄褐色
（１０YR５／３） 最大幅１５．２cm ５９ １０ １７

１２５ SB１ 弥生土器
甕

―
（５．０）
―

底部内面横方向の板ナ
デ

やや粗、直径３㎜以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 にぶい黄褐色
（１０YR５／３）

底部外面布目圧痕、
いわゆる擬口縁が明
瞭に残る

５９ １０ ２５

１２６ SB１ 弥生土器
甕

―
（５．５）
―

体部外面縦位条痕、内
面横ナデ、底部外面不
明

やや粗、直径２㎜以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 橙色（７．５YR
７／６） ５９ １０ ２

１２７ SB１ 弥生土器
甕

―
（５．５）
―

底部外面調整不明、体
部外面縦位櫛条痕、内
面横方向の板ナデ

やや粗、直径３㎜以下
の長石を多く含む 普通 黒褐色（２．５

Y３／１） ５９ １０ ２６

１２８ SB１ 弥生土器
広口壺

―
―
―

底部外面縦ミガキ、体
部外面斜め～縦ハケ、
内面上方指圧痕、下方
斜めハケ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英、雲母を
多く含む

普通 橙色（７．５YR
７／６） 最大幅２６．０cm ５９ １０ １６

表２２ 遺物観察表（５）



第６節 近世～近代の遺構と遺物 ９５

掲載
番号 出土位置 器 種 口径底

径器高 成形・調整 胎 土 焼成 色 調 備 考 挿図
番号

図版
番号

整理
番号

１２９ SB１ 弥生土器
壺

―
―
―

体部外面斜めハケ、内
面横方向の板ナデ

やや粗、直径３．５㎜以
下の長石、石英、赤色
酸化土粒を多く含む

普通 浅黄橙色
（１０YR８／３）

体部外面に波状文、
横線文、列点文 ５９ １０ ２０

１３０ SB１ 弥生土器
二重口縁壺

―
―
―

頸部外面調整不明、内
面横ハケ

密、直径０．１�以下の
長石を幾つか含む 普通 浅黄橙色（７．５

YR８／６）
穿孔有り、内外面に
煤付着 ５９ １０ １８

１３１ SB１ 弥生土器
パレス壺

―
―
―

体部内外面調整不明、
内面横ナデ

やや粗、直径１㎜以下
の長石、石英を多く含
む

普通 褐色（７．５YR
４／４）

外面に波状文と刺突
文、赤彩 ５９ １０ ２２

１３２ SB１ 弥生土器
直口鉢

―
（４．０）
―

底部外面調整不明、体
部外面縦方向の板ナ
デ、内面横方向板ナデ

密、直径１�以下の長
石を幾つか含む 普通 橙色（５YR６／

６） ５９ １０ ２８

１３３ SB１ 弥生土器
直口鉢

―
３．８
―

底部外面板ナデ後指
圧、体部外面縦方向の
板ナデ、内面斜めハケ

やや粗、直径１㎜以下
の長石、石英をわずか
に含む

普通 褐灰色（７．５
YR６／１） ５９ １０ ２７

１３４ SB１ 弥生土器
直口鉢

―
（４．４）
―

底部外面調整不明、体
部外面横ナデ、内面横
方向の板ナデ

やや粗、直径１�以下
の長石をわずかに含む 普通 にぶい橙色

（５YR６／４） ５９ １０ ２９

１３５ SB１ 弥生土器
甕

―
―
―

口縁部内外面横ナデ
やや粗、直径１�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 にぶい黄褐色
（１０YR５／３）

口縁端部に刺突文、
外面に煤付着 ５９ １０ １４８

１３６ SB１ 弥生土器
細頸壺

―
―
―

肩部外面横ミガキ、内
面横ナデ

やや粗、礫をほとんど
含まない 普通 黄橙色（１０YR

８／６）
肩部外面に貝殻によ
る刺突文 ５９ １０ ２４

１３７ SB１ 弥生土器
小型器台

（６．０）
４．１
４．６

脚部内面指圧痕、外面
指圧後不定方向のヘラ
ナデ、杯部外面指圧痕、
口縁部内外面横ナデ

密、直径１�以下の長
石をわずかに含む 普通 灰色（N４／０） ５９ １０ ２３

１３８ SB１―SK
３７０

弥生土器
器台

―
（１２．５）
―

脚部外面横ナデ、内面
斜めハケ後横ナデ

やや粗、直径１㎜以下
の長石、石英、雲母を
幾つか含む

普通 にぶい褐色
（７．５YR５／３） ５９ １０ １９

１３９ SB１ 弥生土器
高杯

―
―
―

杯部内外面調整不明
やや粗、直径１㎜以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黄橙色（１０YR
８／６）

杯部外面に波状文、
内部上方煤付着 ５９ １０ ２１

１４０ SB１ 縄文土器
深鉢 C１a

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面縄文

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒褐色（１０YR
３／１） ５９ １０ ９７

１４１ SB１ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径１�以下
の長石、石英、雲母を
多く含む

普通 橙色（７．５YR
７／６）

隆帯（幅０．８㎝）、
沈線（幅０．７㎝） ５９ １０ １６２

１４２ SB１ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面縄文

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 橙色（７．５YR
６／６） 押引沈線（幅０．５㎝） ５９ １０ １６４

１４３ SB１ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面斜めナデ、
胴部外面縄文

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 黒色（１０YR２／
１） ５９ １０ １６３

１４４ SB１ 縄文土器
深鉢

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径１�以下
の長石、石英、赤色酸
化土粒を幾つか含む

普通 黒褐色（２．５Y
３／２） 沈線（幅０．５㎝） ５９ １０ １１９

１４５ SB１
石器
有孔磨製
石鏃

（２．１）
２．５
０．３

全面に横、縦、斜め方
向の研磨が施される 泥岩製 重量１．３g

孔径０．２㎝、
上部欠損 ５９ １１ ３２８

１４６ SB１
石器
磨製石鏃
未製品

（２．５）
２．６
０．４

横から斜め方向に研磨
が施される 泥岩製 重量３．４g 上下欠損 ５９ １１ ３２９

１４７ SB１
石器
磨製石鏃
未製品

３．３
２．９
０．６

側縁から浅い剥片剥離
が施される 泥岩製 重量６．０g 研磨なし ５９ １１ ３３２

１４８ SB１ 石器
尖頭器

（２．３）
（２．１）
４．５

単位の大きい調整剥離
を施す チャート製 重量１．９g

先端角約５０度、
下部欠損 ５９ １１ ３２０

１４９ SB１
石器
スクレイ
パー

３．１
２．６
０．９

刃部数は１で、平面形
は内彎する チャート製 重量６．９g

刃部長２．１㎝、幅０．３
㎝、刃部角約６０度 ５９ １１ ３０７

１５０ SB１ 石器
石包丁

４．３
（７．５）
０．９

背部及び折損部に調整
剥離あり 泥岩製 重量３４．６g

刃部残存長５．４㎝、
幅０．８㎝、刃部角２２
度、中央で折損

６０ １１ ３２７

１５１ SB１ 石器
UF

１．８
１．４
０．２

チャート製 重量０．７g ６０ １１ ３１５

１５２ SB１ 石器
砥石

（８．１）
２．９
１．１

４面で構成され、その
うち砥面数は１面であ
る

泥岩製 重量４９．２g
表面の砥面の現存長
５．８㎝、幅２．２㎝ ６０ １１ ３２４

１５３ SB１ 石器
砥石

８．５
１．５
０．６

４面で構成され、その
うち砥面数は４面であ
る

泥岩製 重量１６．５g
表面の砥面の長さ
７．９㎝、幅１．５㎝ ６０ １１ ３２５

表２３ 遺物観察表（６）



９６ 第３章 調査の結果

掲載
番号 出土位置 器 種 口径底

径器高 成形・調整 胎 土 焼成 色 調 備 考 挿図
番号

図版
番号

整理
番号

１５４ SB１ 石器
砥石

（６．３）
（２．８）
（１．８）

２面以上で構成され、
現存している面はすべ
て使用されている

砂岩製 重量３７．６g
表面の砥面の現存長
５．４㎝、幅１．５㎝ ６０ １１ ３２６

１５５ SB２―SK１ 弥生土器
甕

―
―
―

体部外面縦方向の櫛条
痕、内面不定方向の板
ナデ

やや粗、直径３㎜以下
の長石、石英を多く含
む

普通 にぶい褐色
（７．５YR５／４）

体部外面下方に炭化
物付着 ６０ １２ １０

１５６ SB２―SK１ 弥生土器
甕

―
―
―

体部内外面横～斜め方
向の板ナデ

やや粗、直径３㎜以下
の長石、石英、赤色酸
化土粒を幾つか含む

普通 にぶい褐色
（７．５YR３／５）

最大幅１７．８cm
体部外面に炭化物付
着

６０ １０ １２

１５７ SB２―SK１ 弥生土器
甕

―
（５．７）
―

体部内外面横～斜め方
向の板ナデ

やや粗、直径５㎜以下
の長石、石英、赤色酸
化土粒を幾つか含む

普通 浅黄橙色（１０
YR８／３） 体部外面に煤付着 ６０ １０ １１

１５８ SB２ 弥生土器
パレス壺

―
―
―

体部外面横ミガキ、体
部内面横方向の板ナデ

やや粗、直径３㎜以下
の長石、赤色酸化土粒
を多く含む

普通 橙色（５YR６／
６） 体部外面赤彩 ６０ １２ ６

１５９ SB２―SK１ 弥生土器
パレス壺

―
―
―

頸部内外面不明、口縁
部外面横ミガキ

やや粗、直径２㎜以下
の長石、石英を多く含
む

普通 橙色（７．５YR
７／６）

口縁部内面に刺突
文、赤彩 ６０ １２ ５

１６０ SB２―SK１ 弥生土器
細頸壺

（６．４）
―
―

口頸部内外面調整不明

やや粗、直径１㎜以下
の長石、石英、雲母、
赤色酸化土粒を多く含
む

普通 浅黄橙色（１０
YR８／３） ６０ １２ ９

１６１ SB２―SK１ 弥生土器
高杯

―
（１３．８）
―

脚部外面調整不明、脚
裾部内面横方向の板ナ
デ後ミガキ、脚柱部内
面横～斜ハケ

やや粗、直径１㎜以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 浅黄橙色（１０
YR８／３） 孔数不明 ６０ １２ ８

１６２ SB２―SK１ 弥生土器
高杯

―
１２．０
―

脚部外面縦ミガキ、内
面調整不明

やや粗、直径１㎜以下
の長石を多く含む 普通 灰黄色（２．５Y

７／２） １孔３組３穿孔 ６０ １０ ４

１６３ SB２ 弥生土器
高杯

（１５．４）
―
―

口縁部内外面不明
やや粗、直径１㎜以下
の長石、石英、赤色酸
化土粒を多く含む

普通 浅黄橙色（７．５
YR８／４） ６０ １２ ７

１６４ SB３ 弥生土器
甕

（９．０）
―
―

口縁部内外面調整不明
やや粗、直径２㎜以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 灰黄褐色（１０
YR４／２） ６１ １２ １５

１６５ SB３ 弥生土器
甕

―
（７．８）
―

底体部内外面調整不明
やや粗、直径３．５㎜以
下の長石、石英、チャー
トを幾つか含む

普通 黒褐色（１０YR
３／２）

いわゆる擬口縁が明
瞭に残る ６１ １２ １４

１６６ SB３
石器
磨製石鏃
未製品

（４．２）
（２．５）
０．３

側縁は横方向、先端と
基部は縦方向に研磨が
施される

泥岩製 重量３．５g
先端角約６０度、
下部欠損 ６１ １１ ３３０

１６７ SH２―P５０ 弥生土器
広口壺

―
―
―

口縁部外面縦ミガキ、
内面調整不明

やや粗、直径１�以下
の長石、赤色酸化土粒
をわずかに含む

普通 黄橙色（１０YR
８／６）

口縁端部に一条の凹
線 ６１ １２ ４０

１６８ SH２―P５０ 弥生土器
高杯

―
（１３．２）
―

脚部内外面調整不明 粗、直径１�以下の長
石を幾つか含む 普通 橙色（７．５YR

７／６） ６１ １２ ４３

１６９ SZ２―SD３ 弥生土器
壺

―
―
―

口縁部外面横ハケ、
内面不明

粗、直径４�以下の長
石を幾つか含む 普通 にぶい黄褐色

（１０YR４／３） ６１ １２ ３９

１７０ SZ２―SD２ 弥生土器
壺

―
―
―

口頸部内外面調整不明
やや粗、直径５�以下
の長石、赤色酸化土粒
を幾つか含む

普通 黄灰色（２．５Y
５／１） ６１ １２ ３８

１７１ SZ１―SD１ 弥生土器
高杯

（１３．９）
―
―

口縁部内外面横ナデ
やや粗、直径１�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 にぶい黄橙色
（１０YR７／３） ６１ １２ ３５

１７２ SZ１―SD１ 弥生土器
甕

１７．１
―
―

口縁部内外面横ナデ やや粗、直径２㎜以下
の長石を幾つか含む 普通 黄灰色（２．５Y

５／１） 口縁端部に刺突文 ６１ １２ ３４

１７３ SZ１―SD１ 弥生土器
壺

（２３．０）
―
―

口頸部内外面調整不明

やや粗、直径１０．１�以
下の長石、チャート、
赤色酸化土粒を幾つか
含む

普通 浅黄橙色（７．５
YR８／６） 口縁部外面に凹線文 ６１ １２ ３７

１７４ SZ１―SD１ 弥生土器
高杯

２１．０
―
―

杯部内外面横ナデ
やや粗、直径２㎜以下
の長石、石英、赤色酸
化土粒を幾つか含む

普通 褐灰色（１０YR
５／１） ６１ １２ ３６

１７５ SD９ 弥生土器
甕

―
―
―

口縁部外面縦位櫛条
痕、内面横ナデ

やや粗、直径２㎜以下
の長石、石英を多く含
む

普通 にぶい褐色
（７．５YR５／４）

口縁部内面に櫛によ
る押し引き刺突文、
口縁端部に刺突文、
口縁部外面煤付着

６１ １２ ３２

１７６ SD９ 弥生土器
壺

―
２．１
―

底部外面調整不明、
内面横方向の板ナデ

やや粗、直径１�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 にぶい黄橙色
（１０YR７／４） ６１ １２ ３３

１７７ SZ３―SD４ 弥生土器
甕

―
（８．０）
―

脚部内外面調整不明
やや粗、直径２�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 にぶい橙色
（５YR７／４） ６１ １２ ４８

表２４ 遺物観察表（７）



第６節 近世～近代の遺構と遺物 ９７

掲載
番号 出土位置 器 種 口径底

径器高 成形・調整 胎 土 焼成 色 調 備 考 挿図
番号

図版
番号

整理
番号

１７８ SZ３―SD４ 弥生土器
広口壺

―
―
―

体部外面斜めハケ、
内面横ハケと横方向の
板ナデ

やや粗、直径１�以下
の長石、赤色酸化土粒
をわずかに含む

普通 灰白色（１０YR
７／１）

体部外面に横線文と
刺突文、内面に黒色
有機物付着

６１ １２ ４５

１７９ SZ３―SD４ 弥生土器
高杯

―
―
―

脚部内外面調整不明
やや粗、直径３�以下
の長石、石英、赤色酸
化土粒を多く含む

普通 浅黄橙色（１０
YR８／４） 脚端部に沈線 ６１ １２ ４７

１８０ SK１０８ 弥生土器
壺

（１０．０）
―
―

頸部外面斜め方向の板
ナデ、内面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英、赤色酸
化土粒を幾つか含む

普通 浅黄橙色（１０
YR８／４） 口縁部外面に刺突文 ６１ １２ ４１

１８１ SK１０８ 弥生土器
高杯

（１０．６）
―
―

杯部外面調整不明、内
面横ミガキ

やや粗、直径２�以下
の長石を多く含む 普通 褐灰色（１０YR

５／１） ６１ １２ ４２

１８２ SK６２ 弥生土器
受口甕

（１７．０）
―
―

口縁部内外面横ナデ
やや粗、直径６㎜以下
の長石、石英、雲母を
幾つか含む

普通 暗灰黄色（２．５
Y４／２） 口縁部外面に刺突文 ６１ １２ １３

１８３ SK５１ 弥生土器
高杯

（２７．０）
―
―

杯部内外面横ミガキ
やや粗、直径２�以下
の長石、石英、雲母を
幾つか含む

普通 橙色（５YR７／
８）

口縁部内面に多条沈
線、連弧文 ６１ １２ ３１

１８４ SK５１ 弥生土器
甕

―
（７．８）
―

脚部内外面調整不明 粗、直径１�以下の長
石を多く含む 普通 黒褐色（２．５

Y３／１） ６１ １２ ３０

１８５ SK８８ 弥生土器
甕

（２７．７）
７．６
３５．６

底部外面不明、体部外
面斜めハケ、内面不明

やや粗、直径９�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 浅黄橙色（１０
YR８／４）

最大幅３１．５cm、
体部外面中程と内面
下方に炭化物付着

６１ １０ ４９

１８６ SK８８ 弥生土器
高杯

―
―
―

杯部内外面調整不明
やや粗、直径２�以下
の長石、石英、赤色酸
化土粒を幾つか含む

普通 黄橙色（１０YR
８／６） ６１ １２ ４４

１８７ 包含層 弥生土器
甕

―
―
―

口縁部外面横位条痕、
内面横ナデ

やや粗、直径２㎜以下
の長石、石英を多く含
む

普通 灰褐色（７．５
YR４／２） 口縁部内面に刺突文 ６１ １２ １

１８８ SK５ 石器
石鏃

（１．８）
１．５
０．５

裏面に自然面が残る 安山岩製 重量１．１g
先端角４８度、
上部欠損 ６９ １２ ３１９

１８９ SK２７２ 石器
UF

２．３
３．９
０．９

チャート製 重量６．９g ６９ １２ ３１４

１９０ SK３３２ 石器
石錘

（３．１）
２．８
０．９

自然面が多く残る 砂岩製 重量８．６g
網掛け部の長さ０．７
㎝、幅０．９㎝、下 部
と裏面欠損

６９ １２ ３２１

１９１ 包含層 石器
RF

２．１
２．２
０．９

黒曜石製 重量２．８g ６９ １２ ３１３

１９２ 包含層 石器
RF

２．５
２．９
１．０

チャート製 重量５．６g ６９ １２ ３１１

１９３ 包含層 石器
打製石斧

１０．２
４．３
１．８

基端部は尖る ホルンフェルス製 重量１１０．７g
刃部幅３．４㎝、
刃部角５６度 ６９ １２ ３０２

１９４ 包含層 石器
打製石斧

８．５
３．５
１．３

基端部は尖る。左側面
に細かい調整剥離あり ホルンフェルス製 重量５１．２g

刃部幅２．６㎝、
刃部角５２度 ６９ １２ ３０３

１９５ SK９ 瀬戸美濃
練鉢

―
―
―

口縁部～体部内外面回
転ナデ

やや粗、直径１�以下
の長石をわずかに含む 普通 淡黄色（７．５Y

８／３） 全面に灰釉 ７３ １２ ５１

１９６ SK９ 瀬戸美濃
土瓶

―
（８．５）
―

底部外面回転ヘラ削
り、体部内外面回転ナ
デ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を幾つか
含む

普通 淡黄色（２．５Y
８／４） 内面錆釉か ７３ １２ ５２

１９７ SK１４ 縄文土器
深鉢 C１b

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径３�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 黒褐色（１０YR
２／１） ７３ １２ ９３

１９８ SK１１４ 縄文土器
深鉢

―
（６．０）
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

粗、直径２�以下の長
石を幾つか含む 普通 黒色（２．５Y２／

１） ７３ １２ ５４

１９９ SK３８ 瀬戸美濃
擂鉢

（３８．２）
―
―

口縁部内外面回転ナデ
やや粗、直径１�以下
の長石、石英をわずか
に含む

普通 にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 全面に錆釉 ７３ １２ ５０

２００ SK１９７ 縄文土器
深鉢 B１

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面横ナデ

やや粗、直径２�以下
の長石、石英を多く含
む

普通 褐灰色（１０YR
４／１）

隆帯（幅１．０㎝）、
沈線（幅０．５㎝） ７３ １２ ９５

２０１ SK１９７ 弥生土器
内傾口縁壺

―
―
―

口縁部外面横ミガキ、
内面横ナデ

やや粗、直径２㎜以下
の長石を多く含む 普通 にぶい褐色

（７．５YR５／４） ７３ １２ ３

２０２ SK２０５ 縄文土器
深鉢 A３

―
―
―

胴部内面横ナデ、
胴部外面不明

粗、直径２�以下の長
石を多く含む 普通 黒褐色（２．５

Y３／１）
隆帯（幅０．５㎝）、
押引沈線（幅０．６㎝） ７３ １２ ５６

表２５ 遺物観察表（８）



第４章 自然科学的手法による報告・検討

第１節 土器の胎土分析

藤根 久・今村美智子（パレオ・ラボ）

１ はじめに

土器の胎土分析は、一般的には製作地の推定を目的として行われる場合が多い。しかしながら、例

えば胎土中に含まれる岩石片の特徴から、これら砂粒物の示す地域がいずれであるかを推定すること

は容易でない。

土器胎土は、基本材料として粘土と砂粒などの混和材から構成されるが、粘土材料は比較的良質と

も思える粘土層から採取され、混和材としての砂粒物は、これら粘土採取の際に粘土層の上下層に分

布する砂層などを採取したことが、粘土採掘坑の調査から推察される。

東海地域には、弥生時代後期の赤彩を施したパレススタイル土器が知られており、これらパレスス

タイル土器の約３分の１では、砂粒物として火山ガラスが多量に含まれる（藤根、１９９８；車崎ほか、

１９９６）。これら火山ガラスは、粘土採取の際に近接地に分布するテフラ層を採取したことが予想され

る。このように、胎土中の混和材は地層の特徴である可能性が高く、現河川砂とは大きく異なること

から、現在の河川砂との比較では問題が大きい。

土器胎土は、第一に土器に使用した粘土や混和材がどのような特徴を持つかを十分理解することが

重要であり、こうした特徴を持つと思われる粘土層や砂層などと比較検討すべきと考える。

ここでは、大杉西遺跡の調査において検出された山中及び廻間Ⅰ式併行期の土器の胎土材料につい

て検討した。

２ 試料と方法

試料は、廻間Ⅰ式併行期の土器棺墓の可能性のある遺構（SK８８）から出土した甕１試料、山中式

併行期の竪穴住居跡（SB１・２）から出土した甕及び壺の６試料、廻間Ⅰ式併行期の土坑（SK５１・

８８）から出土した高杯２試料である（表２６）。

これら土器は、次の手順に従って偏光顕微鏡観察用の薄片（プレパラート）を作成した。

（１）試料は、始めに岩石カッターなどで整形し、恒温乾燥機により乾燥した。全体にエポキシ系樹

脂を含浸させ固化処理を行った。これをスライドグラスに接着し平面を作成した後、同様にしてその

平面の固化処理を行った。

（２）さらに、研磨機及びガラス板を用いて研磨し、平面を作成した後スライドグラスに接着した。

（３）その後、精密岩石薄片作製機を用いて切断し、ガラス板などを用いて研磨し、厚さ０．０２�前後

の薄片を作成した。仕上げとして、研磨剤を含ませた布板上で琢磨し、コーティング剤を塗布した。

試料は、薄片全面について微化石類（放散虫化石、骨針化石、珪藻化石、胞子化石、植物珪酸体化

石）や大型粒子などの特徴について観察・記載を行った。なお、ここで採用した各分類群の記載とそ

の特徴などは以下の通りである。
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［放散虫化石］

放散虫は、放射仮足類に属する海生浮遊性原生動物で、その骨格は硫酸ストロンチウム又は珪酸か

らなる。放散虫化石は、海生浮遊生珪藻化石とともに外洋性堆積物中によく見られる。

［骨針化石］

海綿動物の骨格を形成する小さな珪質、石灰質の骨片で、細い管状や針状などを呈する。海綿動物

は、多くは海産であるが、淡水産としても日本において２３種ほどが知られ、湖や池あるいは川の水底

に横たわる木や貝殻などに付着して生育する。

［珪藻化石］

珪酸質の殻を持つ微小な藻類で、その大きさは１０～数百μm程度である。珪藻は海水域から淡水域

に広く分布し、個々の種類によって特定の生息環境を持つ。最近では、小杉（１９８８）や安藤（１９９０）

によって環境指標種群が設定され、具体的な環境復原が行われている。ここでは、種あるいは属が同

定できるものについて珪藻化石（淡水種）と分類し、同定できないものは珪藻化石（？）とした。な

お、各胎土中の珪藻化石は、その詳細を記載した。

［胞子化石］

胞子状粒子は、珪酸質と思われる直径１０～３０μm程度の小型無色透明の球状粒子である。これらは、

水成堆積中で多く見られるが、土壌中にも含まれる。

［植物珪酸体化石］

植物の細胞組織を充填する非晶質含水珪酸体であり、大きさは種類によっても異なり、主に約１０～

５０μm前後である。一般的にプラント・オパールとも呼ばれ、イネ科草本、スゲ、シダ、トクサ、コ

ケ類などに存在することが知られている。ファン型や亜鈴型あるいは棒状などがあるが、ここでは大

型のファン型と棒状を対象とした。

［石英・長石類］

石英あるいは長石類は、いずれも無色透明の鉱物である。長石類のうち後述する双晶などのように

光学的に特徴をもたないものは石英と区別するのが困難である場合が多く一括して扱う。なお、石英・

長石類（雲母）は、黄色などの細粒雲母類が包含される石英又は長石類である。

［長石類］

長石は大きく斜長石とカリ長石に分類される。斜長石は、双晶（主として平行な縞）を示すものと

累帯構造（同心円状の縞）を示すものに細分される（これらの縞は組成の違いを反映している）。カリ長

石は、細かい葉片状の結晶を含むもの（パーサイト構造）と格子状構造（微斜長石構造）を示すものに

分類される。また、ミルメカイトは斜長石と虫食い状石英との連晶（微文象構造という）である。累帯

構造を示す斜長石は、火山岩中の結晶（斑晶）の斜長石にみられることが多い。パーサイト構造を示す

カリ長石はカコウ岩などの SiO２％の多い深成岩や低温でできた泥質・砂質の変成岩などに産する。

ミルメカイトあるいは文象岩は火成岩が固結する過程の晩期に生じると考えられている。これら以

外の斜長石は、火成岩、堆積岩、変成岩に普通に産する。

［雲母類］

一般的には黒雲母が多く、黒色から暗褐色で風化すると金色から白色になる。形は板状で、へき開

（規則正しい割れ目）に沿って板状には剥がれ易い。薄片上では長柱状や層状に見える場合が多い。

カコウ岩などの SiO２％の多い火成岩に普遍的に産し、泥質、砂質の変成岩及び堆積岩にも含まれる。
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なお、雲母類のみが複合した粒子を複合雲母類とした。

［輝石類］

主として斜方輝石と単斜輝石とがある。斜方輝石（主に紫蘇輝石）は、肉眼的にビールびんのよう

な淡褐色及び淡緑色などの色を呈し、形は長柱状である。SiO２％が少ない深成岩、SiO２％が中間

あるいは少ない火山岩、ホルンフェルスなどのような高温で生じた変成岩に産する。単斜輝石（主に

普通輝石）は、肉眼的に緑色から淡緑色を呈し、柱状である。主として SiO２％が中間から少ない火

山岩によく見られ、SiO２％の最も少ない火成岩や変成岩中にも含まれる。

［角閃石類］

主として普通角閃石であり、色は黒色から黒緑色で、薄片上では黄色から緑褐色などである。形は

細長く平たい長柱状である。閃緑岩のような SiO２％が中間的な深成岩をはじめ火成岩や変成岩など

に産する。

［ガラス質］

透明の非結晶の物質で、電球のガラス破片のような薄くて湾曲したガラス（バブル・ウォール型）

や小さな泡をたくさん持つガラス（軽石型）などがある。主に火山の噴火により噴出された噴出物と

考える。なお、濁ガラスは、非晶質でやや濁りのあるガラスで、火山岩類などにも見られる。

［流紋岩質］

流紋岩質は、顕著な斑晶質を示し基質は著しく細粒である。複合石英類（微細）に類似した構造を

示すが、基質部ではガラス質を伴うことから区別される。これらの構造を示す岩石は、流紋岩のほか

石英斑岩などであるが、火山岩類の一部と考えられる。

［斑晶質・完晶質］

斑晶質は斑晶（鉱物の結晶）状の部分と石基状のガラス質の部分が明瞭に確認できるもの、完晶質は、

ほとんどが結晶からなり石基の部分が見られないか、ごくわずかのものをいう。これらの斑晶質、完晶

質の粒子は主として玄武岩、安山岩、デイサイト、流紋岩などの火山岩類を起源とする可能性が高い。

［凝灰岩質］

凝灰岩質は、ガラスや鉱物、火山岩片などの火山砕屑物が固化したもので、非晶質でモザイックな

文様構造を示す。起源となる火山により鉱物組成は変わる。溶結凝灰岩とは、高温で固結した凝灰岩

で流理構造状の組織が見られる。

［複合鉱物類］

構成する鉱物が石英あるいは長石以外に重鉱物を伴う粒子で、雲母類を伴う粒子は複合鉱物類（含

雲母類）、輝石類を伴う粒子を複合鉱物類（含輝石類）、角閃石類を伴う粒子を複合鉱物類（角閃石類）

とした。

［複合石英類］

複合石英類は石英の集合している粒子で、基質（マトリックス）の部分をもたないものである。個々

の石英粒子の粒径は粗粒のものから細粒なものまで様々である。ここでは、便宜的に個々の石英粒子

の粒径が約０．０１�未満のものを微細、０．０１～０．０５�のものを小型、０．０５～０．１�のものを中型、０．１�

以上のものを大型と分類した。また、等粒で小型の長石あるいは石英が複合した粒子は、複合石英類

（等粒）として分類した。この複合石英類（等粒）は、ホルンフェルスなどで見られる粒子と考える。

［砂岩質・泥岩質］
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石英、長石類、岩片類などの粒子が集合し、それらの間に基質の部分を持つもので、含まれる粒子

の大きさが約０．０６�以上のものを砂岩質とし、約０．０６�未満のものを泥岩質とする。

［不透明・不明］

下方ポーラーのみ、直交ポーラーのいずれにおいても不透明なものや、変質して鉱物あるいは岩石

片として同定不可能な粒子を不明とする。

３ 各胎土の特徴及び計数の結果

微化石類や鉱物・岩石片を記載するために、プレパラート全面を精査・観察した。以下では、粒度

分布や０．１�前後以上の鉱物・岩石片の砂粒組成あるいは計数も含めた微化石類などの記載を示す。

なお、不等号は、概略の量比を示し、二重不等号は極端に多い場合を示す。

№１：１００～８００μmが多い（最大粒径２．６�）。石英・長石類＞流紋岩質＞複合石英類（微細）》複合

石英類、斜長石（双晶）、単斜輝石、角閃石類、砂岩質、雲母類、凝灰岩質、［斑晶質、ガラス質］、

ジルコン、淡黒色粒子、珪藻化石（湖沼沼沢湿地指標種群Melosira ambigua、淡水種 Pinnularia 属、

不明種）、胞子化石、植物珪酸体化石

№２：５０～７００μmが多い（最大粒径１．５�）。石英・長石類＞流紋岩質＞複合石英類（微細）、凝灰岩

質、［ガラス質］、単斜輝石、胞子化石、植物珪酸体化石

№３：５０μm以下が多く非常に微細（最大粒径２．８�）。石英・長石類＞流紋岩質、複合石英類（微細）、

砂岩質、ガラス質、珪藻化石（淡水種 Eunotia biareofera、Diplneis 属、Cymbella 属、不明種）、胞子

化石、植物珪酸体化石

№４：６０～７００μmが多い（最大粒径１．４�）。石英・長石類＞流紋岩質＞複合石英類（微細）、砂岩質、

角閃石類、（斑晶質）、ガラス質、珪藻化石（淡水種 Eunotia 属）、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石

№５：５０～６００μmが多い（最大粒径１．６�）。石英・長石類＞流紋岩質＞複合石英類（微細）＞（斑

晶質）、角閃石類、珪藻化石（淡水種沼沢湿地付着生指標種群 Pinnularia viridis、不明種）、骨針化石、

胞子化石、植物珪酸体化石（ヨシ属含む）

№６：５０～３５０μmが多い（最大粒径１．１�）。石英・長石類＞複合石英類（微細）＞ガラス質、ジル

コン、（凝灰岩質）、放散虫化石（４個体）、珪藻化石（海水種 Coscinodiscus 属／Thalassiosira 属、淡

水種 Eunotia 属、Diploneis 属、不明種）、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石（ヨシ属含む）

№７：６０～２００μmが多い（最大粒径５００μm）。石英・長石類＞複合石英類（微細）、ガラス質、ジル

コン、角閃石類、珪藻化石（淡水種 Eunotia 属）、植物珪酸体化石

№８：６０～５００μmが多い（最大粒径８００μm）。石英・長石類＞流紋岩質＞複合石英類（微細）＞凝

灰岩質、ガラス質、単斜輝石、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石

№９：５０～４００μmが多い（最大粒径９００μm）。石英・長石類＞流紋岩質＞複合石英類（微細）、単斜

輝石、ジルコン、珪藻化石（淡水種 Pinnularia 属）、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石やや多い

４ 考察

（１）微化石による材料粘土の分類

検討した胎土中には、その薄片全面の観察から、放散虫化石や珪藻化石あるいは骨針化石などが検
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出された。これら微化石類の大きさは、放散虫化石が数百μm、珪藻化石が１０～数１００μm、骨針化石

が１０～１００μm前後である。なお、植物珪酸体化石が１０～５０μm前後である。一方、砕屑性堆積物の

粒度は、粘土が約３．９μm以下、シルトが約３．９～６２．５μm、砂が６２．５μm～２�である（地学団体研

究会・地学事典編集委員会編、１９８１）。このことから、植物珪酸体化石を除いた微化石類は胎土の材

料となる粘土中に含まれるものと考えられ、その粘土の起源を知るのに有効な指標になると考える。

なお、植物珪酸体化石は、堆積物中に含まれていること、製作場では灰質が多く混入する可能性が高

いなど、他の微化石類のように粘土の起源を指標する可能性は低いと思われる。

検討した胎土は、微化石類により、a）淡水成粘土を用いた胎土、b）水成粘土を用いた胎土、c）

その他の粘土を用いた胎土、に分類される。以下では、分類される胎土についてその特徴を述べる。

a）淡水成粘土を用いた胎土（７胎土）

これらの胎土中には、淡水種珪藻化石が明瞭に検出された。また、不明種珪藻化石や骨針化石など

も検出された。なお、試料№６の壺胎土中には、外洋性堆積物起源の放散虫化石が明瞭に検出され、

その他海水種珪藻化石も付随して出現した。

b）水成粘土を用いた胎土（１胎土）

この胎土中には、水成堆積物に由来する骨針化石が検出された。なお、珪藻化石は含まれていなかっ

た。

c）その他の粘土を用いた胎土（１胎土）

この胎土中には、水成環境を指標するような微化石類は含まれていなかった。

（２）砂粒組成による分類

ここで設定した複合鉱物類は、構成する鉱物種や構造的特徴から設定した分類群であるが、地域を

特徴づける源岩とは直接対比できない。このため、各胎土中の鉱物、岩石粒子の岩石学的特徴は、地

質学的状況に一義的に対応しない。

ここでは、比較的大型の砂粒について起源岩石の推定を行った。起源岩石の推定は、砂岩質や複合

石英類（微細）が堆積岩類、斑晶質や完晶質が火山岩類、ガラス質がテフラ（火山噴出物）、複合石

英類（大型）や複合鉱物類（含雲母類など）が深成岩類、凝灰岩質が凝灰岩類、流紋岩質が流紋岩類

である。

砂粒組成の分類は、最も多く出現する分類群（第１出現群）と次いで多く出現する分類群（第２出

現群）の組合せに従った（表２８）。

その結果、流紋岩類を主体として堆積岩類を伴う Fc群が６胎土検出された。その他では、堆積岩

類を主体として凝灰岩類を伴う Ce群、堆積岩類を主体として流紋岩類を伴う Cf群、堆積岩類を主

体としてテフラを伴う Cg群が各１胎土検出された（表２７）。

（３）周辺の粘土及び砂粒組成と胎土材料の比較

当遺跡は、美濃加茂盆地の西側端部の台地上に位置する。また、坂祝町東野周辺では、木曽川泥流

堆積物などから構成される中位段丘堆積物が堆積する（鹿野、１９９０）。

この中位段丘面を構成する堆積物中には、粘土層の存在が知られており、坂祝町深萱とその北方に

分布する深萱粘土層、富加駅付近に分布する富加粘土層、関市黒屋南部の田園地帯に分布する黒屋粘

土層と呼ばれ、灰色～灰白色～青灰色を呈する粘土層である（鹿野、前出）。また、同時異層の田原

礫層はチャートを主体として礫岩や濃飛流紋岩を僅かに含み、同様に関礫層はチャートや花こう岩類
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を含む（鹿野、前出）。

土器の胎土材料のうち、粘土材料は粘土に付随する珪藻化石の存在から水成粘土層の粘土を利用し

ていたことが指摘できるが、混和材としての砂粒物は同時か又は付随する上下層の砂層の砂を利用し

ている可能性が考えられる。

ここで検討した弥生時代の土器の胎土材料は、試料№６の壺を除いて多くの胎土中において淡水成

粘土を使用し、砂粒組成が流紋岩質の砂粒から構成される。こうした砂粒組成からみて大きくは木曽

川流域の砂粒組成と考えられるが、当遺跡周辺の砂粒組成とも考えられる。詳細な調査が必要である

が、前述の中位段丘を構成する深萱粘土層や富加粘土層あるいは黒屋粘土層は、これら土器の粘土材

料であることが考えられる。これは、同時異層の田原礫層が流紋岩類の砂礫を含むことと矛盾しない。

一方、試料№６の壺は、淡水成粘土を利用した胎土であるが放散虫化石を含むこと、砂粒組成が堆

積岩類を主体として凝灰岩類からなる組成を示すことから、他の土器とは胎土の特徴が異なる。類似

した胎土は、可児市宮之脇遺跡 A地点出土製塩土器においてほぼ同様の特徴が見られたことから（藤

根・今村・小村、２００１）、この遺跡周辺の材料を反映している可能性が考えられる。

５ おわりに

土器作りは、一般的に微化石類を良好に含むことから、相当良質の粘土層を利用したことが考えら

れるが、第一に該当する地域において材料として利用できる粘土層が如何なる範囲で分布しているか

を把握する必要がある。そこで、こうした利用可能な粘土層の分布域において、粘土層の堆積環境や

上下層の砂層の鉱物・岩石の特徴を調べるといった方法を採用する。

今後、材料として良質の粘土層の広域的な地質調査が不可欠であり、こうした粘土に伴う砂層の岩

石学的特徴を検討する事により、土器作りあるいは製作地などについての詳細を明らかにしたいと考

える。
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分析
№ 器 種

掲載
遺物
№

遺 構 時 期 色相
明度／彩度 色 中黒層

の有無

混入粒子の肉眼的特徴

白色
粒子

透明
結晶

雲母
類

赤色
粒子

黒灰色
粒子 その他

１ 甕 １８５ SK８８ 廻間Ⅰ ２．５Y７／４ 浅黄 なし ◎ △ ○ 白色・黒灰色
粒子大型多い

２ 甕 １５５ SB２―SK１ 山中 ７．５YR５／４ にぶい褐 茶黒 ◎ ○ △ 白色特徴的に多い

３ 甕 １５７ SB２―SK１ 山中 １０YR７／３ にぶい黄橙 なし △ △ △ 砂粒が細粒

４ 広口壺 １２８ SB１ 山中 １０YR７／６ 明黄褐 有 ○ △ ○

５ 甕 １２４ SB１ 山中 ５YR６／６ にぶい黄橙 有 ◎ ○ △

６ 壺 １２９ SB１ 山中 ２．５Y８／４ 淡黄 表面側
のみ黒 ○ ○ △ △

７ 直口鉢 １３４ SB１ 山中 ７．５YR６／３ にぶい褐 なし △ △ △ 砂粒が細粒

８ 高杯 １８３ SK５１ 廻間Ⅰ ７．５YR５／８ 明褐 なし ◎ △ △

９ 高杯 １８６ SK８８ 廻間Ⅰ １０YR７／６ 明黄褐 有 ◎ △ △ 砂粒が細粒

分
析
№

粘土の特徴 砂粒の特徴 鉱物の特徴

その他の特徴分

類
種 類

放
散
虫
化
石

海
水
種
珪
藻
化
石

淡
水
種
珪
藻
化
石

不
明
種
珪
藻
化
石

骨
針
化
石

胞
子
化
石

植
物
珪
酸
体
化
石

分類
堆
積
岩
類

深
成
岩
類

火
山
岩
類

凝
灰
岩
類

流
紋
岩
類

片
岩
類

テ
フ
ラ

角
閃
石
類

輝
石
類

ジ
ル
コ
ン

ザ
ク
ロ
石
類

雲
母
類

１ ○ 淡水成 ○ ◎ △ △ △ Fc ＋＋ ＋（＋）＋ ＋＋＋ （＋）＋ ＋（＋）

２ その他 △ Fc ＋ ＋ ＋＋ （＋） ＋

３ ○ 淡水成 ○ ○ △ ○（Cf）＋ ＋ ＋ ＋ 砂粒は細粒

４ ○（淡水成） △ △ △ ○ Fc ＋ （＋） ＋＋ ＋ ＋ ＋

５ ○（淡水成） △ ○ △ △ ○ Fc ＋ ＋ ＋＋ （＋）＋ ＋

６ ○ 淡水成 ○ △ ○ ○ △ △ ◎ Ce ＋＋ ＋ ＋ ＋

７ ○（淡水成） △ ○（Cg）＋ ＋ ＋ ＋ 砂粒は細粒

８ □ 水 成 △ △ Fc ＋ ＋ ＋＋ ＋ ＋

９ ○（淡水成） △ △ △ ○ Fc ＋ ＋ ＋＋ （＋） ＋ ＋ 砂粒は細粒

第１出現群

A B C D E F G

片岩類 深成岩類 堆積岩類 火山岩類 凝灰岩類 流紋岩類 テフラ

第
２
出
現
群

a 片岩類 Ba Ca Da Ea Fa Ga

b 深成岩類 Ab Cb Db Eb Fb Gb

c 堆積岩類 Ac Bc Dc Ec Fc Gc

d 火山岩類 Ad Bd Cd Ed Fd Gd

e 凝灰岩類 Ae Be Ce De Fe Ge

f 流紋岩類 Af Bf Cf Df Ef Gf

g テフラ Ag Bg Cg Dg Ef Fg

表２６ 土器の詳細とその肉眼的特徴

多産、○多い、△少ない

表２７ 土器胎土の粘土及び砂粒の特徴

※分析№は表２６に対応する ◎多産、○多い、△少ない、＋＋＋多い、＋＋やや多い、＋含まれる、（＋）若干含まれる

表２８ 胎土中岩石片の分類と組み合わせ
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写真４ 胎土中の粒子顕微鏡写真（スケール：№１・２・３が２６μm、№３・４が２０μm、№６～８が１００μm）

１．放散虫化石（№６） ２．放散虫化石（№６） ３．珪藻化石（Pinnularia属、№１）

４．珪藻化石（Pinnualria属、№１） ５．珪藻化石（Pinnularia属、№３） ６．斑晶質（№１）
７．凝灰岩質（№１） ８．流紋岩質（№１）

第１節 土器の胎土分析 １０５



第２節 赤彩土器の赤色顔料

藤根 久（パレオ・ラボ）

１ はじめに

大杉西遺跡の調査では、赤彩した縄文時代中期の土器が出土した。この時代の土器は、全国的にベ

ンガラを使用する場合が多いようであるが、水銀朱を用いた場合も予想されることから、赤色顔料の

材料について調べた。ここでは、X線分析顕微鏡を用いて元素マッピング分析を行った。

２ 試料と方法

試料は、出土した縄文時代中期の赤彩した土器片１試料（掲載番号３７）である。

最初に、主要な元素の平面分布を調べるために蛍光 X線分析計を用いて元素マッピング測定を行っ

た。対象とした主な元素は、アルミニウム Al、ケイ素 Si、カリウム K、カルシウム Ca、マンガンMn、

鉄 Fe、水銀 Hgなどである。さらに、元素マッピングの結果、赤色顔料の元素でその輝度の高い位置

についてポイント測定を行った。

測定は、㈱堀場製作所製 XGT―５０００TypeⅡを用いた。元素マッピングは、X線導管径１００μm、電

圧５０KV、測定時間１００００秒である。また、ポイント測定は、X線導管径１００μm、電圧５０KV、電流自

動、測定時間５００secである。定量計算は、標準試料を用いない FP法（ファンダメンタルパラメータ

法）で半定量分析を行った。

３ 結果

元素マッピング分析の結果、赤色部分は鉄 Feであることが判明した。なお、水銀 Hgは全く検出

されなかった。元素マッピング分析において、鉄の輝度が最も高い場所（含有量が高い）におけるポ

イント分析では、鉄 Feが約２１．０８％であった。このことから、赤色顔料の材料は、鉄を主成分とした

ベンガラである。

なお、付随する元素として、リン Pが約０．８７％、イオウが約０．７９％検出されている。

元 素 ライン 質量濃度[％] ２σ[％] 強度[cps/mA] 化学式 質量濃度[％]

１３ Al K １１．３８ ０．８１ ６６．８２ Al２O３ ２１．５１
１４ Si K ２４．３９ ０．８３ ３０３．４３ SiO２ ５２．１７
１５ P K ０．３８ ０．１５ ７．６２ P２O５ ０．８７
１６ S K ０．３２ ０．０６ １４．６８ SO３ ０．７９
１９ K K １．２０ ０．１１ ５３．２４ K２O １．４５
２０ Ca K ０．１４ ０．０４ ８．８５ CaO ０．１９
２２ Ti K １．０９ ０．０８ １２０．４４ TiO２ １．８１
２５Mn K ０．０４ ０．０２ ７．２０ MnO ０．０５
２６ Fe K １４．７５ ０．５４ ３３９２．４１ Fe２O３ ２１．０８
３０ Zn K ０．０２ ０．０１ ３．７２ ZnO ０．０２
３７ Rb K ０．０１ ０．０１ ３．１２ Rb２O ０．０１
３８ Sr K ０．０１ ０．０１ ２．７８ SrO ０．０１
４０ Zr K ０．０２ ０．０１ ６．４６ ZrO２ ０．０２

表２９ 鉄の輝度が最も高い場所（図版矢印位置）のポイント分析結果
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写真５ 赤彩土器の元素マッピング

第２節 赤彩土器の赤色顔料 １０７



第５章 ま と め

今回の調査では、縄文時代以降の遺構と遺物を発見した。縄文時代では中期の掘立柱建物跡と竪穴

住居跡などの居住域を、弥生時代では後期～終末期の掘立柱建物跡や竪穴住居跡、柱列跡などの居住

域と、方形周溝墓・土器棺墓のある墓域を検出した。古墳時代の遺構と遺物は未発見であるが、奈良

時代の遺物はわずかに出土している。その後、平安時代から江戸時代中期までの遺構と遺物は確認で

きなかったが、江戸時代後期から近代までの土坑や溝などを検出した。本章では、当遺跡における縄

文時代と弥生時代の遺構の特徴と変遷、配置などを概観し、まとめとする。

１ 遺構の特徴

縄文時代では、竪穴住居跡（SB４）と掘立柱建物跡（SH３）などを検出した。SB４の平面形は方

形状で、中央付近に地床炉を有する。また、SH３は桁行２間、梁行２間の近接棟持柱建物跡で、四

隅の柱穴が中間の柱穴より大きいという特徴がある。今回の調査では、竪穴住居跡、掘立柱建物跡と

もに１基しか検出していないことから、ここでは当遺跡周辺における縄文時代中期の遺跡で検出され

た遺構と比較する。当遺跡から半径約１０㎞の範囲内において縄文時代中期の遺構が調査された遺跡と

して関市塚原遺跡、重竹遺跡、美濃加茂市仲迫間遺跡などがある＊１。このうち、竪穴住居跡と掘立柱

建物跡が検出された遺跡は塚原遺跡のみである。塚原遺跡では竪穴住居跡１７軒、掘立柱建物跡１９棟な

どが検出され、竪穴住居跡の平面形は方形状で、石囲炉を有し、埋甕が全くないことが特徴である。

また、掘立柱建物跡はいずれも桁行２～４間、梁行１間である（関市教育委員会１９８９）。当遺跡の竪

穴住居跡は平面形や埋甕の無いことが塚原遺跡と類似するが、掘立柱建物跡は桁行２間、梁行２間で

あり、塚原遺跡にはない形態である。また、岐阜県内の他の縄文時代中期の掘立柱建物跡はいずれも

桁行２間以上、梁行１間であることから＊２、当遺跡における桁行２間、梁行２間という掘立柱建物跡

の形態は現在までのところ特異といえる。

弥生時代では、竪穴住居跡や掘立柱建物跡、柱列跡、方形周溝墓などを検出した。このうち、竪穴

住居跡３軒はいずれも平面形が長方形を呈し、４本柱で、南壁中央付近に土坑を有するという特徴が

ある。なかでも、SB１は直口鉢や小型器台、磨製石鏃など非日常的な遺物が出土している点で他の

竪穴住居跡と様相が異なっている。また、磨製石鏃の未製品と製品が出土したことは、量の多寡が不

明であるものの当住居内で磨製石鏃を製作していたことを裏付ける。さらに器種別の出土量は壺１９８

点、甕８６点、高杯・器台５２点、鉢３点（いずれも接合後破片数）であり、壺が全体の５８．４％を占めて

いる。岐阜県内の弥生時代後期～古墳時代の集落遺跡では甕の出土比率が高い遺跡が多く＊３、当遺跡

においても同様の結果を得ている（本書１９頁―表５参照）。しかし、SB１の壺の比率が高いことは通

常の土器組成とは異なり、この住居跡の特異性を土器組成においても確認できたといえる。

また、今回検出した方形周溝墓は竪穴住居跡に隣接しており、当遺跡と同じ関市内にある重竹遺跡

A地点、松ヶ洞遺跡＊４でも墓域と集落域が隣接しているという共通性がある。
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２ 遺構の変遷と配置

縄文時代の主要遺構である SB４と SH３は、

いずれも等高線に沿って構築されている。また、

弥生時代の遺構のうち、後期中葉（山中Ⅰ式併

行期）の遺構である SH１と SZ１は、縄文時代

と同様に等高線に沿って構築されているが、後

期後葉～終末期（山中Ⅱ式～廻間Ⅰ式併行期）

の遺構である SB１・２、SZ３、SK８８は、いず

れもほぼ真北を主軸としている。つまり、遺構

の主軸は弥生時代後期後葉～終末期において、

「等高線に沿うもの」から「真北を主軸とする

もの」へと変化している。斜面で竪穴住居跡や

掘立柱建物跡を構築するには、等高線に沿って

掘形を掘削すると床面の水平が得られやすく、

また、掘削しやすいという利点があるが、それ

らを無視してあえて方位を優先した社会背景を

今後考慮していくべきであろう。

なお、弥生時代の他の主要遺構の時期は出土

遺物や遺構の重複関係から判断できないが、主

軸の方向と時期が関連すると仮定すると、SA１と SB３は後期中葉、SH２と SZ２は後期後葉～終末

期となる（図７４）。

次に各時代の遺構配置について考えたい。

縄文時代の遺構は、掘立柱建物跡（SH３）は調査区の平坦面に、竪穴住居跡（SB４）は斜面にそ

れぞれ位置するが、いずれも単独で検出されたため両者の関係は不明である。

弥生時代後期中葉の遺構は、平坦面に独立棟持柱建物（SH１）と区画施設（SA１）があり、平坦

面から斜面に移行する付近に方形周溝墓（SZ１）と竪穴住居（SB３）が位置するという配置になる。

独立棟持柱建物は、集落の中心に位置すること、銅鐸などに描かれることが多いことなどから、祭式

儀礼に関わる建物であった可能性が指摘されている（宮本１９９１）。当遺跡においては、祭式儀礼に直

接関わる資料を得ることができなかったが、独立棟持柱建物跡に隣接して区画施設である SA１が伴

うことは留意すべきである。

一方、弥生時代後期後葉～終末期の遺構は、平坦面に方形周溝墓（SZ２・３）と土器棺墓（SK８８）

があり、斜面に掘立柱建物（SH２）と竪穴住居（SB１・２）が位置するという配置となり、平坦面

に墓域が営まれている。また、方形周溝墓 SZ３埋没後に、周溝を再掘削して土器棺墓を構築してい

ることから、この場が一定期間墓域として認識され続けたといえる。

当遺跡周辺では、平成１６年現在も関市教育委員会が大杉遺跡の調査を実施しており、今後はその成

果を加味した上で大杉遺跡と大杉西遺跡の動向を検討し、その歴史的意義づけを行うべきであろう。

図７４ 遺構変遷図
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＊１ 春日井・長谷川２００３より検索した。

＊２ 各務原市炉畑遺跡 B地区、揖斐郡藤橋村櫨原村平遺跡などがある（各務原市埋蔵文化財調査センター２００３、�

岐阜県教育 文化財団文化財保護センター２００４）。

＊３ 岐阜県大垣市今宿遺跡（�岐阜県文化財保護センター１９９８）、岐阜市堀田城之内遺跡（�岐阜県文化財保護セ

ンター１９９７）、可児市宮之脇遺跡 A地点（可児市教育委員会１９９４）など。

＊４ 松ヶ洞遺跡においては、報告書（関市教育委員会１９７６）では溝状遺構とされているが、近年の研究では恩田氏

が方形周溝墓 としている（恩田２００４）。
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�岐阜県文化財保護センター ２０００『野笹遺跡』Ⅰ

�岐阜県文化財保護センター ２００２『後平茶臼古墳・後平遺跡』

�岐阜県教育文化財団文化財保護センター ２００４「櫨原村平遺跡発掘調査概要」『岐阜県新発見考古

速報２００４』

国立歴史民俗博物館 １９９７『農耕開始期の石器組成』

佐原眞 １９８１「縄文施文法入門」『縄文土器大成３ 後期』

関市教育委員会 １９７６『関市松ヶ洞遺跡発掘調査報告書』

関市教育委員会 １９８９『塚原遺跡・塚原古墳群』

関市教育委員会 １９９４『新修 関市史 考古・文化財編』

関市教育委員会 １９９６『新修 関市史 民俗編』

関市教育委員会 ２００２『大杉遺跡第９次発掘調査現地説明会資料』
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多治見市教育委員会 １９９３『美濃窯の焼き物』

広瀬和雄 １９９８「弥生時代の「神殿」」『都市と神殿の誕生』新人物往来社

藤澤良祐 １９９８『瀬戸市史 陶磁史篇六』愛知県瀬戸市

町田章 １９９５「石器の研究法―報告書作成に伴う観察・記録法②―」『長野県埋蔵文化財センター紀

要』４

町田章 １９９６「石器の研究法―報告書作成に伴う観察・記録法①―」『長野県の考古学』

�長野県埋蔵文化財センター

宮本長二郎 １９９１「弥生時代・古墳時代の掘立柱建物」『弥生時代の掘立柱建物』埋蔵文化財研究会

宮本長二郎 １９９６『日本原始古代の住居建築』中央公論美術出版

１１１



図７５ 遺構配置図

竪穴住居跡内の遺構番号と掘立柱建物跡・柱列跡を構成する柱穴番号はそれぞれ付していない。
土抗はSKという頭文字を省略している。



写 真 図 版



調査区近景 図版１

調査区近景（西から）

調査区近景（上から）



図版２ 縄文時代の遺構（１）

SB４完掘状況（南東から）

SB４―SC２土器出土状況（南西から） SK２２土器出土状況（南から）

SK２８０完掘状況（東から） SK３４９土器出土状況（南西から）



縄文時代の遺構（２） 図版３

SH３完掘状況（南東から）

SH３―P５１完掘状況（北西から） SH３―P５３完掘状況（北東から）

SH３―P５５完掘状況（北から） SH３―P５８完掘状況（北西から）



図版４ 弥生時代の遺構（１）

SB１完掘状況（南から） SB１完掘状況（東から）

SB１―SK３７０土層（東から） SB２完掘状況（東から）

SB２―SK１土器出土状況（西から） SB３完掘状況（北西から）

SH１完掘状況（北東から） SH２完掘状況（北から）



弥生時代の遺構（２） 図版５

SZ１完掘状況（東から）

SZ３完掘状況（北から） SZ２完掘状況（北から）

SK８８土層（北から） SK８８土器出土状況（北から）



図版６ 縄文時代の遺構出土遺物（１）
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縄文時代の遺構出土遺物（２） 図版７
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図版８ 縄文時代の遺構出土遺物（３）
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縄文時代の遺構・包含層出土遺物 図版９
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図版１０ 弥生時代の遺構出土遺物（１）
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弥生時代の遺構出土遺物（２） 図版１１
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図版１２ 縄文～弥生時代・近世～近代の遺構出土遺物
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縄文時代
竪穴住居跡１軒
掘立柱建物跡１棟

縄文土器
石器・石製品

縄文中期末の掘立柱建
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要 約

今回の調査の主な成果は、縄文時代から弥生時代にかけての集落域と墓域を検出し
たことである。
縄文時代では、時期が中期後葉～末の竪穴住居跡（SB４）と、中期末の掘立柱建
物跡（SH３）などを検出した。SB４の平面形は方形状で、中央付近に地床炉を有す
る。また、SH３は桁行２間、梁行２間の近接棟持柱建物跡で、四隅の柱穴が中間の
柱穴より大きいという特徴がある。岐阜県内における縄文中期の掘立柱建物跡を検出
した遺跡としては４例目の報告となる。
弥生時代では、竪穴住居跡３軒のうち１軒（SB１）は、直口鉢や小型器台、磨製
石鏃など非日常的な遺物が出土している点、磨製石鏃の未製品と製品が出土した点、
壺の出土比率が高い点などから、他の竪穴住居跡とは異なる様相を呈している。また、
掘立柱建物跡２棟のうち、１棟（SH１）は独立棟持柱建物跡である。なお、検出し
た遺構の主軸は、後期後葉から終末期において、等高線に沿うものから真北となるも
のへと変化していることが判明した。
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